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特集レポート

01
NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット長 
アソシエイトパートナー

矢野 勝彦
Y A N O  K A T S U H I K O

都市銀行、シンクタンク等を経て
現在に至る。ライフケア産業（生
活・介護、健康・医療、交通・
住宅等）分野の事業化支援・政
策支援、高齢化・人口減少時代
の地域産業創出・地域活性化に
取り組む。民営化・地域経営、ＩＴ・
ビッグデータ活用、ロボット化によ
る持続可能な地域モデル創出に
向け、政策（官）と事業（民）の双
方からアプローチしている。

１	
ニ
ッ
ポ
ン
を
取
り
巻
く
構
造
的

課
題

2
0
1
2
年
12
月
に
発
足
し
た
第
二

次
安
倍
政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス「
三
本

の
矢
」（
金
融
政
策
、
財
政
政
策
、
成
長

戦
略
）に
よ
っ
て
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
期

待
と
機
運
が
高
ま
っ
た
の
も
束
の
間
、

2
0
1
4
年
の
消
費
税
率
8
％
へ
の
引

き
上
げ
後
、
わ
が
国
の
景
気
回
復
へ
の

動
き
が
停
滞
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
下

で
有
効
求
人
倍
率
が
高
水
準
に
な
っ
た

の
は
、
景
気
回
復
よ
り
も（
特
に
賃
金

が
低
い
分
野
で
の
）人
手
不
足
と
い
う

地
域
衰
退
の
裏
返
し
と
言
え
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
を
取
り
巻
く
構
造
的
課
題

の
根
源
、
そ
れ
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
伴
う
人
口
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
あ
る
。
人
口
の
自
然
減
と
高
齢
化

は
や
む
を
得
な
い
に
せ
よ
、
人
口
比
率

が
高
く
40
歳
を
超
え
て
き
た
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
の
未
婚
率
の
高
ま
り
に
よ
っ

て
少
子
化
は
加
速
し
て
い
る
。

も
う
一
点
、
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

わ
が
国
の
一
人
当
た
り
G
D
P
は
先
進

7
ヵ
国
の
下
位
グ
ル
ー
プ
に
低
迷
し
、

労
働
生
産
性（
＝
G
D
P
／
就
業
者
数
）

に
至
っ
て
は
7
ヵ
国
で
最
下
位
が
定
位

置
と
な
っ
て
い
る
。
勤
勉
と
さ
れ
て
き

た
企
業
に
も
中
高
年
層
が
増
え
、
時
間

当
た
り
の
生
産
性
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ

ず
、
工
場
等
の
生
産
現
場
以
外
で
の
労

働
力
の
利
用
を
効
率
化
す
る
た
め
の
革

新
的
な
手
法
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

こ
う
し
た
わ
が
国
を
取
り
巻
く
構
造

的
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
戦
略
と
し

て「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」が

策
定
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
で
は
、
経
済
再

生
と
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の「
三
本
の
矢
」

を「
新
三
本
の
矢
」に
リ
セ
ッ
ト
し
た
。

全
体
的
に
目
新
し
さ
は
な
い
と
は
い

え
、
高
齢
層（
高
齢
化
）を
偏
重
し
た
こ

れ
ま
で
の
社
会
保
障
政
策
と
異
な
り
、

若
年
層（
少
子
化
）に
焦
点
を
当
て
た
包

括
的
な
改
革
案
を
示
し
た
こ
と
や
一
億

総
活
躍
の
基
礎
体
力
と
な
る
国
民
の
予

一
億
総
活
躍
が
実
現
す
る
べ
き
社
会

～Society5.0

と
い
う
可
能
性
～
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防
医
療
・
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
て
戦

略
の
柱
に
据
え
た
こ
と
な
ど
、
プ
ラ
ン

の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
全
体

主
義
的
な
表
現
ぶ
り
は
別
と
し
て
、
メ

デ
ィ
ア
や
世
論
は
ほ
ぼ
好
意
的
に
受
け

止
め
て
い
る
。

２
．一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
の
課
題

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
の
重
点
分
野
は

「
強
い
経
済
」「
子
育
て
支
援
」「
社
会
保

障
」。
そ
の
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し

て「
G
D
P
6
0
0
兆
円
」「
出
生
率
1
・

8
」「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

少
子
高
齢
化
克
服
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
、

介
護
離
職
ゼ
ロ
、
女
性
活
躍
推
進
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
、
社
会
保
障
の

基
盤
を
強
化
し
て
国
民
の
安
心
感
を
高

め
、
消
費
を
底
上
げ
し
て
低
下
し
て
い

る
わ
が
国
の
潜
在
成
長
率
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
必
要
な
分
野
に
幅
広
く
目
配

り
が
利
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

後
は
プ
ラ
ン
の
実
行
を
待
つ
し
か
な

い
が
、
現
実
的
に
は
そ
の
実
行
ま
で
の

道
筋
は
容
易
に
は
見
通
せ
ず
、
構
造
的

課
題
の
克
服
に
至
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
。

一
番
の
課
題
は
、
安
定
財
源
で
あ
る
。

財
政
健
全
化
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
今

後
、
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に

は
、
安
定
的
な
恒
久
財
源
を
ど
う
確
保

す
る
か
が
重
要
と
な
る
。
経
済
の
好
循

環
に
よ
る
成
長
の
果
実
を
分
配
す
る
と

同
時
に
、
社
会
保
障
給
付
の
効
率
化
・

重
点
化
、
高
齢
者
に
対
す
る
応
能
負
担

の
導
入
な
ど
、
世
代
間
に
お
け
る
負
担

の
分
配（
少
子
化
対
策
へ
の
シ
フ
ト
）を

基
本
に
し
た
社
会
保
障
改
革
、
財
政
構

造
改
革
に
よ
っ
て
財
源
を
生
み
出
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
実
効
性
で
あ

る
。
人
手
不
足
が
深
刻
な
保
育
・
介
護

現
場
の
処
遇
改
善
で
は
、
保
育
士
の
月

給
を
約
6
千
円
、
介
護
職
員
は
約
1
万

円
引
き
上
げ
る
と
し
た
。
そ
れ
で
も
な

お
全
産
業
平
均
よ
り
月
に
約
11
万
円
低

い
現
状
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
程
度
の
賃

上
げ
で
ど
れ
だ
け
人
手
不
足
が
解
消
す
る

か
は
未
知
数
だ
。
一
方
、
こ
の
程
度
の
処

遇
改
善
で
さ
え
合
計
で
約
2
0
0
0
億

円
の
財
源
が
必
要
に
な
る
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
で
は
、
正
社
員

の
6
割
に
と
ど
ま
る
非
正
規
労
働
者
の

賃
金
水
準
に
つ
い
て
、
欧
州
諸
国
並
み

若者も高齢者も、女性も男性も、難病や障害のある方々も、一度失敗を経験した
人も、国民一人ひとりが、家庭で、地域で、職場で、それぞれの希望が叶い、それ
ぞれの能力を発揮でき、それぞれが生きがいを感じることができる社会を創る。

（包摂と多様性）

これまでの「三本の矢」の経済政策を一層強化し、民需
主導の経済の好循環を確立。

（潜在成長率の向上）

新・第一の矢の的

GDP600兆円

経済成長の隘路の根本：
少子高齢化による

労働供給減、将来に対する不安・悲観

（生産年齢人口：1984年8,178万人→1995年8,726万人（ピーク）→2014年7,785万人まで減少）
（高齢化率：1984年9.9%→2014年26.0%に上昇）

・企業の経常利益は過去最高水準（19.2兆円：2015年4-6月期）

・賃上げ率は2年連続で前年を上回る伸び（+2.20%=17年ぶりの高水準）

・有効求人倍率は、23 年ぶりの高水準（1.24倍：2015年9月）
→ 「デフレ脱却」までもう一息というところまで来ている。

これまでの「三本の矢」

新・三本の矢の好循環を確かなものとし、長く継続することで、50年後に一億人を維持。

１５年間のデフレの継続

新・第二の矢の的

希望出生率1.8
新・第三の矢の的

介護離職ゼロ

・介護サービスの確保、
・家族が介護と両立できる環境、
家族への相談・支援体制、

・健康寿命の延伸 等

新・第二の矢：

夢をつむぐ子育て支援
新・第三の矢：

安心につながる社会保障

企業収益に比し
て弱い設備投資
（民間設備投資：90年

代半ば3年間約72兆円
→直近3年間約68兆円）

個人消費の改善
テンポに遅れ

(消費総合指数（前月比）：
2015年7月0.0%、

8月0.6%、9月0.0%)

人手不足の顕在
化・労働供給減
(生産年齢人口:ピーク
時1995年と足下2014
年の差 ▲941万人）

・賃上げによる
労働分配率
の向上

・生産性革命による
設備投資の拡大と
生産性の向上

・働き方改革による
労働参加率の向上、
イノベーションによる
生産性の向上 等

新・第一の矢：

希望を生み出す強い経済

介護と仕事を両立しにくい
（家族の介護・看護を理由とした

離職・転職者：
2011年10月～2012年9月 10.1万人）

結婚・子育ての
希望が実現しにくい

（合計特殊出生率：
2014年 1.42）

・若者の雇用安定・待遇改善、
・仕事と子育てを両立できる環境、
・保育サービスなど結婚から妊娠・出産、
子育てまで切れ目ない支援 等

・成長の果実による
子育て支援・社会保障の基盤強化

・安心・将来の見通しが確かになることによる消費の底上げ、投資の拡大
・多様な個人の能力の発揮による労働参加率向上やイノベーションの創出

図1｜ 一億総活躍社会は少子高齢化に直面した我が国経済の活性化策　ー包摂と多様性による持続的成長と分配の好循環ー

出所｜ 一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策（概要）－成長と分配の好循環の形成に向けて－
（http://www.kantei.go.jp/jp/topics/2016/ichiokusoukatsuyaku/gaiyo20160118.pdf）
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の
8
割
程
度
を
目
指
し
、
最
低
賃
金
も

全
国
平
均
で
時
給
1
千
円
に
引
き
上
げ

る
と
し
た
が
、
総
人
件
費
の
膨
張
に
企

業
が
理
解
を
示
し
、
受
け
入
れ
る
制
度

を
い
か
に
つ
く
る
か
、
そ
の
た
め
の
設

計
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。
非
正
規
労
働

者
の
賃
金
水
準
の
底
上
げ
で
な
く
、
正

社
員
の
賃
金
が
下
が
る
こ
と
に
な
れ
ば

本
末
転
倒
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
肝

心
の
具
体
論
に
は
ま
だ
踏
み
込
め
て
い

な
い
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
で
は
、
2
0
2
0
年
ま

で
名
目
3
％
（
実
質
2
％
）の
経
済
成
長

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
G
D
P
6
0
0
兆

円
を
実
現
し
、
同
時
に
、
出
生
率
を

1
・
8
、
介
護
離
職
を
ゼ
ロ
に
す
る
目

標
設
定
を
し
て
い
る
が
、
現
在
の
2
～

3
倍
に
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な
け

れ
ば
、
減
少
す
る
労
働
人
口
を
カ
バ
ー

で
き
ず
、
経
済
成
長
を
実
質
2
％
に
高

め
る
こ
と
は
難
し
い
。

女
性
が
働
く
こ
と
を
優
先
し
、
今
後

も
晩
婚
化
が
進
む
な
ら
出
生
率
を
1
・

8
ま
で
高
め
る
こ
と
は
一
層
困
難
と
な

る
し
、
そ
も
そ
も
出
生
率
が
1
・
8
で

は
人
口
は
減
少
し
続
け
、
2
0
6
0
年

に
人
口
1
億
人
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

介
護
離
職
ゼ
ロ
に
つ
い
て
も
、
介
護

分
野
の
労
働
生
産
性
は
製
造
業
や
他
の

産
業
に
比
べ
て
低
い
た
め
、
介
護
分
野
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
G
D
P
6
0
0
兆

円
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
労
働
生
産

性
の
向
上
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

３	

一
億
総
活
躍
が
実
現
す
る
べ
き

社
会
と
は

こ
う
し
た
課
題
や
矛
盾
を
内
包
し
つ

つ
も
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
は
わ
が
国

が
直
面
す
る
構
造
的
課
題
の
克
服
に
向

け
た
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
施
策
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
決
定

的
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
デ
マ

ン
ド
サ
イ
ド
の
視
点
で
あ
る
。

一
億
総
活
躍
と
い
う
言
葉
に
あ
る
種

の
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
、
個
人
の
価

値
観
が
多
様
化
し
た
今
日
、
総
じ
て
国

民
が
同
じ
方
向
を
目
指
す
よ
う
な

「
一
億
総
・
・
・
」と
い
う
目
標
を
政
府

が
一
律
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

い
み
じ
く
も
経
済
最
優
先
の
政
策
を

表
明
し
て
い
る
安
倍
政
権
が
、
第
一
の

矢
と
し
て
強
い
経
済
、
戦
後
最
大
の

G
D
P
6
0
0
兆
円
を
掲
げ
た
こ
と
か

ら
、
国
民
総
動
員
で
目
標
に
向
か
っ
て 

”
働
く 

“
こ
と
が
活
躍
だ
と
誰
し
も
思

う
だ
ろ
う
。
出
生
率
1
・
8
や
介
護
離

職
ゼ
ロ
も
、
個
人
が
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
実
現
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、

経
済
成
長
の
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
見
方
さ
え
し
て
し
ま
う
。

60
歳
に
な
れ
ば
定
年
退
職
し
て
悠
々

自
適
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た

い
人
、
離
職
し
て
で
も
親
や
配
偶
者
の

介
護
を
し
た
い
人
、
子
ど
も
の
世
話
を

し
た
い
人
も
い
る
よ
う
に
、
今
日
の
個

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多
様
だ
。

ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
は
、
個

人
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
あ
り
、
社

会
保
障
制
度
の
維
持
や
労
働
力
確
保
が

優
先
目
的
で
は
な
い
。

一
億
総
活
躍
に
よ
っ
て
個
人
が
輝

き
、
生
活
の
質（
Q
O
L
）を
高
め
、
国

民
が
幸
せ
に
な
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。

人
口
が
減
少
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
が
増
え
る
現
代
社
会
で
は
、
地
域
や

住
民
の
力
を
活
か
す
こ
と
も
重
要
だ
。

そ
こ
で
は
、
従
来
の
市
場
経
済
だ
け
で

な
く
、
子
育
て
や
介
護
、
地
域
活
動
な

ど
G
D
P
に
は
換
算
さ
れ
な
い
社
会
経

済
に
お
け
る
活
躍
も
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。個

人
が
希
望
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る

社
会
を
つ
く
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

2
0
6
0
年
の
人
口
1
億
人
が
維
持
さ

れ
、
経
済
成
長
の
実
現
に
も
繋
が
る
、

と
い
う
の
が
一
億
総
活
躍
が
描
く
べ
き

本
来
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
な
い
か
。

４	
S
ociety5.0

と
い
う
可
能
性

～
I
o
T
に
よ
る
生
活
・
産
業
・

社
会
の
変
革
～

ニ
ッ
ポ
ン
が
抱
え
る
構
造
的
課
題
を

克
服
し
、
新
た
な
一
億
総
活
躍
の
か
た

ち
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
個
別
の
施

策
を
積
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
施
策
を
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
し
、
施

策
と
施
策
の
矛
盾
を
排
除
し
な
が
ら
最

適
な
組
合
せ
を
実
現
す
る
新
た
な
仕
組

特集レポート
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み（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）が
重
要
に
な

る
。こ

れ
ま
で
私
た
ち
は
ラ
イ
フ
・
バ

リ
ュ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
L
V
C
）と

い
う
呼
称
で
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
あ
り
方
を
提
言
し
て
き
た
が
、
こ

の
L
V
C
に
I
o
T
やB

ig
D
a
ta

、

A
I
な
ど
の
高
度
情
報
技
術
を
融
合
さ

せ
たS

ociety5.0

と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
が
内
閣
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。ド

イ
ツ
のIndustry4.0

が
高
度
情

報
技
術
に
よ
る
産
業
の
革
新
、
そ
れ
に

よ
る
労
働
生
産
性
及
び
経

済
力
の
向
上
を
図
る
の
に

対
し
て
、S

ociety5.0

は

そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
高

度
情
報
技
術
が
も
た
ら
す

新
し
い
価
値（V

alue

）を

伴
っ
た
社
会
、
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
に
よ
っ
て
課
題

が
解
決
さ
れ
る
社
会
、
そ

し
て
何
よ
り
も
人（
デ
マ
ン

ド
サ
イ
ド
）が
主
役
と
し
て

快
適
で
豊
か
に
暮
ら
す
超

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
実
現

す
る
社
会
で
あ
る
。

S
ociety5.0

で
は
高
度

情
報
技
術
に
よ
っ
て
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
集
ま
り
、
コ
ス
ト
ゼ

ロ
で
最
適
な
資
源
配
分
が

設
計
さ
れ
、
そ
れ
を
現
実

社
会
に
反
映
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
実
現
不
可
能

と
考
え
ら
れ
て
い
た
社
会
に
向
か
っ

て
、
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
も
変
革
し
、
そ
の
多
様
性（
選

択
可
能
性
）も
実
現
す
る
。

例
え
ば
、
設
計
・
生
産
・
販
売
コ
ス

ト
が
ゼ
ロ
に
近
づ
き
大
量
生
産
や
画
一

的
サ
ー
ビ
ス
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
対
応
へ
転

換
さ
れ
る
一
方
、
誰
も
が
消
費
者
で
あ

り
な
が
ら
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者

に
も
な
り
得
る
。
ま
た
、
個
別
化
医
療

に
よ
っ
て
健
康
寿
命
が
延
伸
さ
れ
生
涯

現
役
で
活
動
す
る（
働
く
）こ
と
が
可
能

と
な
る
。
さ
ら
に
、
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト

が
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
で
人
間
の
役
割

を
代
替
し
て
く
れ
る
の
で
、
人
は（
労

働
生
産
性
の
高
い
）高
付
加
価
値
で
創

造
的
な
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
よ
う
に
地
域
・
年
齢
・
性
別
、

さ
ら
に
は
言
語
等
に
よ
る
格
差
な
く
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し

た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
①
社
会
・
経
済
的
課
題

の
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
②
生
活
の
質

（
Q
O
L
）を
向
上
さ
せ
、
③
そ
の
結
果

と
し
て
経
済
成
長
に
繋
げ
る
。
こ
れ
ら

を
三
つ
巴
に
実
現
す
る
社
会
、
こ
れ
こ

そ
新
た
な
一
億
総
活
躍
の
か
た
ち
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
安
倍
政
権
に
よ
る
政
策
の

看
板
が
一
億
総
活
躍
に
掛
け
替
わ
り
、

地
方
創
生
が
失
速
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
方
が
あ
る
。
果
た
し
て
そ
う

だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
一
億
総
活
躍
を
、

少
子
高
齢
化
の
最
前
線
に
あ
る
地
方
で

こ
そ
実
現
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。S

ociety5.0

で
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
実
現
し
、
自
動

運
転
・
無
人
タ
ク
シ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
宅

配
が
普
及
す
れ
ば
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
は
異
な
る
地
方
の
か
た
ち
も
見

え
て
く
る
に
違
い
な
い
。

私
た
ち
は
、
北
海
道
の
モ
デ
ル
地
域

で
先
行
的
にS

ociety5.0

を
実
現
す

る
べ
く
、
自
治
体
や
企
業
、
住
民
団
体

等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
な
る
協

議
会
を
組
成
し
、
す
で
に
具
体
的
活
動

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

エネルギー
バリューチェーン

スマート・フード
チェーンシステム

地域包括
ケアシステム

スマート生産
システム

インフラ
維持管理・更新

統合型材料開発
システム

自然災害に対する
強靭な社会

地球環境情報
プラットフォーム

新しい事業･
サービスおもてなし

システム

図2｜ Society5.0を支える共通プラットフォーム

出所｜第5期 科学技術基本計画

高度道路交通
システム

新たな
ものづくりシステム

超スマート社会
サービスプラットフォーム

〔測位・認証等の既存システムも活用〕

インターフェース、データ
フォーマット標準化

セキュリティの
高度化・社会実装

標準的データ
の活用

情報通信基盤
の開発強化

新サービス向け
規制・制度改革 人材の育成
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求
め
ら
れ
る
健
康
寿
命
延
伸
、

生
涯
現
役
社
会
の
実
現

我
が
国
は
経
済
成
長
や
社
会
保
障
制

度
の
充
実
等
に
よ
り
、
戦
後
男
性
50
歳
、

女
性
で
54
歳
で
あ
っ
た
平
均
寿
命
が

1
9
7
0
年
代
後
半
ま
で
に
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
抜
い
て
世
界
一の
平
均
寿
命
に
な
っ

た
。
そ
の
後
も
我
が
国
の
平
均
寿
命
、

健
康
寿
命
は
世
界
最
高
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。

一
方
、
出
生
率
は
低
下
し
て
お
り
、
我

が
国
は
既
に
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い

る
。
一
人
一
人
の
健
康
寿
命
を
延
伸
し
社

会
活
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
社
会

保
障
費
に
か
か
る
財
政
負
担
の
軽
減
が
大

き
な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
社
会
、
社
会
保
障
費
の
増

大
へ
の
対
応
は
、
医
療
・
介
護
保
険
制
度

の
改
革
の
み
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
人
々
が
若
年
世
代
か
ら
心

身
の
健
康
を
維
持
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も

社
会
参
加
し
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
享

受
し
、
最
期
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

生
涯
現
役
社
会
は
、
単
に
可
能
な
限

り
働
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
尊
厳

を
持
ち
な
が
ら
生
き
方
を
選
択
し
決
定

で
き
る
と
い
う
生
き
る
価
値
を
感
じ
ら
れ

る
社
会（Life V

alue C
om

m
unity

）

で
あ
る
。

個
人
と
社
会
の
価
値
を
高
め
る

I
o
T

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

昨
今
開
発
が
進
む
I
o
T
や
A
I
等
の

新
技
術
は
、
個
人
と
社
会
の
価
値
を
高

め
る
も
の
に
な
り
う
る
。
こ
の
新
技
術
は

従
来
の
Ｉ
Ｔ
の
よ
う
に
紙
の
置
き
換
え
や

効
率
化
に
寄
与
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

デ
ー
タ
の
取
得
、
蓄
積
、
分
析
、
活
用

を
通
じ
、
高
い
付
加
価
値
を
提
供
し
競

争
力
を
強
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

特集レポート

02

生
涯
現
役
社
会
の
た
め
の
健
康
寿
命
延
伸

～
健
康
・
医
療
I
O
T
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）と
健
康
経
営
～

NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイション 
コンサルティングユニット 
アソシエイトパートナー

米澤 麻子
Y O N E Z A W A  A S A K O

大手保険会社においてヘルスケ
ア領域の事業開発を経て現職。
遠隔医療、企業や保険者の健康
経営やメンタルヘルス、地域の健
康増進や疾病予防、高齢化対策
やケアマネジメントを中心に医療・
保健・福祉分野のコンサルティン
グ・調査に取り組んでいる。専門
はヘルスケアビジネス、社会保障。

NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイション 
コンサルティングユニット 
マネージャー

朝長 大
T O M O N A G A  D A I
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ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
お
い
て
は
、
I
o
T

を
用
い
て
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
健
康
状
態
を
正
確

に
把
握
し
適
切
な
判
断
を
下
せ
る
よ
う
に

な
り
、
個
人
の
健
康
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
繋
が
る
。
健
康
価
値
は
、
健
康
に
対

す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
と
も
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。例
え
ば
自
ら
の
歩
数
と
い
っ

た
生
活
習
慣
や
血
圧
な
ど
の
デ
ー
タ
の
推

移
を
確
認
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
維

持
へ
の
気
づ
き
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
国
的
な
医
療
・

健
康
に
関
わ
る
デ
ー

タ
と
し
て
は
、

N
D
B
（N

ational 

D
ata B

ase

）等
複

数
の
全
国
規
模
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。
地
域

単
位
で
は
、
医
療
機

関
が
連
携
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ

で
構
成
さ
れ
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
も
開
発
さ
れ

て
い
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な

大
量
の
デ
ー
タ
の
分

析
に
機
械
学
習
等
の

A
I
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な

価
値
が
提
供
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
集
約
さ
れ
た
健
康
・

医
療
情
報
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
や
保
険
者
に
と
っ
て
の
最
適
な
資
源
配

分
を
導
き
出
す
こ
と
や
、
個
別
化
さ
れ

た
医
療
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ゲ
ノ

ム
や
バ
イ
オ
と
結
び
付
い
た
個
別
化
医
療

へ
の
期
待
も
大
き
い
。

海
外
で
は
こ
の
よ
う
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

A
I
を
適
用
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
。
米
国
に
お
い
て
は
先
進
的
な
取
組
み

と
し
て
I
B
M
「W

atson

」に
よ
る
診

療
支
援
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
I
T

系
企
業
や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
企
業
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
取
組
み
が
加
速
し

て
い
る
。
ま
た
海
外
の
民
間
保
険
会
社
が

個
人
の
健
康
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
顧
客
に

対
す
る
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
の

減
免
を
行
う
ケ
ー
ス
も
生
ま
れ
て
い
る
。

以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お

け
る
I
o
T
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
情
報
を
整

理
し
た
も
の
が
、
図
１
で
あ
る
。
医
療
機

関
や
保
険
者
、
個
人
等
の
様
々
な
主
体

が
デ
ー
タ
取
得
の
入
り
口
と
な
り
、
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
を
目
的
に
応
じ
て
A
I
等

の
技
術
を
用
い
て
分
析
を
行
い
、
デ
ー
タ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
各
主
体
に
行
う
。

（
図
１
）

NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイション 
コンサルティングユニット 
マネージャー

朝長 大
T O M O N A G A  D A I

医業経営コンサルティング会社、
医療機関を経て現職。主に地域
の医療・介護提供体制の再整備
をテーマにコンサルティング・調査
研究に従事。診療情報管理士、
医療情報技師。

図1｜ ヘルスケア×IoTのプレーヤー

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成
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スマホ 

ロボット 
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各種機器 

ＰＣ

生活・サービス情報
（見守り、フィットネス、

宅配、美容、各種ポイント）
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（血圧、血糖値等）

・健康情報（摂取カロリー、
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保険者 
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9│ Info-Future®  No.51 July 2016



セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
分
析
し
計
画
の
策
定
、

実
施
、
評
価
を
行
う「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」

が
ひ
と
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
働
き

方
の
改
革
も
含
め
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
健
康
経
営
を
進
め
る
こ
と
で
、
企

業
、
家
庭
を
含
め
た
価
値
向
上
に
貢
献

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

普
及
に
不
可
欠
な
情
報
基
盤
の
整
備

し
か
し
、
現
在
は
前
述
の
よ
う
な
情

報
基
盤
を
構
成
す
る
デ
ー
タ
は
個
別
に

存
在
し
て
お
り
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
活

用
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
が
実
情

で
あ
る
。
今
後
、
整
備
が
予
定
さ
れ
て

い
る
医
療
等
I
D
を
用
い
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
連
携
や
標
準
化
に
向
け
た
取

組
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、

個
々
の
デ
ー
タ
を
一
元
化
す
る
こ
と
に

大
変
な
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
分

析
も
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

問
題
は
一
元
化
に
関
わ
る
部
分
だ
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
P
H
R
を
中
心
と

す
る
情
報
基
盤
を
整
備
し
分
析
・
活
用

を
可
能
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
次
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

①
個
人
の
健
康
管
理
の
在
り
方

ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
個
人
の
生
涯

に
わ
た
る
健
康
管
理
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
検
討
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

や
要
医
療
等
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と

さ
れ
る
介
入
サ
ー
ビ
ス
も
異
な
る
。
健

康
改
善
を
促
す
対
象
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

主
体
や
効
果
的
な
行
動
変
容
の
方
法
、

関
わ
る
医
師
等
の
有
資
格
者
が
変
わ
る
。

②
健
康
改
善
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
在
り
方

①
で
検
討
さ
れ
る
介
入
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
す
る
た
め
に

健
康
・
医
療
情
報
が
活
用
さ
れ
る
。
デ
ー

タ
に
基
づ
く
階
層
化
や
効
果
評
価
、デ
ー

タ
の
可
視
化
に
よ
る
健
康
改
善
へ
の
気

づ
き
を
促
す
こ
と
に
情
報
は
活
用
さ
れ

る
。
そ
の
際
用
い
ら
れ
る
情
報
は
、
個

人
か
ら
デ
バ
イ
ス
等
を
通
じ
て
得
ら
れ

る
血
圧
、
活
動
量
等
の
情
報
の
ほ
か
、

健
診
情
報
、
レ
セ
プ
ト
情
報
、
検
査
デ
ー

タ
、
診
療
記
録
等
が
あ
る
。

③
デ
ー
タ
収
集
・
蓄
積
の
在
り
方

こ
の
よ
う
に
用
い
る
健
康
・
医
療
情

報
を
誰
が
蓄
積
・
管
理
し
、
誰
と
連
携

き
る
端
末
は
数
多
く
市
販
さ
れ
お
り
、

こ
れ
ら
は
自
ら
の
状
態
把
握
、
そ
の
結

果
と
し
て
の
行
動
変
容
を
促
す
ツ
ー
ル

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

端
末
は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
予
防

や
体
重
・
栄
養
管
理
、
母
子
健
康
管
理

等
の
P
H
R
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
行

動
変
容
や
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
保
険
者
を
中
心
に
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
に
基
づ
き
、
健
診
や
レ
セ
プ

ト
等
の
大
量
の
デ
ー
タ
取
得
や
分
析
が

な
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
P
H
R
に
よ

る
デ
ー
タ
と
、
全
国
規
模
の
健
診
等
の

デ
ー
タ
を
併
せ
て
情
報
基
盤
と
し
、
情

報
を
活
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
の
健
康
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば「
健
康
経
営
」に
情
報
基
盤
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
価
値
を

高
め
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
健
康
経

営
は
、
人
的
資
本
で
あ
る
従
業
員
に
対

す
る
健
康
保
持
、
増
進
の
取
組
が
、
将

来
的
に
企
業
価
値
を
高
め
る
投
資
で
あ

る
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
企
業
が
健

康
管
理
の
取
組
を
経
営
的
視
点
か
ら
考

え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。

健
康
経
営
の
取
組
と
し
て
、
健
診
や
レ

特集レポート
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健
康
価
値
の
向
上
に
資
す
る

P
H
R
サ
ー
ビ
ス

前
述
の
よ
う
な
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の

な
か
で
も
、
個
人
の
健
康
・
医
療
情
報

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
P
H
R

（P
ersonal H

ealth R
ecord

）

サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
る
。
生
涯
に
わ
た

り
健
康
・
医
療
情
報
を
蓄
積
す
る

P
H
R
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
人
の
健
康
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
健
康
価
値

を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
今
後
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

P
H
R
サ
ー
ビ
ス
に
用
い
る
デ
ー
タ

を
取
得
す
る
端
末
と
し
て
、
既
に
様
々

な
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
が
誕
生
し
て
い

る
。
例
え
ば
心
拍
や
心
電
波
形
を
随
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
製
品
や
、
日
々

の
歩
数
や
活
動
量
だ
け
で
な
く
、
血
圧

や
体
重
、
血
糖
等
を
計
測
し
記
録
が
で



す
る
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

P
H
R
は
本
人
が
管
理
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
人
が
自
ら
蓄
積
・
管
理
し
続

け
る
こ
と
は
容
易
で
は
無
い
た
め
、
医

療
機
関
や
保
険
者
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
蓄

積
・
管
理
す
べ
き
情
報
項
目
や
情
報
を

収
集
す
る
際
の
方
法（
デ
バ
イ
ス
等
）、

情
報
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

④
デ
ー
タ
の
活
用
の
在
り
方

③
で
収
集
・
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
の
検
討
も
必
要

と
な
る
。
一
次
利
用
と
し
て
は
、
既
に

②
で
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
デ
ー
タ

に
基
づ
く
階
層
化
や
効
果
評
価
、
デ
ー

タ
の
可
視
化
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

等
が
あ
る
。
二
次
利
用
と
し
て
は
行
政

の
施
策
立
案
、
学
術
研
究
や
治
験
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
が
あ
る
。

⑤
デ
ー
タ
の
受
け
渡
し
の
あ
り
方

③
や
④
に
お
い
て
デ
ー
タ
の
収
集
・

活
用
に
あ
た
り
複
数
の
組
織
を
ま
た

が
っ
て
情
報
が
や
り
取
り
さ
れ
る
場
合

や
、
そ
も
そ
も
①
に
お
い
て
個
人
が
生

涯
に
わ
た
り
健
康
情
報
を
管
理
す
る
こ

11│ Info-Future®  No.51 July 2016

と
り
わ
け
個
人
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
③
に
関
し
て
は
、
健
康
無
関
心
層

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
弊
社
が
実
施
し
た
実
証
事
業
に

お
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
用
い
た
り
、
退
職
者
を
対
象
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
兼
ね
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
促
し
た
り
す
る
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
健
康
無
関
心
層
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
保
険
者
や
行
政
と

し
て
は
事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
り
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

は
顧
客
獲
得
に
不
可
欠
で
あ
る
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
以
外
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、
健
康
に
資
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
と
食
品

や
住
宅
、
保
険
等
様
々
な
産
業
・
業
種

と
が
結
び
付
く
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

価
値
を
生
む
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
高
齢

者
の
社
会
参
加
は
生
活
に
彩
り
を
加
え
、

健
康
の
維
持
に
更
に
寄
与
す
る
と
い
う

好
循
環
を
生
む
と
と
も
に
、
社
会
活
力

の
維
持
に
も
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
社
会
参
加
が
実
際
に
健
康
維

持
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
I
o
T
に

よ
り
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
こ
の
循
環

を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

超
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
人
々
が

と
を
想
定
す
る
場
合
は
、デ
ー
タ
の
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
方
策
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ
の
受
け
渡

し
の
頻
度
や
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ

ン
等
の
方
法
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
デ
ー
タ
共
有
基
盤
の
在
り
方

⑤
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
受
け
渡
し
を

行
う
た
め
に
、
デ
ー
タ
共
有
を
す
る
た

め
の
基
盤
が
必
要
と
な
る
。
基
盤
の
位

置
付
け
や
機
能
を
整
理
し
、
管
理
主
体

と
な
る
担
い
手
、
シ
ス
テ
ム
機
能
等
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
持
続

的
に
基
盤
を
維
持
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。デ
ー

タ
受
け
渡
し
共
有
に
係
る
本
人
同
意
取

得
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
に
関
連

し
て
、
情
報
を
取
り
扱
う
代
理
機
関
を

用
い
る
方
策
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

今
後
人
々
が
広
く
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
そ
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
が
、
情
報
基
盤
が
持

続
的
な
も
の
と
な
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
。
単
に
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
や

P
H
R
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
、
情
報

基
盤
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
享
受
し
、
最
期

ま
で
安
心
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
、
い
わ
ば
生
き
る
価
値
を
感
じ
ら
れ
る

社
会（Life V

alue C
om

m
unity

）

を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
は

I
o
T
を
活
用
し
な
が
ら
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
。
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国際機関、外資系会計事務所
税務部門を経て2006年6月より
現職。少子・高齢化や女性の活
躍推進、地方創生等、社会の転
換期においてどのように地域・暮
らしを再構築するか、ITをどのよう
に活用するかをテーマに子育て、
医療介護、ヘルスケア、マイナン
バーに関するコンサルティングと調
査に携わる。

１	
は
じ
め
に

「
一
億
総
活
躍
社
会
」。
少
子
高
齢
化

に
よ
る
労
働
力
の
減
少
や
将
来
に
対
す
る

様
々
な
不
安
に
国
を
挙
げ
て
正
面
か
ら
挑

戦
し
、
若
者
、
高
齢
者
、
女
性
、
難
病

や
障
が
い
の
あ
る
方
を
含
め
、「
個
人
」が

希
望
を
か
な
え
、
能
力
を
発
揮
、
生
き

が
い
を
感
じ
る
社
会
を
創
る
、
そ
れ
が
強

い
経
済
を
生
み
出
す
好
循
環
を
作
る
取

組
み
が
始
ま
っ
た
。「
一
億
」の
前
提
が
男
女

の
希
望
出
生
率
1
・
8
が
叶
う
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
女
性
の
活
躍
、
と
り
わ
け
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
女
性
の
増
加
が
期
待
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

育
児
と
子
育
て
の
両
立
は
長
年
取
り

組
ま
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
も
の
の
、

出
産
前
に
仕
事
を
し
て
い
た
女
性
の
6
割

が
退
職
す
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
何
が

有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
か
、
社
会
は
決

め
手
を
模
索
中
と
い
え
る
。

一つ
の
可
能
性
は
、
意
欲
は
あ
る
が
諦

め
て
い
る
就
労
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の「
潜

在
層
」へ
の
働
き
か
け
と
考
え
て
い
る
。

筆
者
が
潜
在
層
に
着
目
す
る
契
機
と
な
っ

た
の
は
木
更
津
市
が
進
め
る「
I
C
T
を

活
用
し
た
子
育
て
世
代
女
性
支
援
事
業
」

で
あ
る
。
実
質
3
ヵ
月
で
参
加
者
の
3
割

が
就
労
す
る
等
の
成
果
を
出
し
た
。

本
稿
で
は
、
子
育
て
女
性
に
焦
点
を

あ
て
、
本
事
業
を
概
説
す
る
と
と
も
に

子
育
て
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の
有
効

策
を
考
察
す
る
。

2	

子
育
て
女
性
の
就
労
継
続
は

厳
し
い

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
調
査（
図
1
）に
よ
る
と
、「
出
産
退
職
」

の
割
合
は
20
年
間
で
増
加
し
て
お
り
出
産

し
た
女
性
の
43・9
％
、逆
に「
就
業
継
続
」

（
育
児
休
業
な
し
、
育
児
休
業
利
用
の
合

計
）の
割
合
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
25
％

前
後
で
あ
る
。
妊
娠
前
に
仕
事
を
し
て
い

た
女
性
で
見
る
と
、
出
産
退
職
割
合
は

62
・
1
％
に
の
ぼ
る
。

特集レポート
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子
育
て
女
性
の
活
躍
と
地
方
創
生
の

カ
ギ
は「
潜
在
層
」へ
の
働
き
か
け

と
自
治
体
の
関
わ
り
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出
産
を
機
に
退
職
し
た
理
由
は
、「
自

発
的
退
職
」と
同
程
度
の
割
合
で「
意
に

そ
わ
な
い
退
職
」で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。「
家
事
・
育
児
に
専
念
す
る
た
め

自
発
的
に
や
め
た
」と
い
う
自
発
的
退
職

39
％
に
対
し
て
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
の

難
し
さ
、
解
雇
さ
れ
た
・
退
職
勧
告
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ
、
夫
の
転
勤
等
の

問
題
と
い
う
本
人
の
意
に
そ
わ
な
い
退
職

は
39
・
8
％
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
。

別
の
調
査
で
は
、
就
労
状
況
を
問
わ
ず

子
育
て
中（
第
1
子
が
0
歳
か
ら
18
歳
）

の
女
性
の
就
労
意
向
は
高
く
、
全
体
の

86
％
に
の
ぼ
る（
平
成
27
年
度
少
子
化
社

会
対
策
白
書
）。

就
労
継
続
意
欲
は
あ
る
が
出
産
を
機

に
あ
き
ら
め
た
女
性
は
25
％
（
62
・
1
％

×
39
・
8
％
）。
自
発
的
退
職
者
に
は
育

児
と
仕
事
の
両
立
は
無
理
だ
と
あ
き
ら
め

た
女
性
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
、就
労・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の「
潜
在
層
」は
相
当
数

に
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3	
国
の
子
育
て
女
性
支
援

子
育
て
女
性
支
援
は
政
府
を
挙
げ
て

取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
国
に
お
け
る
取
組

み
は
、
1
9
9
0
年
に
過
去
最
低
で
あ
っ

た
合
計
特
殊
出
生
率
1
・
58
を
下
回
っ
た

い
わ
ゆ
る「
1
・
57
シ
ョ
ッ
ク
」が
契
機
と

さ
れ
る
。
政
府
と
し
て
出
生
率
の
低
下

が
問
題
と
認
識
さ
れ
、「
少
子
化
対
策
」と

し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
や
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。

そ
れ
で
も
出
生
率
の
低
下
は
下
げ
止

ま
ら
ず
2
0
0
5
年
に
は
過
去
最
低
の

合
計
特
殊
出
生
率
1
・
26
を
記
録
、
新

し
い
対
策
の
必
要
が
認
識
さ
れ
、
母
親
の

就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず「
全
て
の
子

育
て
家
庭
」の
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と

に
視
点
が
移
さ
れ
た
。
同
様
に
、
働
き

方
の
見
直
し
に
よ
る「
仕
事
と
生
活
の
調

和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）」の
実

現
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
0
1
3
年
の「
少
子
化
危
機
突
破
の
た

め
の
緊
急
対
策
」で
は
、「
子
育
て
支
援
」、

「
働
き
方
改
革
」に
出
産
前
か
ら
支
援
を

行
う「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
支
援
」が
新

た
な
対
策
の
柱
に
加
わ
り
、
こ
れ
ら
を

「
3
本
の
矢
」と
し
て
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
の
切
れ
目
な
い
支
援
の
た
め
の
政
策

の
充
実
・
強
化
が
図
ら
れ
た
。

2
0
1
5
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
新

た
な
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
は
、
結
婚
・

妊
娠
・
子
ど
も
・
子
育
て
に
温
か
い
社
会

図1｜ 第1子出産前後の妻の就業状況と有業者に占める出産退職の割合

出所｜ 国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査（夫婦調査）」に基づいてNTTデータ経営研究所作成
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じ
、
結
果
的
に「
自
発
的
退
職
」に
至
っ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
も
見
聞
き
し
た
。
希
望
を

実
現
す
る
行
動
に
移
る
に
は
、
不
安
が

低
減
さ
れ
る「
き
っ
か
け
」と「
プ
ロ
セ
ス
」

が
必
要
で
あ
る（
図
2
）。

ま
た
、
子
育
て
女
性
の
就
労
と
言
え
ば

「
保
育
園
落
ち
た
」ブ
ロ
グ
が
社
会
的
に

注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
待
機
児
童
解
消

に
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、
ま
ず
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
け
る
場

所
で
あ
る
。
預
け
先
が
な
け
れ
ば
働
け
な

い
た
め
保
育
の
受
け
皿
拡
大
が
必
須
で
あ

る
こ
と
は
無
論
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
木

更
津
市
の
事
業
で
行
っ
た
女
性
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、子
育
て
世
代
女
性
が
就
労・

就
労
継
続
に
あ
た
り
重
視
す
る
こ
と
の

ト
ッ
プ
５
は「
勤
務
時
間
」、「
時
給
・
給

与
」、「
通
勤
の
し
や
す
さ
」、「
子
育
て
に

対
す
る
会
社
の
理
解
」、「
職
場
の
雰
囲

気
」で
あ
り
、
預
け
先
の
有
無
は
9
番
目

で
あ
っ
た
。

5	
木
更
津
市
の
事
業
概
要
と
成

果
～
潜
在
層
か
ら
顕
在
層
へ

日
本
全
国
の
自
治
体
が
子
育
て
世
代

女
性
の
人
口
減
に
悩
む
な
か
、
木
更
津

市
で
は
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
20

～
40
代
の
子
育
て
世
代
女
性
の
人
口
が

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
最
大
級
の

大
型
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
り
、

5
0
0
0
人
を
超
え
る
雇
用
の
場
が
創

出
さ
れ
、
移
住
し
た
女
性
の
雇
用
の
受
け

皿
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
市
の
女
性
の
労
働
力
率
は

全
国
よ
り
低
く
、
特
に
子
育
て
世
代
の

中
心
層
の
25
歳
か
ら
34
歳
は
全
国
よ
り

5
ポ
イ
ン
ト
近
く
低
い（
2
0
1
0
年
国

勢
調
査
）。「
木
更
津
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」策
定
の
た
め
実
施
さ
れ

た
ニ
ー
ズ
調
査
報
告（
2
0
1
4
年
3
月
）

に
よ
る
と
、
未
就
学
児
を
持
つ
女
性
の
約

50
％
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
持
つ

女
性
の
約
35
％
が
非
就
労
で
あ
っ
た
。
一

方
、
非
就
労
者
の
72
％
に
就
労
意
欲
が

あ
る
。

同
市
は
非
就
労
の
子
育
て
世
代
女
性

の
就
労
意
欲
に
応
じ
る
べ
く
、
2
0
1
5

年
度
に「
I
C
T
を
活
用
し
た
子
育
て
世

代
女
性
支
援
事
業
」を
実
施
。
I
C
T

を
活
用
し
な
が
ら「
子
育
て
世
代
女
性
が

多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る

ま
ち
」を
実
現
し
、
就
労
意
欲
は
あ
る
も

の
の
就
労
を
あ
き
ら
め
て
い
た
潜
在
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
同
市
へ
の
移

受
け
皿
拡
大
が
図
ら
れ
る
。

4	

子
育
て
中
の
女
性
活
躍
に
必

要
な
こ
と（
仮
説
）

子
育
て
女
性
の
就
労
意
欲
は
高
く
、

政
府
を
挙
げ
た
取
組
み
が
継
続
的
に
行

わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
産
退

職
割
合
が
働
く
女
性
の
6
割
と
い
う
現

実
に
お
い
て
、
筆
者
は
本
質
的
な
課
題
は

育
児
と
仕
事
の
両
立
に
ま
つ
わ
る
不
安
低

減
と
両
立
が
可
能
な
仕
事
の
創
出
だ
と

考
え
る
。

「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
人
口
一
億
人
の

前
提
は
、
国
民
の
希
望
出
生
率
1
・
8

が
叶
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
希
望
」

が
出
産
と
就
労（
継
続
）と
い
う「
行
動
」

に
変
わ
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
筆
者
自

身
の
子
育
て
の
日
常
や
パ
パ
マ
マ
向
け
の

地
域
や
会
社
で
の
活
動
等
を
通
じ
て
認

識
し
た
事
は
、
子
育
て
中
の
女
性
の
多

く
は
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
事
で
あ

る
。
就
労
中
の
女
性
は
育
児
と
仕
事
の

両
立
不
安
、
育
児
休
業
中
の
女
性
は
復

職
不
安
、
退
職
女
性
は
就
労
経
験
の
な

さ
や
ブ
ラ
ン
ク
に
よ
る
再
就
職
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
不
安
か
ら「
あ
き
ら
め
」に
転

特集レポート
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の
実
現
を
目
指
し
て
、
2
0
2
0
年
ま

で
の
数
値
目
標
を
掲
げ
取
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
の
面
で
は
、
男
女
の
長

時
間
労
働
の
抑
制
、
年
次
有
給
休
暇
の

促
進
、
短
時
間
勤
務
制
度
や
所
定
外
労

働
の
制
限
の
義
務
化
、
男
性
の
育
児
休

業
取
得
の
促
進
等
に
加
え
、
女
性
が
職

業
生
活
に
お
い
て
希
望
に
応
じ
て
能
力
を

発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
女
性
活
躍
推
進
法
が
制
定
さ
れ

る
等
、
男
女
と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
実
現
し
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。「
女
性
活
躍
加

速
の
た
め
の
重
点
方
針
2
0
1
6
」で

は
、
子
育
て
女
性
に
多
い
非
正
規
雇
用
の

同
一
労
働
同
一
賃
金
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

最
新
の「
ニッ
ポ
ン一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

で
は
、「
待
機
児
童
の
解
消
」を
対
策
の
柱

に
据
え
、
施
設
整
備
と
待
遇
改
善
に
よ

る
保
育
士
人
材
の
増
加
に
よ
る
保
育
の



図2｜ 就労等・キャリアアップ志向に変わるプロセスイメージ（非就労者の場合）

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

無関心 関心はあるが不安 意欲 開始 

 

 

ステップ 1 

ステップ 2 

ステップ 3 

ステップ 4 

ステップを踏む「きっかけ」、「プロセス」が必要 

■ 働くことに関して関心
はあるが、不安で行動
に至らない段階

● 働きたいが、育児と両立
できるのか不安

● ブランクがある、働いた
ことがなく、自信がない

● 何から始めたらいいのか
分からない

■ 働くことに前向きにな
る段階

● 漠然とした不安が解消さ
れ、働くことに前向きに
なる

● 仕事と子育ての両立イメ
ージを持つ

● 自分らしく仕事をするゴ
ールイメージが湧き、働
くことに意欲的になる

■ 働くことに向けて取り
組みを開始した段階

● 求職活動やスキルアップ、
子どもの預け先の確保
等、働くために必要な取
り組みを始める

■ 働くことに関して意識 
していない段階
（無関心層）

● 働きたいと特に思ってい
ない

図3｜ 末子の年齢別に見た子育て女性の就労状況（木更津市）

出所｜ 木更津市「木更津子育て世代女性ニーズアンケート」（2016年）
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住
・
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
と
い
う
地
方

創
生
の
取
組
み
を
行
っ
た
。

　

当
該
事
業
は（
１
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
取
組
み（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
）、

（
２
）キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
以
下
、
W
S
）等

の
企
画
・
運
営
、（
３
）子
育
て
世
代
女
性

の
就
労
等
ニ
ー
ズ
調
査
・
企
業
等
に
お
け

る
子
育
て
世
代
女
性
雇
用
ニ
ー
ズ
調
査
等

（
以
下
、女
性
ア
ン
ケ
ー
ト
、企
業
ア
ン
ケ
ー

ト
）の
3
本
柱
で
構
成
さ
れ
る
。
当
社
は

事
業
の
全
体
設
計
と
と
も
に（
２
）（
３
）を

実
施
し
、潜
在
層
の
規
模
や
ニ
ー
ズ
把
握
、

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
こ
と
へ
の
漠
然
と

し
た
不
安
が
解
消
さ
れ
、
就
労（
就
労
継

続
）の
意
欲
が
湧
き
就
労
等
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
志
向
す
る
き
っ
か
け
と
プ
ロ
セ
ス

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

結
果
、
セ
ミ
ナ
ー
、
W
S
受
講
後
1
ヶ

月
で
参
加
者
の
4
割
近
く
が
就
労
先
決

定
か
就
労
に
向
け
て
活
動
予
定
等
の
成

果
を
得
た
。
セ
ミ
ナ
ー
、
W
S
の
参
加

者
54
名
に
電
話
で
後
追
い
調
査
を
し
た
と

こ
ろ
、
参
加
後
1
ヶ
月
で
4
名
が
就
職

決
定（
う
ち
1
名
は
正
社
員
）、
11
名
が

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ（
P
C
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
仕
事
）に
よ
り
就
労
、
1

名
が
就
労
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受



講
、
4
名
が
子
ど
も
の
入
園
・
入
学
な

ど
時
期
を
見
計
ら
い
就
職
活
動
を
開
始

予
定
で
あ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
等
を
き
っ
か
け

に
参
加
者
の
4
割
近
く
に
意
識
変
容
・

行
動
変
容
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

6	

考
察

木
更
津
市
の
事
業
を
踏
ま
え
る
と
、

子
育
て
世
代
女
性
に
は
就
労
意
欲
は
あ

る
が
あ
き
ら
め
て
い
る
就
労
・
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の「
潜
在
層
」が
い
る
こ
と
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
こ
と
へ
の
漠
然
と
し
た

不
安
が
解
消
さ
れ
れ
ば
、
就
労
や
就
労

継
続
の
意
欲
が
わ
き
、「
顕
在
層
」に
変
容

し
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

〈
潜
在
層
の
規
模
と
意
向
〉

潜
在
層
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模
だ
ろ
う

か
。
市
内
在
住
の
子
育
て
世
代
女
性

2
0
0
0
人
を
対
象
と
し
た
女
性
ア
ン

ケ
ー
ト（
有
効
回
答
6
9
8
件
）で
、
仕

事
と
子
育
て
等
の
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
尋
ね
た
。「
仕
事
も
、

子
育
て
等
仕
事
以
外
の
生
活
も
ほ
ど
ほ

ど
の
バ
ラ
ン
ス
で
や
り
た
い
」（
40
％
）、「
子

育
て
等
仕
事
以
外
の
生
活
に
重
点
を
置

き
、
仕
事
は
で
き
る
範
囲
で
や
り
た
い
」

（
29
％
）と
全
体
の
約
7
割
を
キ
ャ
リ
ア
や

就
労
に
つ
い
て
の「
潜
在
層
」が
占
め
た
。

就
労
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
現

在
の
働
き
方
を
選
択
し
た
理
由（
働
い
て

い
な
い
場
合
は
そ
の
理
由
）を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
」

（
38
・
5
％
）が
最
も
多
く
、「
自
分
の
時

間
を
大
切
に
し
た
い
」（
28
・
7
％
）が
続
い

た
。子
ど
も
が
い
る
回
答
者
で
見
る
と「
家

族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
」（
42
％
）

が
最
多
で
あ
っ
た
。

実
際
、
末
子
の
年
齢
別
に
就
労
状
況

を
見
る
と
、
子
ど
も
の
年
齢
が
あ
が
る
に

従
い
就
労
率
は
39
％
（
末
子
が
0
歳
）か

ら
80
％
（
末
子
が
12
歳
以
上
）ま
で
上
昇

す
る
が
、
中
学
に
入
学
す
る
ま
で
子
ど
も

の
年
齢
が
あ
が
る
に
従
い
正
社
員
で
働
く

割
合
は
減
少（
25
％
→
13
％
）し
、
非
正

社
員
で
働
く
割
合
が
増
加（
14
％

→
56
％
）す
る（
図
3
）。

つ
ま
り
、
木
更
津
市
の
場
合
、
潜
在

層
が
多
く
就
労
意
欲
は
あ
る
も
の
の「
家

族
と
の
時
間
」に
影
響
し
な
い
範
囲
内
の

時
間
、
恐
ら
く
子
ど
も
が
学
校
や
幼
稚

園
に
行
っ
て
い
る
日
中
の
時
間
帯
や
就
寝

し
て
い
る
夜
の
時
間
等
で
可
能
な
働
き
方

を
求
め
て
い
る
。

〈
成
功
要
因
①
：
両
立
不
安
の
低
減
〉

潜
在
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
セ
ミ

ナ
ー
及
び
W
S
（
全
4
回
）を
実
施
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
多
様
な
業
界
・
働
き
方
で
地

域
企
業
に
勤
め
る
複
数
の
先
輩
マ
マ
、
起

業
し
た
先
輩
マ
マ
の
体
験
談
を
聞
く
事

で
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
多
様

性
と
可
能
性
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、

W
S
は
自
分
の
資
源
に
気
づ
き
、
就
労
イ

メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
描
く
こ
と
で
就
労
へ

の
一
歩
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し

た
。
最
終
回
に
は
企
業
見
学
も
行
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
・
W
S
に
は
延
べ
77
人
が
参

加
。
参
加
者
の
2
割
程
度
が
40
歳
代
、

50
歳
代
、
非
就
労
だ
け
で
な
く
、
育
児

休
業
中
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
参
加
者
も
3
割

程
度
含
ま
れ
る
等
、
年
齢
層
や
就
労
状

況
を
問
わ
ず
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
こ

と
へ
の
関
心
の
高
さ
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
さ

が
う
か
が
え
た
。「
実
際
に
子
育
て
し
な
が

ら
働
い
て
い
る
女
性
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ

た
」、「
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、
刺
激
を
受

け
た
」、「
制
約
が
多
い
た
め
求
人
条
件
に

あ
て
は
ま
ら
ず
弱
気
に
な
っ
て
い
た
」、

「
会
社
の
方
の
説
明
を
聞
い
て
、
派
遣
登

録
だ
け
で
も
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」等
、

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く
の
参
加
者

が
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
こ
と
の
可
能
性

を
感
じ
、
ブ
ラ
ン
ク
や
末
子
の
年
齢
、
働

け
る
時
間
帯
の
制
約
等
に
よ
り
あ
き
ら
め

て
い
た
就
労
に
つ
い
て
、
意
欲
的
に
な
っ

た
。

〈
成
功
要
因
②
：
両
立
可
能
な
仕
事
の

創
出
・
マ
ッ
チ
ン
グ
〉

潜
在
層
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に

は
、
自
宅
近
く
で
通
勤
時
間
が
短
く
就

労
時
間
が
短
い
か
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き

る（
１
）地
域
企
業
で
の
就
労
、（
２
）時
間

や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
在
宅
ワ
ー
ク
、

（
３
）暮
ら
す
街
で
起
業
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。木

更
津
市
の
事
業
で
は
市
が
関
わ
り

子
育
て
女
性
の
就
労
等
に
つ
な
が
っ
た

（（
３
）は
対
象
外
）。（
１
）は
、
市
が
長
年

積
極
的
に
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
成
果

を
上
げ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
受
け

皿
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
市
内
企
業

特集レポート
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ミ
ナ
ー
室
を
市
が
整
備
し
た
が
、
ク
ラ
ウ

ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
・
W
S
の
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
、
参
加
者
は
登
録
・

実
践
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

と
参
加
者
に
好
評
で
あ
っ
た
。
I
C
T
セ

ミ
ナ
ー
室
は
、
自
宅
以
外
の
学
習
環
境
と

し
て
だ
け
で
な
く
子
育
て
女
性
同
士
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
互
い
の
知
識

や
情
報
を
共
有
で
き
る
場
と
な
っ
た
。
在

宅
ワ
ー
ク
に
伴
い
が
ち
な
孤
立
や
学
習
継

続
の
難
し
さ
を
考
慮
す
る
と
、
集
合
し

て
仕
事
や
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
、
交

流
が
で
き
る「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」機

能
も
提
供
す
る
こ
と
が
在
宅
ワ
ー
カ
ー
に

有
効
と
い
う
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

潜
在
層
の
育
児
と
仕
事
の
両
立
の
不

安
低
減
や
両
立
で
き
る
仕
事
の
創
出
。

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
子
育
て
女
性
同
士
や

地
域
企
業
と
の
顔
が
見
え
る
距
離
感
で
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
で
あ
り
、
そ

の
要
と
な
る
役
割
を
自
治
体
が
果
た
し

た
。

等
1
7
0
0
社
余
り
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
74
％
の
企
業
等
に

採
用
意
向
が
あ
っ
た
。
W
S
の
最
終
回
で

は
市
に
進
出
し
た
企
業
の
一つ
を
訪
問
し

た
が
、「
お
母
さ
ん
に
優
し
い
会
社
が
あ
る

と
知
っ
て
、
派
遣
登
録
だ
け
で
も
し
よ
う

と
思
っ
た
」、「
自
宅
近
く
に
事
業
所
内
保

育
所
が
あ
る
会
社
が
あ
る
と
知
ら
な
か
っ

た
」と
参
加
者
に
好
評
で
あ
っ
た
。
企
業

の
側
も
意
欲
的
で
能
力
の
あ
る
女
性
の

採
用
に
つ
な
が
っ
た
。

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
雇
用
側
と
求

職
側
の
間
に
は
必
要
な
能
力
・
ス
キ
ル
に

つ
い
て
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
等
子
育
て
女
性
に
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
ス
キ
ル
よ
り
も
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」、「
職
業
人
意
識
」、「
業
務
遂
行

能
力
」が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
過
去
の
就

労
経
験
等
を
通
じ
た
職
業
人
意
識
や
業

務
遂
行
能
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
が
、
企

業
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
子
育
て
女

性
・
企
業
双
方
に
行
う
こ
と
で
マ
ッ
チ
ン

グ
の
確
度
が
上
が
る
だ
ろ
う
。

（
２
）に
つ
い
て
は
、
本
事
業
で
は
主
に

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
所
と
し
て
I
C
T
セ

7	

お
わ
り
に

子
ど
も
を
も
っ
た
か
ら
に
は
家
族
と
の

時
間
を
大
切
に
し
た
い
。
そ
れ
で
も
働
け

る
な
ら
働
き
た
い
が
、
子
ど
も
の
体
調
や

学
校
行
事
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
働
き

方
が
な
い
か
ら
週
2
～
3
日
だ
け
働
い
た

り
、
就
労
し
な
い
道
を
選
ん
だ
り
し
て
い

る
。
木
更
津
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
、
W
S
で
見
え
た
木
更
津
市
の
子

育
て
女
性
の
傾
向
で
あ
る
。
全
国
的
な

傾
向
と
言
え
る
か
は
検
証
し
て
い
な
い
が
、

木
更
津
市
に
限
っ
た
傾
向
で
は
な
い
は
ず

だ
。「

未
来
は
今
の
結
果
。
い
ま
種
を
ま
く

か
ら
未
来
に
花
が
咲
く
」、「
家
事
・
育
児

と
の
両
立
に
完
璧
を
目
指
さ
な
い
」、「
主

婦
感
覚
や
人
生
の
経
験
値
が
仕
事
に
活

き
る
」等
の
先
輩
マ
マ
の
登
壇
者
や
講
師

の
言
葉
に
、
木
更
津
市
の
子
育
て
女
性

の
不
安
が
和
ら
ぎ
、
あ
き
ら
め
て
い
た
就

労
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
地
域

企
業
で
の
就
労
や
在
宅
ワ
ー
ク
の
環
境
も

整
っ
た
。

地
方
創
生
の
取
組
み
の
中
で
、
多
く

の
地
方
自
治
体
が「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ

こ
に
、「
働
き
や
す
さ
」が
加
わ
れ
ば
、
働

き
な
が
ら
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
女
性

が
増
え
る
こ
と
を
木
更
津
市
の
事
例
は
示

し
て
い
る
と
言
え
る
。
子
育
て
し
や
す
く
、

働
き
や
す
い
街
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット 
シニアコンサルタント 

大野 孝司
O N O  K O J I

大手情報サービス企業のマーケ
ティング、経営企画、子会社役
員を経 て 現 在 に 至る。BtoB、
BtoC双方の事業開発経験を活か
し、地域活性化支援や地域包括
ケアの推進、ヘルスケア産業の
創出・育成等に取り組んでいる。

介
護
離
職
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組
み
の

中
身先

日
2
0
1
6
年
5
月
18
日
に「
ニ
ッ

ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」（
案
）が
示
さ

れ
、
第
三
の
的
と
し
て「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」

の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
た
。
介
護
離
職
者

は
現
在
10
万
人
を
超
え
て
お
り
、

2
0
2
0
年
に
は
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代

が
70
歳
を
超
え
る
。
団
塊
世
代
の
介
護

の
た
め
に
働
き
盛
り
で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
が
大
量
離
職
と
な
れ
ば
経
済
社

会
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
目
標
実
現
の
た
め
の
取
組
み
と
し
て

介
護
支
援
の
充
実
な
ど
を
推
し
進
め
る

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
取
組
み
は
大

き
く
以
下
の
3
つ
に
分
け
ら
れ
る（
分
類

名
は
筆
者
見
解
に
よ
る
）。

１	

供
給
力
の
強
化

	

介
護
施
設
の
増
加
、
介
護
人
材
の

増
加
、
生
産
性
向
上

２	

家
族
の
介
護
環
境
整
備

	

相
談
機
能
の
強
化
、就
業
環
境
整
備

（
介
護
休
暇
制
度
、
働
き
方
改
革
）

３	
需
要
の
抑
制

	

健
康
寿
命
の
延
伸
、
就
業
促
進
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現

供
給
力
強
化
の
具
体
的
な
施
策
の
冒

頭
に「
地
域
実
態
の
見
え
る
化
」と
活
用

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
が
供

給
力
強
化
、
家
族
の
介
護
環
境
整
備（
相

談
機
能
強
化
）、
需
要
抑
制
の
い
ず
れ
に

も
結
び
付
く
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、「
地
域
実
態
の

見
え
る
化
」の
効
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。

個
票
デ
ー
タ
の
統
合
分
析
・
オ
ー
プ

ン
化
で
成
果
の
出
る「
見
え
る
化
」を

筆
者
は「
地
域
実
態
の
見
え
る
化
」の

要
件
を
、
個
人
に
紐
づ
く
様
々
な
デ
ー
タ

（
個
票
デ
ー
タ
）を
収
集
、
統
合
分
析
し
、

必
要
に
応
じ
て
デ
ー
タ
を
加
工
す
る
な
ど

し
て
公
開
す
る（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
）こ
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と
だ
と
考
え
る
。一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン（
案
）

に
あ
る「
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
」と
は
厚
生

労
働
省
が
提
供
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
見

え
る
化
シ
ス
テ
ム
」を
指
す
も
の
と
考
え

ら
れ
、
中
学
校
圏
域
単
位
で
要
介
護
認

定
率
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
数
の

統
計
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
見
す
る
と
同
シ
ス
テ
ム
で
事
足
り

る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
個
票
の
統
合
分

析
・
加
工
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
以
下
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。

①
将
来
予
測
が
可
能

個
票
の
分
析
に
よ
り
、
個
人
単
位
の

時
系
列
的
な
分
析
が
可
能
に
な
り
、
あ
る

一
時
点
を
切
り
取
っ
た
断
片
的
な
デ
ー
タ

で
は
な
く
将
来
予
測
が
可
能
と
な
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

人
口
将
来
推
計
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

市
区
町
村
別
人
口
減
少
幅（
率
）は
マ
イ
ナ

ス
50
％
～
プ
ラ
ス
10
％
と
な
っ
て
お
り
地

域
別
に
変
化
の
度
合
い
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
将
来
予
測
を
踏
ま
え

た
打
ち
手
を
要
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
リ
ス
ク
要
因
の
分
析
が
可
能

将
来
予
測
と
あ
わ
せ
て
そ
の
変
動
要
因

（
リ
ス
ク
）を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
課

題
設
定
や
打
手
の
優
先
順
位
を
検
討
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③
細
分
化
さ
れ
た
地
域
単
位
で
の
集
計

が
可
能

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

日
常
生
活
圏
域
を
中
学
校
圏
域
程
度
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
土
地

開
発
の
経
緯
や
地
理
的
条
件
の
影
響
で

小
学
校
単
位
、
さ
ら
に
は
町
丁
目
単
位

で
地
域
の
実
情
が
異
な
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
住
所
情
報
を
紐
づ
け
た
集
計
に
よ

り
、
地
域
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
表
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
三
つ
の
利
点
を
生
か
し
、
将
来

予
測
、
変
動
要
因
を
小
さ
な
地
域
単
位

で
集
計
し
て
事
業
者
や
住
民
に
開
示
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
実
態
を
よ
り
身
近
で

リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。「
見
え

る
化
」は
そ
れ
を
見
た
人
々
の
前
向
き
な

行
動
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
成
果
は
上
が
ら

な
い
。
無
機
質
な
定
量
デ
ー
タ
を
当
事
者

が
自
分
事
と
し
て
受
け
取
る
た
め
に
は
リ

ア
リ
テ
ィ
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

図1｜ 「地域実態の見える化」の効用

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

地域実態の
見える化

ü 個票データ収集
ü 統合分析
ü オープンデータ化

主体者ごとの効用
自治体 事業者 住民

Plan 重点エリア、課題
が抽出できる

進出計画の
精度向上

課題の共通認識
ができる

Do 関係者への働きかけ
がスムーズになる

きめ細やかな
マーケティング

住民活動への
共感を得られる

Check 政策・施策を
評価できる

事業品質を
評価できる

活動を
評価できる

Action 事例の
説得力が増す

状況変化に
柔軟に対応できる

モチベーション
になる

期待成果 PDCA
サイクル強化

ニーズに対応した
サービス供給 社会参加促進

目指す
方向性

与える行政から
支える行政へ

持続可能な
ビジネス展開へ

生きがいのある
豊かな人生へ
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れ
に
よ
っ
て
多
様
な
主
体
者
が
活
躍
す
る

地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
定
量
デ
ー
タ
を
も
と
に
問
題

や
課
題
を
見
え
る
化
し
住
民
や
事
業
者

に
投
げ
か
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
筆

者
は
昨
年
度
、
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
て
実
験
的
な
検
証
を
行
っ
た
。

小
学
校
圏
域
単
位
で
地
域
実
態
を
見
え

る
化
し
た
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も

と
に
簡
単
な
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
勘
と
経

験
や
断
片
的
情
報
に
よ
っ
て
計
画
立
案
を

行
っ
て
い
た
た
め
に
、
的
を
絞
り
切
れ
ず
一

般
的
な
企
画
立
案
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、

定
量
シ
ー
ト
を
も
と
に
複
数
人
で
議
論
し

た
と
こ
ろ
、
ス
タ
ッ
フ
の
持
つ
定
性
情
報

の
関
連
性
が
深
掘
り
さ
れ
、
納
得
性
の
あ

る
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
課
題
を
事
業
者
に
投
げ
か
け
る
こ
と

で
新
た
な
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ
る

可
能
性
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

同
時
に
、
明
確
な
課
題
設
定
が
で
き

れ
ば
打
ち
手
に
よ
る
変
化
を
定
量
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
政
策
・

施
策
の
評
価
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

定
量
デ
ー
タ
で
変
化
を
示
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
事
例
の
説
得
力
が
増
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ

化
や
事
例
の
横
展
開
に
も
大
い
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
者
：

き
め
細
や
か
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で

変
化
に
強
い
事
業
を
構
築
す
る

施
設
型
の
事
業
者
に
と
っ
て
は
設
備
や

ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
初
期
投
資
或
い
は
運
営

費
用
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
切
れ
な
け
れ
ば
投
資
回
収

で
き
ず
事
業
が
継
続
で
き
な
い
。
事
業
が

継
続
で
き
な
け
れ
ば
利
用
者
や
地
域
雇

用
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
事
業
展
開

が
必
要
で
あ
る
。

地
域
実
態
の
見
え
る
化
が
で
き
れ
ば
、

地
域
の
実
態
と
供
給
力
を
確
認
し
た
上

で
、
補
充
す
る
必
要
の
あ
る
ニ
ー
ズ
に
絞
っ

て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
事
業
者
側
も
人
手
不
足
で
あ
る
た

め
、
限
ら
れ
た
地
域
市
場
に
競
争
を
仕

掛
け
る
の
で
は
な
く
、
足
り
て
い
な
い
ニ
ー

ズ
の
充
足
を
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
た
め

に
も
事
業
者
の
た
め
に
も
な
る
。

ま
た
エ
リ
ア
ご
と
の
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き

れ
ば
、
認
知
拡
大
の
重
点
エ
リ
ア
や
訴
求

体
」に
含
み
、
医
療
法
人
や
社
会
福
祉
法

人
、
そ
の
他
の
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
・

健
康
づ
く
り
等
に
関
す
る
団
体
は「
事
業

者
」と
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
下
に
、
主
体
者
ご
と
の
効
用
を
解

説
す
る
。

自
治
体
：

情
報
を
武
器
に
事
業
者
・
住
民
の

活
動
を
促
進
す
る

多
く
の
自
治
体
で
現
場
職
員
の「
業
務

量
の
多
さ
」を
耳
に
す
る
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
が
不
足
し
て
い
る
自
治
体
行
政
に

と
っ
て
は
限
り
あ
る
資
源
を
い
か
に
効
率

的
に
使
う
か
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
健
康
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
し
て
も
、

提
供
で
き
る
回
数
に
は
限
度
が
あ
る
。
ま

た
、
受
け
手
側
の
住
民
も
い
つ
も
行
政
が

与
え
て
く
れ
る
も
の
と
い
う
認
識
に
な
れ

ば
自
発
的
な
行
動
は
起
こ
り
に
く
い
。
自

治
体
は
提
供
者
と
し
て
与
え
る
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
や
事
業
者
に
い
か
に
活
躍
し

て
も
ら
う
か
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
目

指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
は
与
え
る
行
政

か
ら
支
え
る
行
政
へ
の
転
換
で
あ
り
、
そ

特集レポート
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尚
、
統
合
す
る
デ
ー
タ
に
は
、
医
療
、

介
護
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
で
取
得
し
た
生
活
に
関
す
る
デ
ー

タ
や
I
o
T
な
ど
の
技
術
に
よ
り
取
得
す

る
ラ
イ
フ
ロ
グ
、
地
域
の
供
給
力
に
関
す

る
デ
ー
タ
も
あ
る
と
、
よ
り
深
い
分
析
や

活
用
が
可
能
と
な
る
。

「
地
域
実
態
の
見
え
る
化
」の
効
用

地
域
実
態
の
見
え
る
化
の
効
用
に
つ
い

て
図
に
示
す（
図
１
）。
個
票
デ
ー
タ
の
収

集
、
統
合
分
析
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
に

よ
り
地
域
実
態
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
自
治
体
、
事
業
者
、
住
民
が
得
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
P
D
C
A
の
軸
に
沿
っ

て
整
理
し
た
。
尚
こ
こ
で
は
自
治
体
か
ら

業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
は「
自
治



内
容
を
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
変
え
る
な
ど
き

め
細
や
か
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
と
な

る
。
地
域
実
態
が
定
期
的
に
見
え
る
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、事
業
展
開
に
よ
っ

て
地
域
の
生
活
の
質
や
健
康
度
、
介
護

リ
ス
ク
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
事
業
の
品
質
管
理
に
も
役

立
つ
。
ま
た
、
将
来
予
測
を
も
と
に
将

来
的
に
提
供
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
構
成

を
変
更
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
施
設
設

計
、
人
員
配
置
な
ど
を
し
て
お
け
ば
、

環
境
変
化
や
地
域
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
地

域
に
密
着
し
た
持
続
可
能
な
事
業
展
開

が
可
能
に
な
る
。

住
民
：

共
通
認
識
を
形
成
し
、
住
民
の
力

を
結
集
す
る

住
民
だ
け
で
ま
ち
の
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
は
大
変
な
労
力
を
要
す
る
。
そ
の

要
因
の
一つ
に
、
住
民
が
多
様
な
価
値
観

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
か
よ
っ
ぽ
ど
の
共
通
の
危
機
感

が
な
け
れ
ば
話
し
合
い
に
よ
っ
て
議
論
を

ま
と
め
る
の
は
大
変
困
難
で
あ
る
。
地
域
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求
め
ら
れ
る
の
は
、
ま
ち
の
情
報
一

元
化以

上
の
よ
う
に
、「
地
域
実
態
の
見
え

る
化
」に
は
大
き
な
効
用
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
実
現
の
た
め
に
乗
り
越
え
る
べ

き
障
壁
も
あ
る
。

地
域
の
デ
ー
タ
は
自
治
体
に
数
多
く

眠
っ
て
い
る
。
し
か
し
情
報
管
理
主
体
者

が
違
う
こ
と
や
デ
ー
タ
保
管
の
標
準
ル
ー

ル
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
情

報
収
集
や
活
用
で
き
る
形
式
へ
の
変
換
に

労
力
を
要
す
る
。
今
後
の
デ
ー
タ
活
用

価
値
を
考
え
れ
ば
、
情
報
の
戦
略
的
利

活
用
を
目
指
し
た
組
織
構
築
が
求
め
ら

れ
る
。

ま
た
、
I
o
T
技
術
を
活
用
し
て
簡

易
に
デ
ー
タ
収
集
す
る
こ
と
や
、
住
民
か

ら
の
情
報
取
得
方
法
、
住
民
理
解
を
得

る
た
め
の
啓
蒙
活
動
、
多
様
な
主
体
者

と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
必
要
で
あ
る
。

集
ま
っ
た
デ
ー
タ
は
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

の
た
め
の
取
組
み
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
拡
充
や
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
も

生
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
2
0
2
5

年
は
間
近
で
あ
る
。
危
機
を
好
機
に
変

の
方
々
と
話
を
し
て
い
る
と
、
地
域
の
実

態
を
定
量
的
に
語
れ
る
方
は
あ
ま
り
お
ら

ず
、
声
の
大
き
な
人
の
意
見
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

こ
こ
で
も
定
量
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

「
地
域
実
態
の
見
え
る
化
」デ
ー
タ
が
有

用
で
あ
る
。
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
議
論
の
共

通
テ
ー
マ
を
つ
く
り
改
善
す
べ
き
問
題
点

を
共
有
化
で
き
れ
ば
、
課
題
設
定
に
役

立
つ
。
最
近
で
は
、
地
域
の
年
齢
別
人

口
将
来
推
計
を
開
示
す
る
こ
と
で
、
住

民
が
危
機
感
を
持
ち
始
め
た
と
い
う
例
が

出
て
き
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
社
会
参
加
ニ
ー
ズ
を
顕
在

化
さ
せ
、
住
民
主
体
の
活
動
促
進
が
期

待
さ
れ
る
。

ま
た
、
す
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
積
極
的
な
住
民
に
と
っ
て
も
、
自
分

た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
地
域
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
る
か
を
把
握
で
き
れ
ば
、

活
動
の
維
持
・
改
善
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
な
る
。「
地
域
実
態
の
見
え
る
化
」が
こ

の
よ
う
な
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み
、
地

域
住
民
の
社
会
参
加
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

で
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。

え
て
い
く
た
め
に
、
早
急
な
情
報
の
一
元

化
・
見
え
る
化
の
推
進
を
推
奨
し
た
い
。
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国内大手証券会社、上場IT企業
子会社代表取締役を経て、現職。
主に、地域医療情報連携、福祉
機器開発による地域産業振興支
援に従事。また、2015年9月よ
り一般社団法人情報通信技術委
員会マルチメディア応用専門委員
会傘下のアクセシビリティSWG
リーダーを務め、音声によらない
緊急通報手段の普及推進に取り
組んでいる。

１	
動
き
始
め
た
日
本
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化

日
本
の
総
人
口
が
減
少
に
転
じ
、
労

働
生
産
人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
力
の

逓
減
が
懸
念
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
よ
る
強
い
経

済
へ
の
回
復
が
政
府
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
中
で
も
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
後
者
に
お
い
て
は
、
こ
こ
最
近
は

世
界
ト
ッ
プ
で
活
躍
す
る
障
が
い
者
ア
ス

リ
ー
ト
の
存
在
や
、
2
0
2
0
年
東
京
で

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
決
定
に
よ
り
、
新
聞
・
雑
誌
や
テ
レ
ビ

等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が

大
き
い
。
加
え
て
、
企
業
側
で
も
、
優

秀
な
労
働
力
の
囲
い
込
み
の
観
点
と
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の一
環
か
ら
、

積
極
的
に
有
能
な
障
が
い
者
の
雇
用
を
推

し
進
め
て
い
る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
、
障
が
い
者
が

活
躍
で
き
る
た
め
の
文
化
や
環
境
の
整
備

が
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
活
躍

で
き
る
機
会
や
情
報
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
も
極
端
に
少
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。そ
れ
が
、高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
様
々

な
病
気
の
発
症
や
、
不
慮
の
事
故
・
大

規
模
災
害
等
に
よ
り
体
の
一
部
機
能
が
う

ま
く
動
か
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
状
況
と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が

ら
生
き
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代

へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ

の
よ
う
な
日
本
国
民
の
障
が
い
に
対
す
る

向
き
合
い
方
の
変
化
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成

28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
、
従
来
の
イ
ン
フ

ラ
・
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
始

め
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。
障
が
い
者
に

と
っ
て
差
別
的
と
見
ら
れ
る
イ
ン
フ
ラ
や

サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
行
政
や
公
的
機
関

に
対
し
て
は
改
善
義
務
が
、
ま
た
民
間
企

業
等
に
対
し
て
は
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
が
活
躍
で

特集レポート

05

I
o
T
の
活
用
に
よ
る

福
祉
機
器
開
発
の
可
能
性

～
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
に
よ
る
雇
用
創
出
・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
～
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き
る
環
境
整
備
が
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
化
的
変
化
と
法
的

整
備
に
よ
り
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
か
な
り

遅
れ
て
い
た
、
我
が
国
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
な
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
環
境
整
備

が
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
動
き
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
大
き
な
流
れ

は
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が

り
、
ま
た
障
が
い
者
の
雇
用
創
出
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
分
野
で

ど
の
よ
う
な
も
の
が
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
や
障
が
い
者
の
雇
用
創
出
に
つ
な

が
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
例
を
挙
げ
て
み
よ

う
。

２	

福
祉
機
器
開
発
へ
の
I
o
T
の

活
用
例
：

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
革
命

（Total C
onversation

）

①	

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
け
る

現
在
の
課
題

現
在
の
主
要
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
は
、
音
声
回
線
に
よ
る
電
話
・

F
A
X
、
通
信
回
線
に
よ
る
メ
ー
ル
や

チ
ャ
ッ
ト
、
音
声
デ
ー
タ
や
動
画
等
様
々

な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
利
用
で
き

る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
を
選
択
し
、
か

つ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
相
手
が
同

じ
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
で

き
て
い
る
。
聴
覚
・
視
覚
に
障
が
い
を
持

た
な
い
人
に
お
い
て
は
、
そ
の
手
段
選
択

は
日
常
的
に
、
ま
た
意
識
す
る
こ
と
な
く

行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、
や
は
り
一つ

の
端
末
で
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
活
用
と
多
様
な
人
と
の
意
思
疎

通
を
図
れ
る
方
が
便
利
で
あ
る
。
一
方
、

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
に
お
い
て
は
、
全

て
の
手
段
を
活
用
で
き
る
わ
け
で
は
な

く
、
か
つ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る

相
手
も
限
定
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
、
聴
覚
障
が
い
者
に
お
い

て
は
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
し
て
、手
話
、読
唇
術
、手
書
き
ボ
ー

ド
等
に
よ
る
筆
談
、
F
A
X
や
移
動
通

信
端
末
を
活
用
し
た
テ
キ
ス
ト
で
の
や
り

取
り
、
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

視
覚
障
が
い
者
に
お
い
て
は
、
点
字（
6

点
含
む
）、
音
声
入
力
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
へ

の
変
換
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
読
み
込
み
に
よ

る
音
声
へ
の
変
換
装
置
、
な
ど
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
つ

い
て
は
、
出
力
さ
れ
る
情
報
形
態
が
異
な

る
の
と
機
器
が
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
独
自
仕

様
の
も
の
が
多
く
、
メ
ー
カ
ー
間
の
相
互

接
続
性
及
び
情
報
の
互
換
性
が
担
保
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
異
な
る
情
報
形
態
・

機
器
間
を
相
互
に
や
り
取
り
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

よ
ほ
ど
積
極
的
な
人
で
な
い
限
り
、
同
じ

手
段
・
機
器
を
利
用
す
る
人
と
の
間
で
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
範
囲
が
絞
ら
れ
て

し
ま
う
た
め
、
情
報
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

に
差
別
的
な
状
態
が
生
ま
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、

欧
米
諸
国
や
ア
ジ
ア
圏
で
は
普
及
し
て
お

り
、
日
本
で
は
こ
こ
最
近
よ
う
や
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
本
格
化
し
始
め
た
、
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
存
在
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
在
席
す
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
、
入
電
し
て
き
た
利
用
者
の
状
況

に
応
じ
て
、
手
話
や
文
字
テ
キ
ス
ト
、
点

字
、
音
声
な
ど
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

を
選
択
し
、
様
々
な
要
望
を
取
り
次
ぐ

代
行
・
通
訳
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
近
年
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
す
る
こ
と
で
テ

レ
ビ
電
話
の
同
一
画
面
上
で
文
字
テ
キ
ス
ト

（
手
入
力
）・
手
話（
動
画
）・
音
声
を
双

方
向
で
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
同
様
に
サ
ー
ビ
ス
定

着
を
推
進
し
て
い
る
が
、
当
該
サ
ー
ビ
ス

が
定
着
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
年
月

を
要
す
る
状
況
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

手
話
通
訳
士
・
要
約
筆
記
者
・
点
字
技

能
士
等
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
絶
対
数
が

少
な
い
の
と
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の

の
認
知
度
が
低
く
利
用
者
数
・
利
用
頻

度
と
も
に
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
、
そ
れ

に
加
え
て
利
用
対
象
者
数
が
障
が
い
者
数

と
同
じ
な
た
め
全
体
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
規

模
が
小
さ
く
、
運
営
管
理
を
維
持
で
き

る
だ
け
の
収
入
確
保
の
目
途
が
立
ち
に
く

い
、
と
い
っ
た
事
業
者
が
新
規
参
入
す
る

に
は
3
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。

こ
れ
ら
課
題
を
踏
ま
え
、
日
本
に
お
い

て
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
普
及
な
ら
び
に
情
報

の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
改
善
を
図
る
解

決
方
法
と
し
て
は
、
I
o
T
を
用
い
る
こ

と
に
あ
る
と
考
え
る
。

②	

I
o
T
を
用
い
た
解
決
方
法

ま
ず
、
通
常
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
リ

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
具
備
さ
せ
る
、
も

し
く
は
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
常

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
を
拡
張
す
る
こ
と
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す
れ
ば
、
利
用
者
が
聴
覚
障
が
い
者
で
手

話
を
活
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
動
き
を

読
み
取
り
自
動
通
訳
を
行
い
、
通
訳
し
た

内
容
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
画
面
に
文
字
テ

キ
ス
ト
な
い
し
音
声
と
し
て
出
力
す
る
こ

と
で
、
手
話
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
な
い
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
と
な
る
。

な
お
、
専
門
資
格
人
材
に
つ
い
て
は
、

メ
イ
ン
業
務
を
こ
れ
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
受

付
台
在
席
中
の
指
導
役
と
し
て
配
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
い
人
材
で
受
信

業
務
を
回
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
社
内
の
新
た
な
専
門
人
材
の

育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③	

実
現
へ
向
け
た
課
題

こ
れ
ら
実
現
の
た
め
に
は
、
各
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
端
末
と
W
e
b
R
T
C
間
の

接
続
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
標
準
化
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
各
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
端
末
は
独
自
仕
様
の
も

の
が
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
よ
う
に
し
た
と
し
て
も
、
使
用
し
て

い
る
言
語
が
異
な
れ
ば
、異
な
る
メ
ー
カ
ー

機
器
間
で
の
情
報
の
互
換
性
を
担
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

W
e
b
R
T
C
上
で
送
受
信
す
る
電
文

仕
様
が
標
準
化
さ
れ
、
そ
の
標
準
仕
様

に
基
づ
く
各
端
末
側
メ
ー
カ
ー
で
の
適
用

改
修
な
い
し
異
な
る
端
末
間
を
相
互
接

続
・
情
報
変
換
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

実
装
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
既
存
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
受
信
時
に
音
声
回

線
な
の
か
通
信
回
線
な
の
か
の
受
信
種
別

の
判
別
と
各
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
振
り
分
け

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
既
存
の
音
声
回
線
受
付
機
器
と

通
信
回
線
で
の
受
付
機
器
を
分
け
て
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

業
務
が
煩
雑
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
受
信
種
別
が
判
別
可
能
で
、

か
つ
在
席
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
特
性
に
応
じ
た

受
信
振
り
分
け
転
送
が
可
能
な
仕
組
み

の
開
発
が
必
要
と
な
る
。

一
方
、
A
I
に
よ
っ
て
手
話
を
自
動
的

に
翻
訳
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
利
用
者
の
端
末
等
を
通
し
て
手

話
そ
の
も
の
の
情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
手
話
の
難
し
い
と
こ

ろ
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
専
門
的
な

用
語
や
地
域
に
よ
っ
て
動
作
が
異
な
る
も

の
が
あ
る
の
と（
い
わ
ゆ
る
方
言
に
該

当
）、
1
つ
の
動
作
で
複
数
の
文
節
や
意

味
を
表
現
す
る
も
の
が
多
い
た
め
組
み
合

で
、
動
画
に
よ
る
手
話
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
使
用
で
き
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
筆
談
ボ
ー
ド
な
ど
の
テ
キ
ス

ト
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を

W
e
b
R
T
C
と
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
同
一
画
面
上
で
動
画
・
テ
キ
ス
ト
・

手
書
き
文
字
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
や
り
取

り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
応
答
手
段（
音
声
・
テ

キ
ス
ト
問
わ
ず
）を
視
覚
媒
体
で
出
力
さ

せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

利
用
者
が
視
覚
障
が
い
者
の
場
合
は
、

一
般
的
な
音
声
通
話
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
に
加
え
、
点
字
出
力
端
末
を

W
e
b
R
T
C
と
接
続
す
る
こ
と
で
、

点
字
で
入
力
し
た
内
容
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
文
字
テ
キ
ス
ト
な
い
し
音
声
で
伝
え

る
、
も
し
く
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
応

答
手
段（
音
声
・
テ
キ
ス
ト
問
わ
ず
）を
点

字
と
し
て
出
力
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

る
。一

方
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
受
付
台
機
器
に

関
し
て
も
同
様
の
仕
掛
け
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
専
門
資
格
を
持
た
な
い
人
や
障

が
い
者
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
受
付
台
に

在
席
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
、
A
I
（Artificial Intelligence

）

を
組
み
込
ん
だ
画
像
解
析
技
術
が
発
展

特集レポート
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に
よ
り
、
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
対
象
者

の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
利

用
対
象
者
も
サ
ー
ビ
ス
対
象
範
囲
と
す

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

広
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
リ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
体
制
で
の
受
電
・
応
答
の
ツ
ー
ル
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
電
話
回
線（
音
声
通

話
）も
用
い
つ
つ
、
W
e
b
R
T
C
（W

eb 

R
eal-Tim

e C
om

m
unication

）を
用

い
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
利
用
者
側
は
、

こ
れ
に
移
動
通
信
端
末
や
筆
談
ボ
ー
ド
、

音
声
・
テ
キ
ス
ト
変
換
機
な
ど
、
障
が
い

者
が
使
用
し
て
い
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

端
末
を
接
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
表
情
を
映
し
な
が

ら
利
用
者
の
手
段
を
制
限
す
る
こ
と
の
な

い
双
方
向
リ
ア
ル
タ
イ
ム
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
る
。

つ
ま
り
、
利
用
者
が
聴
覚
障
が
い
者
の

場
合
は
、
W
e
b
R
T
C
を
用
い
る
こ
と



わ
せ
次
第
で
訳
し
方
も
何
パ
タ
ー
ン
に
も

変
化
し
て
く
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
ど
の
場
面
で
ど
の
よ
う
な
意

味
合
い
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
か

を
実
際
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

情
報
を
蓄
積
・
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
I
o
T
の
活
用
は
手
話
の
自
動
翻

訳
化
へ
の
実
現
に
向
け
て
欠
か
せ
な
い
も

の
と
い
え
る
。

３	

真
のTotal C

onversation

実
現
へ
向
け
て

こ
れ
ら
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
プ
ラ

ス
I
o
T
の
仕
組
み
へ
さ
ら
に
A
I
を
活

用
し
た
外
国
語
翻
訳
機
能
・
外
国
手
話

翻
訳
機
能
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
外

国
人
利
用
者
の
母
国
語
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
つ
つ
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
側
は
日
本
語

で
応
答
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
つ
ま

り
、
通
訳
資
格
を
持
た
な
い
人
で
も
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
な
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。滞

在
先
の
国
の
言
語
を
母
国
語
と
し

な
い
人
に
と
っ
て
は
、
現
地
語
を
習
得
し

て
い
な
い
限
り
、
話
す
こ
と
も
聞
き
取
る

こ
と
も
、
ま
し
て
や
そ
の
母
国
語
に
基
づ
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れ
、
国
や
環
境
を
超
え
て
様
々
な
人
と

人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で

は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
手
段
・

端
末
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
や
範

囲
が
限
定
さ
れ
、
情
報
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
が
制
限
さ
れ
て
い
る
実
態
は
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、
福
祉

機
器
へ
の
I
o
T
の
活
用
と
接
続
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
国
内
外
で
の
標
準
化
を

図
る
こ
と
は
、
利
用
者
の
特
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
・
端
末
に
よ
っ
て

双
方
向
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

Total C
onversation

が
実
現
で
き
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
際
標
準
の
最
新
の

動
向
も
、
こ
のTotal C

onversation

の
実
現
に
あ
り
、
そ
の
技
術
確
立
と
標

準
化
へ
向
け
た
議
論
が
今
ま
さ
に
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

が
当
該
技
術
の
確
立
を
先
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ら
ば
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
機

会
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
分
野
で
あ
る
と

い
え
る
。

今
回
の
事
例
は
、
あ
く
ま
で
も
視
覚
・

聴
覚
機
能
に
障
が
い
を
持
っ
た
人
に
関
わ

い
て
動
作
が
構
成
さ
れ
る
手
話
を
読
み
取

る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
と
な
る
。実
際
、

筆
者
も
標
準
化
に
関
わ
る
会
議
に
参
加

し
た
際
に
、
何
度
か
発
言
が
聞
き
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
会
議
で
は
チ
ャ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス（
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
経
由
で
リ       

ア
ル
タ
イ
ム
に
発
言
内
容
や
手
話
を
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
テ
キ
ス
ト
に
起
こ
し
表
示
さ
せ

る
サ
ー
ビ
ス
）が
活
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

改
め
て
英
語
で
視
認
で
き
非
常
に
助
か
っ

た
経
験
が
あ
る
。
英
語
以
外
を
母
国
語

と
す
る
圏
域
で
は
、
同
様
の
ニ
ー
ズ
は
あ

る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
い
か
ん
せ
ん

こ
の
よ
う
な
専
門
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
が

国
際
的
に
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
A
I

を
活
用
し
た
外
国
語
翻
訳
機
能
・
外
国

手
話
翻
訳
機
能
を
組
み
込
ん
だ
当
該
仕

組
み
を
技
術
的
に
確
立
で
き
た
な
ら
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開（
時
差
を
応
用
し
た

世
界
各
拠
点
で
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置

と
受
信
サ
ー
ビ
ス
展
開
等
）や
来
日
外
国

人
向
け
の
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス（
来
日

外
国
人
の
母
国
語
を
用
い
た
問
い
合
わ
せ

回
答
サ
ー
ビ
ス
）の
実
現
も
可
能
性
と
し

て
広
が
っ
て
い
く
。

近
年
通
信
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
移

動
通
信
端
末
を
中
心
と
し
た
多
様
な
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
生
み
出
さ

る
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
視
点
や
呼
気
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
れ
る
福
祉
機
器
な
ど
と
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
慮
の
事
故
等
に
よ
る
脊
髄
損
傷
者
や

病
気
等
に
よ
り
体
の
一
部
に
麻
痺
が
あ
る

方
な
ど
も
、
た
と
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
企
業
等
の
受
信
業
務

を
受
託
で
き
る
道
が
開
け
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
は
テ
レ
ビ
通
販
番
組
等
に
お
い
て

電
話
で
の
受
付
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
障
が
い
を
持
っ
た
人
は
購
入
等
の
参

加
を
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況

に
あ
っ
た
が
、Total C

onversation

が

実
現
で
き
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
側
に

と
っ
て
は
新
た
な
顧
客
層
を
開
拓
で
き
る

の
と
同
時
に
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報

を
蓄
積
・
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
受
付
業
務
を

障
が
い
を
持
つ
人
が
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
接
遇
が
可
能
と
な

り
、
雇
用
創
出
と
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の

差
別
化
を
図
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
I
o
T
は
福
祉
機
器
へ

応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
創
出
と

同
時
に
地
域
経
済
の
活
性
化
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
も
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
の
で
あ
る
。



NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット 
シニアコンサルタント

新見 友紀子
N I I M I  Y U K I K O

民間シンクタンク企業の環境部門
を経て現職。移住促進のための
コンサルティングや調査研究、地
域のまちづくり計画の策定支援、
中小企業に向けた産業推進策、
健康につながる地域づくり支援な
ど、農山漁村の地域活性化支援
事業多数。　

地
方
に
お
け
る「一億
総
活
躍
」の
意
味

「
一
億
総
活
躍
社
会
」は
そ
の
名
称
か

ら
、
日
本
が
迎
え
て
い
る
人
口
減
少
時

代
に
於
い
て
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
経
済
・

社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ

う「
人
材
不
足
」へ
の
対
策
と
し
て
、「
働

き
た
い
け
ど
働
け
な
い
」と
い
う
子
育
て

女
性
や
介
護
離
職
者
や
高
齢
者
等
が
働

く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
と

い
う
目
的
意
識
が
強
い
よ
う
に
窺
わ
れ

る
。
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に

お
け
る
対
策
は「
保
育
の
受
け
皿
確
保
」

や「
介
護
の
受
け
皿
確
保
」な
ど
、
特
に

都
市
部
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
対
策
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
地
方
へ

の
対
策
は 

”
地
方
創
生 

“
の
中
で
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、地
方
、

特
に
地
方
で
の 

”
働
き
や
す
さ 

“
や  

”
暮
ら
し
や
す
さ 

“
を
実
現
す
る
、 

”
地

方
に
お
け
る
一
億
総
活
躍 

“
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

地
方
に
お
け
る
人
材
の
活
躍
の
現
状

と
課
題

ま
ず
、
活
躍
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。
特
に
地
方
に
お
い
て
は
、

既
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
仕
事
で
、

家
庭
等
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
、
活
躍
し

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
特
に
、
高
齢
者
が
一
次
産
業
で

様
々
な
技
術
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
姿
や
、
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

た
郷
土
料
理
な
ど
を
創
る
姿
は
、
ま
さ

し
く「
活
躍
」と
い
う
言
葉
に
当
て
は
ま

る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
活
躍
の
舞
台
や
役
割
を
見

出
せ
ず
、
地
域
外
に
転
出
し
て
し
ま
う

若
者
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
地
方

に
仕
事
が
な
い
、
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

地
方
の
事
業
者
に
、
人
口
減
少
で
住
民

が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
売
上

等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、「
顧
客
が
減
る
心
配
よ
り
も
、

働
い
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
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い
る
」と
い
う
声
を
多
く
聞
く
。
地
域
の

大
型
ス
ー
パ
ー
、工
場
、介
護
福
祉
施
設
、

病
院
、
運
送
業
者
、
農
業
法
人
な
ど
様
々

な
業
種
で
人
手
不
足
の
声
が
聴
か
れ
る
。

し
か
し
、新
卒
の
学
生
の
場
合
は
、「
大

手
企
業
に
就
職
を
し
た
い
」、「
事
務
系
の

仕
事
を
探
し
て
い
る
が
、
地
域
の
中
に

は
募
集
が
な
い
」、「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
魅
力
的
な
仕
事
が
な
い
」

と
い
う
意
見
も
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
し

て
希
望
す
る
職
種
や
大
企
業
で
の
求
人

が
あ
る
都
市
な
ど
に
就
職
す
る
た
め
、

あ
る
い
は
、「
一
度
は
都
会
に
出
て
み
た

い
」と
い
う
理
由
か
ら
、
地
方
か
ら
転
出

す
る
結
果
と
な
る
。
つ
ま
り
、
若
者
に

と
っ
て
魅
力
的
な
仕
事
が
少
な
い
と
い

う
の
が
、
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
内
に
高
校
や
大
学
が

な
い
と
い
う
こ
と
も
、
若
者
が
地
方
離

れ
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
に

高
校
が
あ
る
場
合
で
も
、
大
学
進
学
す

る
た
め
に
は
別
の
地
域
の
高
校
に
通
わ

ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ま
た
、

子
供
が
高
校
進
学
、
大
学
進
学
で
仕
送

り
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
族

ご
と
都
市
に
引
越
を
す
る
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
自
ら
の
行
動
範
囲
を
広
げ
、

社
会
と
の
交
流
が
大
き
く
な
る
時
期
に
、

地
方
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ
の

地
域
に
あ
る
魅
力
に
気
づ
く
機
会
を

失
っ
て
し
ま
う
。

一
方
で
、
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
て

仕
事
を
探
し
て
い
る
子
育
て
中
の
母
親

等
も
い
る
。
地
方
で
は
保
育
園
の
待
機

児
童
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
よ

り
も
、
夜
間
保
育
や
休
日
保
育
へ
の
対

応
が
な
い
た
め
に
、
働
き
づ
ら
い
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
地
方
で
は
多

世
代
同
居
者
も
多
い
た
め
、
保
育
園
の

夜
間
保
育
や
休
日
保
育
を
必
要
と
す
る

人
数
は
多
く
は
な
い
の
で
、
自
治
体
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
判
断
も
あ
り
、
実
現
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
の
だ
ろ
う
。

「
募
集
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
夜
に
も
シ

フ
ト
が
入
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
子
育
て

し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
は
難
し
い
」と

い
う
声
も
多
い
。
求
人
側
は
人
材
不
足

を
嘆
き
な
が
ら
、
人
材
不
足
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
柔
軟
な
働
き
方
を
認
め
ら
れ

ず
、求
職
者
側
の
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多

く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
子
育
て

世
代
の
働
き
や
す
さ
の
確
保
と
い
う
の

図1｜ 地方における一億総活躍の方向性

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

魅力的な仕事が 
少ない 

地域内の 
教育機関不足 

子育て世代の 

働きやすさの確保

地方の若者・女性の
活躍を阻む壁

格好いい農業、儲かる農業
等の育成と情報発信 

女性の活躍を支援する
地域態勢の構築 

若者の活躍を支援する
「魅力的な仕事の創出」支援 

夢を持ち、実現を支援する
人材育成 

活躍を支援する方向性 
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若
者
の
活
躍
を
支
援
す
る「
魅
力
的

な
仕
事
の
創
出
」

若
者
が
希
望
す
る
仕
事
が
地
方
に
少

な
い
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
、
総
務

省
や
農
林
水
産
省
の「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」が
地
域
の
社
会
的
な
課
題
の
解
決
を

通
じ
て
、
あ
た
ら
し
い
仕
事
づ
く
り
、

事
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
島

根
県
雲
南
市
の
N
P
O
法
人
お
っ
ち
ラ

ボ「
幸
雲
南
塾
」の
よ
う
な
人
材
育
成
塾
、

起
業
塾
の
取
組
も
広
が
っ
て
い
る
。

弊
社
で
は
農
林
水
産
省「
地
域
お
こ
し

協
力
隊（
旧
田
舎
で
働
き
隊
）」の
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
と
し
て
、
人
材

募
集
か
ら
研
修
、
活
動
支
援
等
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
総
務
省「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

モ
デ
ル
事
業
に
関
す
る
調
査
等
を
通
じ

て
、
地
域
に
お
け
る
新
し
い
仕
事
づ
く

り
の
取
組
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

起
業
が
容
易
で
は
な
い
の
は
、
地
方

で
も
都
市
で
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
地
方
で
は「
失
わ
れ
行
く
食
文
化
」、

「
鳥
獣
害
対
策
」な
ど
地
域
課
題
が
分
か

り
や
す
い
た
め
、
起
業
の
テ
ー
マ
を
見

つ
け
出
し
や
す
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。「
地

域
の
中
に
パ
ン
屋
が
ほ
し
い
」、「
地
域
の

高
齢
者
が
食
事
に
困
ら
な
い
よ
う
弁
当

屋
が
ほ
し
い
」と
い
う
明
確
な
ニ
ー
ズ
が

地
域
に
あ
る
場
合
に
は
、
継
続
的
に
地

域
住
民
が
買
い
支
え
る
た
め
、
初
め
か

ら
顧
客
の
確
保
が
で
き
て
い
る
状
態
だ

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
兵
庫
県
朝

来
市
は
地
域
ご
と
に
地
域
運
営
協
議
会

を
組
織
し
、
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り

の
体
制
を
整
え
、
地
域
ご
と
の
課
題
と

ニ
ー
ズ
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
協
力

隊
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

協
力
隊
が
地
域
を
支
え
、
地
域
が
協
力

隊
の
起
業
を
支
え
る
態
勢
が
で
き
て
い

る
。
地
域
課
題
を
解
決
し
た
り
、
支
え

た
り
す
る
た
め
に
行
う
事
業
で
あ
る
の

だ
が
、
地
域
か
ら
の
支
え
な
し
に
は
で

き
な
い
事
業
で
も
あ
る
の
だ
。

地
域
で
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
よ

う
と
す
る
人
た
ち
を
、
応
援
し
、
支
え

合
う
地
域
態
勢
こ
そ
が
、
地
域
の
若
者

の
活
躍
の
土
台
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
地
域
態

勢
の
構
築

た
収
益
を
確
保
し
て
い
る
農
家
も
い
る
。

特
に
収
益
を
上
げ
て
い
る
農
業
法
人
で

は
、
月
・
週
・
日
単
位
で
の
計
画
と
実
績
、

農
作
業
や
業
務
、
出
荷
管
理
や
連
絡
系

統
な
ど
の
“
見
え
る
化
”
を
行
い
、
生

産
原
価
を
把
握
し
て
バ
イ
ヤ
ー
と
の
交

渉
を
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
畜
産
分

野
で
の
餌
や
り
や
乳
搾
り
な
ど
の
力
仕

事
を
機
械
化
し
た
り
、
掃
除
を
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
効

率
的
な
経
営
を
実
現
し
て
い
る
例
も
あ

る
。
特
に
、若
手
の
就
農
者
で
夢
を
持
っ

た
経
営
な
ど
を
し
て
い
る
姿
は「
格
好
い

い
農
業
」と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
、
個
人
が
い
き
な
り
大
規
模
な

農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
る
の
は
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
が
、
地
域
の
し
っ
か
り
と
し

た
農
業
研
修
制
度
に
よ
っ
て
技
術
習
得

を
行
い
、
高
齢
離
農
者
か
ら
の
土
地
や

施
設
の
譲
り
受
け
を
行
う
こ
と
で
、

3
ー
5
年
後
に
は
4
0
0
ー
5
0
0
万

円
程
度
の
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
実

現
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

新
規
就
農
、
そ
し
て
経
営
拡
大
に
向

け
た
仕
組
み
と
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
が

向
上
す
る
情
報
発
信
を
各
地
域
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

特集レポート
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も
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
解
決
の
方
向
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
い
く
つ
か
の
地
域
の
事
例
の
中
か

ら
、
方
向
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

 格
好
い
い
農
業
、
儲
か
る
農
業
を
後

押
し
す
る
仕
組
み
と
情
報
発
信

地
方
の
仕
事
と
し
て
真
っ
先
に
思
い

浮
か
ぶ
の
が「
農
業
」で
あ
る
が
、「
農
業

は
儲
か
ら
な
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
農

業
を
行
う
に
は
経
験
や
技
術
が
必
要
で

あ
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
し
か
し
、
農
業
で
収
益
を
上
げ

て
い
る
人
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
、
企
業
と
契

約
栽
培
を
し
た
り
、
小
売
店
へ
の
販
路

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し



い
わ
ゆ
る「
農
家
の
嫁
」と
い
え
ば
、

ひ
と
時
代
前
ま
で
、
地
域
の
中
で
も
家

の
中
で
も
発
言
権
が
な
い
と
言
わ
れ
て

き
た
。
未
だ
に
古
い
慣
習
が
残
っ
て
い

る
地
域
も
あ
る
が
、
女
性
の
力
を
地
域

の
中
で
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
て

い
る
地
域
も
多
く
現
れ
て
い
る
。

「
三
重
県
せ
い
わ
の
里
ま
め
や
」や
奈

良
県
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
く
る
み
の
木
」、

愛
媛
県
内
子
町「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
か
ら
り
」、
三
重
県
鳥
羽
市「
相
差
か

ま
ど
の
海
女
小
屋
体
験
」な
ど
、
女
性
が

出
資
し
た
り
、
経
営
を
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
人
を
呼
び
、
新
た

な
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
例
も
多
い
。

ま
た
、
子
育
て
・
教
育
分
野
で
も
活

躍
す
る
女
性
は
増
え
て
お
り
、
鳥
取
県

智
頭
町「
ま
る
た
ん
ぼ
う
」の
よ
う
な「
森

の
よ
う
ち
え
ん
」で
は
若
い
女
性
の
活
躍

が
目
立
つ
。
そ
し
て
、
都
会
で
は
で
き

な
い
子
育
て
ス
タ
イ
ル
に
あ
こ
が
れ
る

子
育
て
世
代
の
移
住
に
も
つ
な
が
り
、

子
育
て
に
お
け
る
安
心
感
・
満
足
感
か

ら
、
1
世
帯
当
た
り
の
子
供
の
数
が
多

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

女
性
の
活
躍
の
た
め
に
は
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
保
育
や
教
育
の
環

境
を
整
え
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
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は
重
要
で
あ
る
。
地
方
で
自
分
の
望
む

仕
事
に
就
く
た
め
に
は
、
自
ら
が
仕
事

を
つ
く
り
上
げ
、
経
営
・
事
業
開
拓
な

ど
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

島
根
県
海
士
町
の
島
前
高
校
は
、
一

時
は
島
外
へ
の
進
学
者
が
増
え
て
存
続

の
危
機
に
陥
っ
た
が
、
教
育
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
改
革
で
、
地
域
外

か
ら
も
人
を
集
め
る
高
校
と
な
っ
て
い

る
。
島
前
高
校
で
実
施
し
て
い
る
の
は
、

①
国
立
大
学
進
学
を
目
指
し
た「
特
別
進

学
コ
ー
ス
」と
②
地
域
資
源
を
活
か
し
た

体
験
型
・
課
題
解
決
型
学
習
を
行
い
、

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る「
地
域
創
造
コ
ー
ス
」の
設
置
で
あ
る
。

基
礎
科
目
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
で

活
躍
を
す
る
人
材
育
成
の
た
め
に
必
要

な
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
、
様
々
な
仕
事

や
生
き
方
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
教
育
が
魅
力
と
な
っ

て
子
育
て
世
代
の
満
足
感
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。ま
た
大
学
進
学
や
就
職
に
よ
っ

て
、
海
士
町
を
離
れ
る
人
に
と
っ
て
も
、

「
い
つ
か
地
域
に
戻
っ
て
、
地
域
を
よ
く

し
た
い
」と
い
う
思
い
を
持
つ
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
い
う
。

現
在
、
教
育
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
島
根
県
内
外
に
も
広
が
り
を
見
せ

る
支
援
な
ど
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
I
T

を
活
用
し
て
住
民
同
士
の
子
育
て
支
援

を
促
す「
A
s
M
a
m
a
」や
空
い
た
時

間
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る「
エ
ニ
タ
イ
ム

ズ
」の
よ
う
な
仕
組
み
が
有
効
に
な
る
可

能
性
も
高
い
。

人
材
不
足
の
分
野
に
お
け
る
特
に
体

力
の
必
要
な
仕
事
や
夜
勤
の
必
要
な
仕

事
な
ど
は
、
I
T
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

を
進
め
経
営
の
効
率
化
を
す
る
と
と
も

に
、
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
働

き
方
改
革
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
地
域
づ
く
り
の
会
議
や
検

討
の
機
会
に
女
性
の
参
加
を
促
し
、
地

域
の
暮
ら
し
、
子
育
て
、
魅
力
発
信
な

ど
様
々
な
分
野
で
、
女
性
が
活
躍
す
る

機
会
を
意
識
的
に
創
出
す
る
と
と
も
に
、

女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

夢
を
持
ち
、
実
現
を
支
援
す
る
人

材
育
成

若
者
が
夢
を
持
つ
た
め
に
も
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
地
方
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
も
、「
教
育
」の
果
た
す
役
割

て
お
り
、
改
革
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

地
方
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
の
効
果
は

大
き
い
だ
ろ
う
。

地
方
に
お
け
る一億
総
活
躍
の
か
た
ち

地
方
に
暮
ら
す
人
々
が
、
必
ず
し
も

所
得
を
増
や
す
こ
と
だ
け
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
於
い

て
、
若
者
も
女
性
も
高
齢
者
等
も
将
来

に
光
を
見
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
持
ち
、
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
、
都
市

に
は
な
い
地
方
な
ら
で
は
の
一
億
総
活

躍
の
か
た
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
の
資
源
や
伝
統
文

化
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
若
者
が
夢

を
持
ち
、
女
性
の
創
意
工
夫
が
活
か
さ

れ
、
高
齢
者
等
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
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シ
ェア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
り
期
待

さ
れ
る
経
済
波
及
効
果
と
Q
O
L
の

向
上「

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」と

は
、
乗
り
物
・
場
所
・
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
多
く
の
人
と
共
有
・
交
換
し

て
利
用
す
る
社
会
的
な
仕
組
み
で
あ

り
、
供
給
者
は
遊
休
資
産
の
活
用
に
よ

る
収
入
、
需
要
者
は
所
有
す
る
こ
と
な

く
利
用
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

総
務
省「
平
成
27
年
度
版 

情
報
通
信

白
書
」に
よ
る
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
市
場
規
模
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

全
体
で
2
0
1
3
年
に
約
1
5
0
億
ド

ル
の
市
場
規
模
が
2
0
2
5
年
に
は
約

3
3
5
0
億
ド
ル
規
模
に
成
長
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
様
々
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
が
誕
生
し
て
い
る
。（
図
1
）

世
界
的
に
急
成
長
し
て
い
る
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
は
、
宿
泊

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の「A

irbnb

」が
有
名

で
あ
る
が
、
2
0
1
5
年
11
月
、
同
社

は
同
社
サ
ー
ビ
ス
が
日
本
に
も
た
ら
し

た
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
年
額
約

2
2
2
0
億
円
、
雇
用
に
対
す
る
波
及

効
果
は
約
2
・
2
万
人
と
す
る
調
査
結

果
を
公
表
し
た
。

共
同
で
調
査
を
実
施
し
た
早
稲
田
大

学
根
来
教
授
に
よ
る
と
、
日
本
は
現
在
、

訪
日
外
国
人
の
増
加
な
ど
で
宿
泊
施
設

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、A

irbnb

は
新

た
な
宿
泊
施
設
の
供
給
に
貢
献
し
、
同

サ
ー
ビ
ス
の
経
済
波
及
効
果
は
日
本
に

と
っ
て 

”真
水 

“
の
効
果
に
な
る
と
説

明
し
て
い
る
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い

て
は
、
既
存
事
業
が
取
り
込
ん
で
い
た

需
要
を
奪
う
と
い
っ
た
見
方
も
あ
る

が
、
急
激
な
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
よ

る
宿
泊
施
設
、
移
動
手
段
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
需
要
に 

”既
存
事
業
者
の
供
給
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
地
域
で
の
サ
ー
ビ

ス 

“
に
限
っ
て
は
、
既
存
事
業
者
が
取

り
込
ん
で
い
た
需
要
を
奪
う
こ
と
な

く
、
新
た
な
需
要
を
創
造
し
普
及
し
て

一
億
総
活
躍
を
促
進
さ
せ
る

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エコ
ノ
ミ
ー

～
地
方
自
治
体
に
期
待
さ
れ
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
構
想
～

NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット 
マネージャー

石上 渉
I S H I G A M I  W A T A R U

日系コンサルティング会社を経て
現職。主に地域経済活性化と知
的財産の戦略的活用をテーマに
政策提言、調査研究、事業開発
コンサルティングに従事。
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い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
経
済
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
I
C
T

技
術
を
用
い
た
現
代
的
な
手
法
で
異
な

る
分
野
の
人
た
ち
の
交
流
を
促
進
し
、

失
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
す
る

側
面
も
あ
り
地
域
住
民
の
生
活
の
質

（Q
uality of Life

）を
高
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

ソ
ウ
ル
市
が
取
り
組
む
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
シ
テ
ィ
構
想

経
済
波
及
効
果
と
Q
O
L（Q

uality 

of Life

）の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
あ
る
が
、
韓

国
の
ソ
ウ
ル
市
で
は
世
界
で
初
め
て
大

都
市
の
政
策
と
し
て
取
り
入
れ
た
。
こ

れ
を「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
」と
名

付
け
、「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
・
ソ

ウ
ル
推
進
計
画
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
2
0
1
2
年
に
始
動
さ
せ
て
い

る
。ソ

ウ
ル
市
で
は
、
以
下
の
3
点
の
よ

う
な
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。

①
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
起

業
や
進
出
を
支
援

起
業
や
進
出
に
係
る
コ
ス
ト
の
一
部

を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
新
規
で
立
ち
上
げ
る
事

業
者
に
対
し
、
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
の

提
供
も
行
っ
て
い
る
。

②
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
す
る
市

民
の
認
知
度
向
上

個
々
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
者（
企
業
や
N
P
O
等
）や
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を

調
査
・
評
価
し
、
信
頼
に
値
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
指
定
し
、
市
民
に
紹
介
す
る
。

ま
た
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
中
学
校
・
高

校
に
お
い
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
関
す
る
知
見
を
深
め
る
た
め

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
講
演
を
実

施
す
る
。

③
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
と
し
て
の
ソ
ウ

ル
市
を
P
R

①
、
②
の
取
組
み
等
を
国
内
外
に

P
R
す
る
こ
と
で
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

シ
テ
ィ
と
し
て
の
ソ
ウ
ル
市
を
認
知

さ
せ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット 
コンサルタント

杉崎（原田） 茉莉絵
S U G I Z A K I  M A R I E

国内農業機械大手メーカーを経て
現職。地方自治体における子育
て支援事業や地方創生案件に携
わる。

図1｜ 海外におけるシェアリングエコノミー型サービスの例

出所｜ 総務省「社会課題解決のための新たなICTサービス・技術への人々の意識に関する調査研究」（平成27年）
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc242110.html

事例名称 実施主体 開始時期 概要

Airbnb Airbnb（米国） 2008年8月 保有する住宅や物件を宿泊施設として登録し、貸し出しできるプラットフォームを提供するWEBサービス。190か国超の34,000超の
都市で100超の宿が登録されている。

Uber Uber（米国） 2010年6月 スマートフォンやGPSなどのICTを活用し、移動ニーズのある利用者とドライバーをマッチングさせるサービス。高級ハイヤーを配車する
Uber、低価格タクシーを配車するuberX、既存のタクシーを配車するUberTAXIなどのサービスを提供。

Lyft Lyft（米国） 2012年8月 スマートフォンアプリによって移動希望者とドライバーをマッチングするサービス。Facebookのアカウントか電話番号でログインして利
用する。移動希望者とドライバーがお互いに評価を確認してから、乗車が成立する。

DogVacay DogVacay 
（米国） 2012年 ペットホテルの代替となるペットシッターの登録・利用が可能なプラットフォームを提供するWEBサービス。

RelayRides RelayRides 
（米国） 2012年 使用されていない車を、オーナーからスマートフォンアプリを通じて借りることができるサービス。米国内の2,100以上の都市及び300

以上の空港で利用できる。

TaskRabbit TaskRabbit 
（米国） 2011年7月 家事や日曜大工等の作業をアウトソーシングするためのウェブサービス。

Prove Trust Prove Trust 
（米国） 2014年 シェアリング・エコノミーにおける貸主と借主の信頼関係を一括で管理できるWEBサービス。
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の
起
業
や
進
出
を
促
し
新
た
な
産
業

と
雇
用
の
創
出
を
図
る
。

ソ
ウ
ル
市
が
実
施
す
る
こ
れ
ら
の
政

策
に
は
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
先

進
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
欧
米

諸
国
か
ら
の
視
察
も
あ
り
、
既
に
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
も
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
テ
ィ

宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
市
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
取
組

み
は
、
初
期
的
段
階
で
あ
り
な
が
ら
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
新
し

い
産
業
と
雇
用
を
創
出
し
、
ソ
ウ
ル
市

で
も
空
い
て
い
る
土
地
や
部
屋
を
シ
ェ

ア
す
る
な
ど
に
よ
り
新
た
な
財
源
確
保

に
繋
が
っ
て
い
る
。

国
内
に
お
け
る
市
場
動
向

国
内
に
お
い
て
も
子
育
て
シ
ェ
ア

（
子
育
て
を
地
域
で
頼
り
合
え
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
、
支
援
し
た
い
人
と
地

域
の
親
子
が
出
会
う
リ
ア
ル
な
場
づ
く

り
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

頼
り
合
い
の
仕
組
み
）と
い
っ
た
子
育

て
を
支
援
し
、
女
性
の
就
労
を
促
進
さ

せ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
始

め
て
い
る
。

本
年
1
月
、
奈
良
県
生
駒
市
で
は
、

子
育
て
を
応
援
す
る
親
子
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
と
、
地
域
の
顔
見
知
り
同
士

で
登
録
し
て
、
1
時
間
あ
た
り
5
0
0

円
～
7
0
0
円
で
子
ど
も
を
預
け
合
え
る

「
子
育
て
シ
ェ
ア
」の
環
境
づ
く
り
を
事
業

の
柱
と
す
る
株
式
会
社
A
s
M
a
m
a

と「
子
育
て
支
援
の
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
た
。

今
後
、
両
者
は
子
育
て
情
報
の
発
信
、

子
育
て
支
援
事
業
や
子
育
て
シ
ェ
ア
周

知
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
子
育
て
世
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
に
お
い
て

協
力
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

る
。国

内
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
普
及
に
は
様
々
な
業
法
規
制

の
緩
和
が
必
要
と
な
る
場
合
が
伴
う
も

の
の
、
政
府
の
動
向
に
つ
い
て
見
る
と
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
意
識
し

た
規
制
緩
和
を
目
指
す
動
き
も
あ
る
。

本
年
1
月
、
東
京
都
大
田
区
で
は
、

一
般
住
宅
の
空
き
部
屋
を
宿
泊
施
設
と

し
て
活
用
す
る「
民
泊
」を
認
め
る
条
例

を
全
国
で
初
め
て
施
行
し
た
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
個

人
間
で
の
取
引
が
中
心
と
な
る
こ
と
か

ら
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
に
漠

然
と
し
た
不
安
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
躊
躇
す
る
人
も
少
な
く
な
く
、
信
頼

性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
は
本
年
7
月

か
ら「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」に

対
応
し
た
保
険
商
品（
事
故
が
起
き
た

場
合
の
賠
償
額
を
補
償
）を
販
売
す
る

予
定
で
あ
り
、
今
後
、
国
内
に
お
い
て

も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
市

場
が
成
長
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

高
齢
者
や
女
性
の
就
業
促
進
な
ど

社
会
課
題
を
解
決

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
訪
日
外
国

人
の
増
加
に
伴
い
民
泊
を
中
心
と
す
る

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
が
、
2
0
2
0
年
以
降

は
ど
う
か
。

2
0
3
0
年
に
は
、
日
本
国
民
の
3

人
に
1
人
が
65
歳
以
上
に
、
20
年
後
の

2
0
4
0
年
に
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が

高
齢
期
を
迎
え
1
5
0
0
万
人
の
働
き

手
が
消
え
る
。

2
0
5
0
年
に
は
日
本
の
総
人
口
が

現
在
よ
り
約
3
1
0
0
万
人
減
少
し
約

9
5
0
0
万
人
に
、
高
齢
化
率
は
約

40
％
と
な
り
、
働
く
世
代
1
・
7
人
で

1
人
の
お
年
寄
り
を
支
え
る
こ
と
に
な

る
。我

が
国
を
め
ぐ
る
労
働
力
人
口
減
少

問
題
を
背
景
に
、
女
性
や
高
齢
者
等
の

就
業
促
進
は
、
日
本
社
会
が
取
り
組
む

べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
海
外
で
は

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
結
果
的

に
高
齢
者
や
女
性
の
就
業
促
進
な
ど
社

会
課
題
を
解
決
し
た
事
例
が
あ
る
。

P
w
C 

J
a
p
a
n
の
調
べ※

に
よ
る

と
、
米
国
で
は
、
人
口
の
7
%
が
サ
ー

ビ
ス
提
供
者（
う
ち
16
％
が
65
歳
以
上
）

と
、
多
く
の
高
齢
者
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
を
通
じ
て
働
く
機
会
を
得

て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
シ
ェ
ア
は
、
求
職
中

の
子
育
て
マ
マ
が
子
ど
も
の
送
迎
や
託

特集レポート

07
石上 渉
杉崎 茉莉絵

※ https://www.pwc.com/sg/en/publications/assets/the-sharing-economy-jp.pdf
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児
子
育
て
の
プ
ロ
で
あ
る
高
齢
者
に
依

頼
す
る
こ
と
が
結
果
的
に
高
齢
者
と
子

育
て
マ
マ
の
就
業
促
進
に
繋
が
っ
て
い

る
。さ

ら
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
I
C
T
技
術
を
利
活

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
地
方
に

散
見
さ
れ
る「
空
き
家
の
有
効
活
用
」、

「
移
動
交
通
手
段
の
整
備
」や「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
保
全
」等
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
方
自
治
体
に
お
け
る
取
組
み

今
後
、
生
駒
市
や
大
田
区
の
よ
う
に

社
会
課
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

取
り
組
む
地
方
自
治
体
は
増
え
る
の
で

は
な
い
か
。

ソ
ウ
ル
市
な
ど
の
先
進
的
な
事
例
を

参
考
に
、
効
果
が
上
が
る
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
地
方
自
治
体
の
取
組
み
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

①
自
自
治
体
で
効
果
が
出
や
す
い
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
。

	

地
域
の
地
理
的
要
因
や
産
業
構
造
、

就
労
状
況
、
企
業
の
集
積
状
況
等
に

よ
り
有
効
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
が
異
な
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
普
及
拡
大
に
向
け
て
は
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
地
域
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
ど
の
よ
う
な
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
有
効
な
の
か
明

確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
起
業

や
進
出
を
支
援
す
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
一
民
間
企
業
の
事

業
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

産
業
活
性
化
や
雇
用
促
進
、
生
活
者

の
Q
O
L
向
上
に
向
け
た
施
策
と
捉

え
、当
該
事
業
者
に
足
り
な
い
リ
ソ
ー

ス
を
明
ら
か
に
し
、
ヒ
ト
、
技
術
、

情
報
、
カ
ネ
を
複
合
的
に
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
有
効

性
を
周
知
・
啓
発
す
る
。
特
に
地
方

に
お
い
て
は
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
地
域
住
民
に
お
け
る
認
知
度

は
低
く
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

提
供
者
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利

便
性
を
紹
介
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
周
知
・
啓
発
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

④
業
法
規
制
の
適
用
を
除
外
ま
た
は
緩

和
す
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
旅
館
業
法
の

民
泊
や
道
路
運
送
法
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
よ
う
に
業
法
規
制
が
な
け
れ
ば

実
現
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
も
存
在
す
る
。

東
京
都
大
田
区
で
は
、
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
個
人

宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
部
屋
を
宿

泊
施
設
と
し
て
営
業
で
き
る
よ
う
特

例
と
し
て
認
め
る
よ
う
求
め
、
民
泊

の
解
禁
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
ま
ず
は
、

自
自
治
体
で
ニ
ー
ズ
の
あ
り
そ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
上
で
ど
の
よ

う
な
業
法
規
制
が
阻
害
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
規
制
の
適
用
を
除
外
ま
た

は
緩
和
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
や
代
替

措
置
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
他

自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
規
制
緩
和

に
向
け
国
に
要
望
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

⑤
規
制
緩
和
が
伴
う
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
地
域
を
開
放
し
、
国
内
外
の
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
を
呼
び
込
む
。

ま
と
め

知
り
合
い
と
そ
う
で
な
い
人
の
接
し

方
に
大
き
な
差
が
あ
る
日
本
人
の
社
会

に
お
い
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
馴
染
ま
な
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
る
が
、
地
方
自
治
体
が
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
参
画
す
る
こ
と

で
、
信
頼
性
が
向
上
し
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
促
進
さ
れ
る
だ
ろ

う
。ま

た
、
地
域
の
課
題
を
熟
知
す
る
地

方
自
治
体
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

に
企
業
と
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
で
、

既
存
事
業
者
の
供
給
が
追
い
つ
い
て
い

る
地
域
に
お
い
て
も
、
新
た
な
需
要
を

創
造
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
。
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08

１	
一億
総
活
躍
社
会・G
D
P
6
0
0 

兆
円
に
向
け
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
振
興

我
が
国
の
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
少

子
高
齢
化
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
政
府

は
、
①
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
、

②
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
、
③
安
心

に
つ
な
が
る
社
会
保
障
の「
新
・
三
本

の
矢
」の
実
現
を
目
的
と
す
る「
一
億
総

活
躍
社
会
」に
向
け
た
プ
ラ
ン（
ニ
ッ
ポ

ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
）の
策
定
を
進

め
て
い
る
。

本
プ
ラ
ン
で
は
、
①
希
望
を
生
み
出

す
強
い
経
済
の
目
標
と
し
て
、「
戦
後
最

大
の
名
目
G
D
P
6
0
0
兆
円
」が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
取

組
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
一
層
の
拡
大
に
よ
る「
観
光
先
進

国
の
実
現
」が
位
置
付
け
ら
れ
、
裾
野

が
広
い
観
光
を「
一
億
総
活
躍
の
場
」と

す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る（「
ニ
ッ

ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン（
案
）」よ

り
）。

２	
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
野
心

的
な
目
標
値
の
設
定

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
は
、

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」（
平
成
28
年
3
月
・
明
日
の
日
本
を

支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
決

定
）に
お
い
て
、「
従
来
の
政
府
目
標
を

大
幅
に
前
倒
し
し
、
か
つ
、
質
の
高
い

観
光
交
流
を
加
速
さ
せ
る
」と
さ
れ
、

「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
に
つ
い
て
、

2
0
2
0
年
に
4
0
0
0
万
人
、2
0
3
0

年
に
6
0
0
0
万
人
」と
い
っ
た
量
的
な

目
標
値
の
他
、「
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費

額
に
つ
い
て
、
2
0
2
0
年
に
8
兆
円
、

2
0
3
0
年
に
15
兆
円
」な
ど「
質
的
な

向
上
」に
関
す
る
目
標
値
も
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る

（
図
1
）。

一
億
総
活
躍
社
会
に
向
け
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
振
興

～
観
光
振
興
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
自
律
的
な
観
光
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
提
案
～

NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット 
マネージャー

石丸 希
I S H I M A R U  M O T O M U

都市計画コンサルティング会社を
経て現在に至る。主に都市構造
再編計画、土地利用計画、公共
施設整備計画、中心市街地活性
化計画、ＰＦＩ事業アドバイザリー
業務などに従事。現在、地域再生・
振興、防災・減災、インバウンド
観光振興などの分野の業務に従
事。技術士（建設部門・都市およ
び地方計画）、一級建築士、土
地区画整理士。

Info-Future® No.51 July 2016│34



※1 KPI（Key Performance Indicators）：重要業績評価指標。組織の目標達成の度合いを定義する補助となる計量基準群。
※2 日本版DMO候補法人の登録制度：観光庁を登録主体として、日本版ＤＭＯの候補となり得る法人を「登録」する制度。登録を行っ

た法人及びこれと連携して事業を行う関係団体に対して、関係省庁が連携して支援を行うことで、各地における日本版ＤＭＯ
の形成・確立を強力に支援する。平成28年5月31日現在で81件が登録。

３	

地
域
経
営
の
視
点
に
基
づ
い
た

地
域
単
位
で
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

こ
の
よ
う
な
量
と
質
の
両
面
を
含
む

高
い
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
我

が
国
全
体
と
し
て
の
観
光
振
興
施
策
の

展
開
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域
経
営
の
視

点
に
基
づ
い
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
地

域
単
位
で
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
自
治
体
や
観
光
圏
等
の
地

域
単
位
で
、
確
か
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

観
光
実
態
の
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
明

確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
戦

略
を
関
係
者
と
協
同
し
て
策
定
し
、

K
P
I ※

１

を
設
定
し
た
上
で
実
行
し
、
そ

の
結
果
を
新
た
な
戦
略
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
て
、

先
ず
は
当
該
地
域
の
観
光
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
材
料

と
し
て
、「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査
」、「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」、「
訪
日
外

国
人
消
費
動
向
調
査
」な
ど
の
統
計
・

デ
ー
タ
の
他
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム（
R
E
S
A
S
）な
ど
の
ツ
ー
ル
も
提

供
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
既

存
の
統
計
・
デ
ー
タ
等
は
、
エ
リ
ア
と

し
て
の
粒
度
や
公
開
間
隔
、
調
査
実
施

か
ら
公
開
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
等
の

観
点
か
ら
、
例
え
ば
、
小
規
模
な
基
礎

自
治
体
を
単
位
と
し
た
地
域
で
観
光
戦

略
を
策
定
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

短
い
間
隔
で
回
す
必
要
が
あ
る
場
合
な

ど
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は

言
え
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
組
織
と
し

て
は
、
観
光
庁
が
主
体
と
な
っ
た
日
本

版
D
M
O
候
補
法
人
の
登
録
制
度※

２

が
創

設
さ
れ
、
立
場
の
異
な
る
多
様
な
関
係

者
が
参
画
・
連
携
し
て
観
光
事
業
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
日
本
版
D
M
O※

３

へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ら
D
M
O
が
策
定
す
る
観
光

戦
略
の
基
礎
情
報
と
し
て
、
各
地
域
に

お
け
る
観
光
動
態
に
係
る
デ
ー
タ
等
の

一
層
の
拡
充
が
期
待
さ
れ
る
。

図1｜ 明日の日本を支える観光ビジョンにおける新たな目標値

出所｜ 明日の日本を支える観光ビジョン/平成28年3月30日

2020年 2030年

1）訪日外国人旅行者数 4,000万人 
（2015年の約2倍）

6,000万人 
（2015年の約3倍）

2）訪日外国人旅行消費額 8兆円 
（2015年の2倍超）

15兆円 
（2015年の4倍超）

3）地方部での外国人延べ宿泊者数 7,000万人泊 
（2015年の3倍弱）

1億3,000万人泊 
（2015年の5倍超）

4）外国人リピーター数 2,400万人 
（2015年の約2倍）

3,600万人 
（2015年の約3倍）

5）日本人国内旅行消費額 21兆円 
（最近5年間の平均から約5％増）

22兆円 
（最近5年間の平均から約10％増）

図2｜ 訪日外国人観光客の時間帯別の集積状況

出所｜ NTTデータ経営研究所調査

観光時間帯（10-17時台）

	 	-	2500
	 2501	-	5000
	 5001	-	10000
	10001	-	25000
	25001	-	

昼食時間帯（11-13時台）

	 	-	2500
	 2501	-	5000
	 5001	-	10000
	10001	-	25000
	25001	-	

宿泊時間帯（02-04時台）

	 	-	2500
	 2501	-	5000
	 5001	-	10000
	10001	-	25000
	25001	-	

夕食時間帯（18-20時台）

	 	-	2500
	 2501	-	5000
	 5001	-	10000
	10001	-	25000
	25001	-	
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４	

既
存
統
計
以
外
の
デ
ー
タ
を
用

い
た
観
光
動
態
分
析
の
事
例

既
存
統
計
以
外
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
地
域
に
お
け
る
観
光
動
態
の
分
析

を
行
っ
た
事
例
を
以
下
に
紹
介
し
た

い
。図

2
は
、
ド
コ
モ
・
イ
ン
サ
イ
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
社
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計※

４

®
を
用
い
て
、
あ
る
自
治
体
の
時
間
帯

別
の
訪
日
外
国
人
の
集
積
状
況
の
分
析

を
当
社
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
訪

日
外
国
人
観
光
客
が
保
有
す
る
携
帯
電

話
の
基
地
局
情
報
を
用
い
た
同
統
計
に

よ
り
、
既
存
統
計
で
は
把
握
で
き
な
い

細
か
い
エ
リ
ア
ご
と
に
、
ま
た
時
間
帯

別
に
集
積
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
例
え
ば
、
観
光
時
間
帯
の

観
光
客
は
多
い
も
の
の
宿
泊
す
る
観
光

客
は
少
な
い
、
い
わ
ゆ
る「
素
通
り
型
」

の
観
光
地
も
把
握
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
は
、

デ
ー
タ
の
サ
ン
プ
ル
数
が
実
態
の
1
割

程
度
と
多
い
観
光
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ

る
こ
と
か
ら
統
計
的
な
分
析
が
可
能
で

あ
り
、
ま
た
、
現
状
で
は
訪
日
外
国
人

観
光
客
が
少
な
い
地
域
に
お
い
て
も
多

く
の
サ
ン
プ
ル
が
期
待
で
き
る
特
徴
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
集
積
状
況
だ
け

で
な
く
、
自
治
体
間
や
拠
点
間
の
移
動

状
況
や
国
籍
別
の
分
析
も
可
能
で
あ

り
、
観
光
戦
略
を
検
討
す
る
際
の
有
効

な
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
。

た
だ
し
、
一
般
的
に
統
計
・
デ
ー
タ

に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
前
提
条
件

が
異
な
る
こ
と
等
か
ら
、
観
光
戦
略
の

検
討
を
行
う
場
合
に
は
、
中
央
省
庁
等

が
実
施
・
公
表
し
て
い
る
既
存
統
計
・

デ
ー
タ
を
活
用
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
補

完
す
る
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

５	

自
律
的
な
観
光
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
へ
の
期
待

D
M
O
等
が
主
体
と
な
っ
た
観
光
戦

略
の
策
定
に
際
し
て
、
現
状
で
は
、
観

光
庁
な
ど
の
中
央
省
庁
や
都
道
府
県
な

ど
が
実
施
・
公
表
し
て
い
る
統
計
・
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
市
町
村
等
が
独
自
に
実
施
・
収
集

し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
独
自
の
デ
ー
タ
を
市
町
村

等
が
頻
繁
に
収
集
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
既
述
の
我
が
国
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

に
示
さ
れ
た
高
い
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
全
国
で
の
D
M
O
設
立
を
促

進
し
、
こ
れ
ら
D
M
O
が
中
心
と
な
っ

た
観
光
戦
略
の
策
定
と
戦
略
を
実
行
に

移
し
、
検
証
し
、
新
た
な
戦
略
に
反
映

す
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
加
速
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
都
度
、
新
た
な

デ
ー
タ
を
独
自
に
収
集
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
特
に
、
予
算
化
が
必
要
な
市
町

村
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
頻
繁
に

デ
ー
タ
収
集
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

な
い
。

こ
の
た
め
、
必
要
な
都
度
に
市
町
村

等
が
個
別
に
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
の
で

は
な
く
、
観
光
客
の
活
動
デ
ー
タ
を
自

動
的
に
蓄
積
し
、
蓄
積
さ
れ
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
市

町
村
や
D
M
O
等
が
観
光
戦
略
策
定
に

活
用
し
、
観
光
振
興
の
結
果
さ
ら
に
多

く
の
活
動
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
、
自

律
的
な
観
光
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

許
諾
を
得
た
観
光
客
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
携
帯
端
末
に
情
報
収
集
用
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

も
ら
い
、
位
置
情
報
な
ど
の
動
態
情
報

の
他
、
属
性
情
報
、
決
済
情
報
、
検
索

情
報
、
嗜
好
情
報
等
の
活
動
デ
ー
タ
を

自
動
収
集
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
観
光
客
の
自
主
的
な
協
力

の
み
に
期
待
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
は
、
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
数
が
限
ら

れ
、
統
計
的
な
分
析
が
可
能
な
多
量
の

サ
ン
プ
ル
数
の
持
続
的
・
安
定
的
な
確

保
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客

に
一
定
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

し
、
こ
れ
を
誘
引
と
し
て
観
光
客
の
携

帯
端
末
へ
の
情
報
収
集
用
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
促
し
、
情

報
収
集
と
活
用
の
許
諾
を
得
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し

て
は
、「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
国
内
に

お
け
る
受
入
環
境
整
備
に
関
す
る
現
状

調
査
」（
平
成
28
年
1
月
／
総
務
省
・
観

光
庁
）に
お
い
て「
旅
行
中
困
っ
た
こ

と
」（
複
数
回
答
）と
し
て
最
も
回
答
が

多
か
っ
た「
無
料
公
衆
無
線
L
A
N
環

特集レポート

08
石丸 希

※3 DMO（Destination Management / Marketing Organization）：日本版ＤＭＯは、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと
愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに
基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人。

※4 モバイル空間統計：ドコモの携帯電話ネットワークにアクセスしている国内約7,000万台、訪日外国人約400万台の携帯電話の基地
局エリア情報を基に、時間帯別・エリア別に推計した人口統計情報。
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境
」（
46
・
6
％
）に
対
応
し
、
旅
行
期

間
中
の
W
i-

F
i
無
料
化
な
ど
も
有
効

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
純
粋

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
で
は
な
く
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
化
も
視
野
に
入

れ
た
社
会
実
装
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、

都
市
部
を
含
む
観
光

地
の
商
業
、
飲
食
、

物
販
、
宿
泊
、
サ
ー

ビ
ス
、
交
通
な
ど
の

分
野
の
事
業
者
と
連

携
し
、
観
光
客
か
ら

取
得
し
た
位
置
情
報

と
連
動
し
た
販
売
促

進
用
の
電
子
ク
ー
ポ

ン
の
発
行
や
、
検
索

情
報
と
連
動
し
た
レ

コ
メ
ン
ド
情
報
発
信

な
ど
、
観
光
客
へ
の

プ
ッ
シ
ュ
型
情
報
配

信
に
よ
り
収
益
化
を

図
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に

位
置
情
報
や
決
済
情

報
な
ど
と
プ
ッ
シ
ュ

型
情
報
配
信
が
紐
付

け
ら
れ
れ
ば
、「
ど
の

よ
う
な
情
報
配
信
の

結
果
、
ど
こ
で
い
く

ら
使
っ
た
の
か
」な
ど
、
観
光
客
へ
の

働
き
か
け
結
果
の
効
果
測
定
が
可
能
と

な
る
た
め
、
受
益
者
で
あ
る
事
業
者
か

ら
の
費
用
徴
収
も
相
対
的
に
容
易
に
な

る
。
日
本
版
D
M
O
に
は
自
律
的
・
継

続
的
に
活
動
す
る
た
め
の
安
定
的
な
運

営
資
金
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
が
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
収
益
確
保
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
D
M
O
の

運
営
資
金
確
保
の
一
助
に
も
な
り
得

る
。更

に
、
我
が
国
の
自
然
災
害
の
多
さ

が
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
懸
念
材
料
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
取
得
す

る
観
光
客
の
位
置
情
報
等
を
防
災
分
野

で
も
活
用
し
、
多
言
語
翻
訳
技
術
と
組

み
合
わ
せ
て
防
災
情
報
配
信
や
避
難
誘

導
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
観
光
促
進
だ
け
で
な

く
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
安
全
・
安

心
な
観
光
を
支
援
す
る「
お
も
て
な
し

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と
し
て
展
開
す

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。（
図
3
）

こ
の
よ
う
に
、
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
振
興
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
高
い
目
標
も
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
市
町
村
や

D
M
O
等
が
中
心
と
な
っ
て
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
の
が
観

光
戦
略
で
あ
り
、
観
光
戦
略
は
各
地
域

の
正
確
か
つ
詳
細
な
観
光
デ
ー
タ
の
分

析
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。当

社
で
は
現
在
、
全
国
の
自
治
体
等

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
振
興

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
事
例
で
も
紹

介
し
た
独
自
の
観
光
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
分
析
・
検
討
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

分
析
・
検
討
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
は

自
治
体
等
が
頻
繁
に
行
え
る
も
の
で
は

な
く
、
観
光
戦
略
の
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
加
速
化
に
よ
る
観
光
振
興
の
推
進

が
求
め
ら
れ
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
観

光
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な

D
M
O
や
自
治
体
等
が
最
新
の
観
光

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
イ
ン
フ

ラ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
将
来
的
な
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
本

稿
が
観
光
振
興
に
取
り
組
む
D
M
O
や

自
治
体
等
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

図3｜ 観光情報プラットフォームのイメージ

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

観光情報プラットフォーム 

訪日外国人観光客 

・母国や入国空港等でスマホにアプリを
ダウンロード 

・無料Wi-Fiや割引クーポン等を提供 
・情報収集や属性把握の許諾 

GPS衛星 

検索情報 

位置情報 

決済情報 

嗜好情報 

観光ビッグデータ データ分析 

・観光客の移動経路 
・集積地予測や買物

予測 
・ネガティブ・ポジ

ティブ要素把握 
・観光戦略・DMO

計画立案 

測位
 

活用 
地域へ 

フィードバック

・観光ビッグデータを地域経済活性化に活用 
・物販、飲食、宿泊等への誘客、レコメンド 

・ネガ・ポジ情報を踏まえた観光まちづくり
・予測に基づく品揃えや準備

 

平時 
（観光） 

非常時 
（災害） 

・多言語での災害情報 
・多言語翻訳 

・多言語での
避難誘導 

インセンティブ 
Wi-Fi無料化 

オープン 
データ 

日本版DMO 
市町村等 費用 

徴収 
自動 
蓄積 

・位置情報
と連動し
たクーポ
ンの発信 

・決済情報
に基づく
レコメンド

・交通、宿泊、飲食、
買物などの検索情報
をWi-Fi経由で自動
収集

・位置情報や時刻などの観
光動態情報をWi-Fi経由
で自動収集 

・物販（免税）、飲食、宿
泊などの決済情報をWi-
Fi経由で自動収集 

・ツイッターやインスタグ
ラムなどSNS情報をWi-
Fi経由で発信・収集 
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NTTデータ経営研究所 
社会システムコンサルティング部門 
ライフ・バリュー・クリエイションコンサルティングユニット 
シニアコンサルタント

岸本 純子
K I S H I M O T O  J U N K O

国立系研究機関、大手ITベンダー
を経て2012年より現職。ヘルス
ケアICTのグローバル展開、地域
医療連携システム、防災情報シ
ステム、多言語音声翻訳に関す
るコンサルティングやマーケット調
査を実施。現在は、コミュニケー
ションロボット×AI（人工知能）と
IoTをテーマに活動中。情報通信、
画像工学、感性工学、ヘルスケ
アICT、遠隔医療、グローバル
展開、等

１	
人
工
知
能（
A
I
）や
I
o
T

な
ど
高
度
情
報
通
信
技
術
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待

日
本
の
内
需
は
高
齢
化
・
人
口
減
少

等
を
背
景
に
縮
退
傾
向
に
あ
り
、
新
た

な
経
済
成
長
に
向
け
た
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
あ
る
。
経
済
停
滞
か
ら
脱
す
る

た
め
に
も
、
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る

新
産
業
の
創
出
、
発
展
が
必
須
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
技
術
と

し
て
、
人
工
知
能（
A
I
）や
I
o
T
な

ど
高
度
情
報
通
信
技
術
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
欧
州
に
お
い
て
は
、
日
本

と
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
な
か
、
巨
額

の
予
算
が
技
術
開
発
研
究
の
た
め
に
確

保
さ
れ
て
お
り
、
科
学
技
術
が
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
鍵
と
し
て
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
科
学

技
術
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
経
済
成
長
・

雇
用
に
つ
な
げ
、
長
く
続
い
た
経
済
停

滞
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
明

ら
か
だ
。

政
府
が
高
ら
か
に
掲
げ
る
一
億
総
活
躍

社
会
は
、
端
的
に
表
現
す
る
と
、
更
な

る
経
済
成
長
を
め
ざ
し
、
社
会
保
障
の

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
経
済

成
長
の
指
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
国
内
総

生
産
を
増
や
す
た
め
に
は
、
労
働
人
口

増
加
、
ま
た
は
一
人
あ
た
り
の
生
産
性
を

向
上
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
、
女
性
活
躍
推
進
、
少
子
高
齢
化
克

服
な
ど
、
女
性
や
高
齢
者
が
働
き
や
す

い
社
会
づ
く
り
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
効
率
性
を

上
げ
て
生
産
性
を
向
上
す
る
か
、
市
場

を
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

な
る
。
A
I
や
I
o
T
な
ど
高
度
情
報

通
信
技
術
は
、
技
術
の
進
歩
に
よ
り
実

現
可
能
な
時
期
は
異
な
る
が
、
こ
の
前

者
、後
者
と
も
に
貢
献
で
き
る
モ
ノ・サ
ー

ビ
ス
を
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

将
来
像
も
含
め
て
図
1
に
具
体
的
な
例

を
示
す
。

I
o
T
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
が
い
た
る
と

こ
ろ
か
ら
集
ま
り
、
ク
ラ
ウ
ド
で
集
約
さ

れ
て
知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。
そ
れ
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を
A
I
が
学
習
し
、知
性
に
な
っ
て
い
く
。

端
末
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
エ
ッ
ジ
側
で
は
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
学
習
し
、
自
律

的
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
ク
ラ
ウ

ド
、
エ
ッ
ジ
で
の
役
割
を
明
確
に
し
、
並

行
し
て
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

る
。本

稿
で
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
か
か

わ
っ
て
き
た
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
医
療
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
お
け
る
I
o
T
や

A
I
の
高
度
情
報
通
信
技
術
が
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
更
に
、
A
I
や

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
を

含
め
て
述
べ
る
。

２	

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
の

A
I
の
活
用

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
A
I
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
我
々
の
生
活

に
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の

か
。
医
師
な
ど
の
専
門
家
の
知
識
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
与
え
、
専
門
家
の
代
替

を
さ
せ
る
取
り
組
み
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
と
し
て
70
年
代
か
ら
研
究
開
発
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
医
師
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
も
A
I
の
研
究
の
ブ
ー
ム

（
現
在
は
第
3
の
A
I
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ

て
い
る
）と
併
せ
て
進
歩
し
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
医
師
の
代
替
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
は
性
能
的
に
も
倫
理

的
に
で
き
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
意

見
で
あ
る
。
た
と
え
正
し
い
診
断
の
確

率
が
非
常
に
高
い
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
下

し
た
診
断
や
治
療
計
画
を
受
け
入
れ
る

準
備
が
ま
だ
我
々
患
者
側
に
で
き
て
い
な

い
し
、
制
度
面
に
お
い
て
も
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
病
気
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
完
全
な
診
断
が
で
き
る
わ

け
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
現
在
で

は
、
A
I
は
医
師
の
代
わ
り
を
す
る
の

で
は
で
は
な
く
、
医
師
の
診
断
の
手
助

け
を
す
る
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
A
I
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
背
景
に

は
、
A
I
に
よ
っ
て
画
像
認
識
の
精
度
が

飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
が
あ
る
。
機

械
学
習
の
ひ
と
つ
で
あ
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ（
深
層
学
習
）が
画
像
認
識
技
術

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
こ
と
か
ら
第

3
の
A
I
ブ
ー
ム
は
始
ま
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
診
断
画
像
は
フ
ィ
ル

ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
ほ
ぼ
移
行
し
て
い
る

た
め
、
機
械
学
習
に
よ
る
特
徴
点
抽
出

や
類
似
症
例
検
索
な
ど
、
デ
ー
タ
か
ら

機
械
学
習
に
よ
り
A
I
が
学
習
し
、

A
I
に
よ
る
自
動
診
断
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。
既
に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
病
理
画
像

の
自
動
診
断
が
機
械
学
習
に
よ
り
可
能

と
な
り
、
医
用
画
像
診
断
支
援
や
遠
隔

医
療
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

図1｜ 経済成長に貢献できるモノ・サービス

労働人口増加

女性活躍推進
・人間のかわりに家事をこなすロボット
・子守ロボット

少子高齢化克服

・身体機能を補完してくれるロボット
・自動運転車、自動運転モビリティ
・病気の自動診断、早期発見
・テーラーメイド医療

生産性向上
・人間の代わりに自律的行動するドローン
・工場、オフィスのIoT化

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成
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サ
ポ
ー
ト
」を
共
同
開
発
す
る
と
発
表
し

た
。W

atson

を
活
用
し
、
生
活
習
慣

の
調
査
結
果
や
遺
伝
子
検
査
、
P
H
R

（personal health record

）な
ど

の
デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析
す
る
。
こ
れ
ら

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
生
活
習
慣
改
善
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
す
る
の
で
あ
る
。

A
I
に
よ
る
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
っ
て

可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
A
I
の
得
意

な
分
野
で
あ
る
パ
タ
ー
ン
分
析
、
分
類
、

異
常
検
知
、
未
来
予
測
の
カ
テ
ゴ
リ
で

整
理
す
る（
図
2
）。
パ
タ
ー
ン
認
識
の

分
野
に
お
い
て
は
、
医
用
画
像
以
外
に
、

食
事
の
写
真
な
ど
か
ら
カ
ロ
リ
ー
計
算
な

ど
に
も
活
用
で
き
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
デ
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
生
活
パ
タ
ー
ン

や
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と

に
よ
り
個
人
の
趣
味
嗜
好
に
特
化
し
た

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
可
能
に
な
る
。
ま

た
、
生
活
習
慣
な
ど
か
ら
疾
病
リ
ス
ク

の
推
定
も
可
能
に
な
る
。

３	

A
I
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
化

経
済
産
業
省
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
定
義

は
、
セ
ン
サ
ー
＋
知
能
・
制
御
＋
駆
動
系

の
３
つ
の
要
素
技
術
を
有
す
る
、
知
能

化
し
た
機
械
シ
ス
テ
ム
と
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
主
に
工
場
な
ど
で
動
い
て
い
る

「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
」と
家
庭
な
ど
一
般
の

空
間
で
使
用
さ
れ
る「
非
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
」に
分
類
さ
れ
る
。「
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
」は
製
造
分
野
に
お
い
て
は
、
自
動
車

溶
接
シ
ス
テ
ム
、
食
品
製
造
業
に
お
け

る
物
流
シ
ス
テ
ム
や
製
品
組
み
立
て
を
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
非
製
造
業
分
野
に
お

い
て
は
、
自
動
田
植
え
機
な
ど
農
林
業

や
畜
産
に
関
連
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
あ

る
。「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
」に
お
い
て
、

A
I
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
自
律
移

動
や
物
を
つ
か
む
等
駆
動
系
を
制
御
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、

人
工
知
能
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
プ
リ
フ
ァ
ー
ド
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
と
と
も
に
、
自
己
学
習

機
能
に
よ
っ
て
ス
キ
ル
を
自
動
的
に
身
に

付
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い
る
。「
非

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
」に
は
、
生
活
分
野
で

活
躍
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
、
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
や
ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の「P

epper

」を

皮
切
り
に
A
I
を
搭
載
す
る
市
販
ロ
ボ
ッ

ト
が
続
々
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
の
で
、

米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
の「E

nlitic

」

は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
て
、
ガ

ン
の
悪
性
腫
瘍
を
的
確
に
発
見
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。
日
本
に
お

い
て
も
、
富
士
フ
イ
ル
ム
が
、
人
工
知
能

を
搭
載
し
、
過
去
の
症
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
、
病
変
の
画
像
の
特
徴
が
類
似
し

た
症
例
を
表
示
す
る
画
像
診
断
支
援
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ

ン
サ
ー
等
に
よ
っ
て
個
人
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー

タ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
が
ク
ラ
ウ
ド
上
に

集
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
も
今
後
、
A
I
が
活
用
さ
れ

る
分
野
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
遺

伝
子
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
疾
患
・
罹
患
リ
ス

ク
に
応
じ
て
、
自
分
の
状
態
に
あ
っ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
医
療
が
実
現
可
能
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
々

の
患
者
に
応
じ
た
治
療
選
択
を
、
迅
速

か
つ
正
確
な
診
断
で
、
費
用
効
率
よ
く

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
個
人
向
け
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

の
例
で
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
F
i
N
C
が
、
米
I
B
M

社
の
コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム「IB

M
 W

atson

」を
用
い
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ダ

特集レポート
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注
目
し
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
医

療
・
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
遠
隔
操

作
で
手
術
す
る
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
自
立
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護

者
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
あ
る
。

米
国
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ー
ジ
カ
ル
社

が
開
発
し
た
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト「da 

V
inci

」は
、
既
に
全
世
界
で
3
0
0
0

台
以
上
病
院
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
日

本
の
病
院
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
経
済

産
業
省
と
厚
生
労
働
省
が
研
究
開
発
及

び
普
及
を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
介
護
現
場
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
日

常
的
に
使
わ
れ
る
日
は
近
い
。
特
に
介

護
の
現
場
で
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

が
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
た
り
、

独
居
老
人
の
見
守
り
を
し
て
く
れ
る
ロ

ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
特
に
、
親
し
み
の
も
て

る
ロ
ボ
ッ
ト
の
A
I
が
人
間
並
み
に
会
話

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
孤
独
感

抑
制
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
少
し
時
間
を
必
要
と
す
る
が
、

ク
ラ
ウ
ド
上
に
デ
ー
タ
が
集
約
さ
れ
、
そ

れ
を
A
I
が
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
を
超
え
る
知
性
が
生
ま
れ
る
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
A
I

の
進
化
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
適
用
可

能
な
分
野
か
ら
社
会
実
装
を
し
て
い
く

こ
と
が
、
す
な
わ
ち
A
I
の
進
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

A
I
な
ど
の
高
度
情
報
通
信
技
術
が
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
経
済
成
長
・
雇
用
に

つ
な
が
り
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
を

支
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

 

図2｜ 医療・ヘルスケア分野におけるデータ利活用の可能性

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

 
・バイタルデータ（血圧、血糖値等）
・健康情報（摂取カロリー、活動量等）

・会話データ
 

 
・フィットネス

 
・見守り

 
・宅配

 

 
・介護記録  

 
・健康診断データ  
・医療費データ  

・メンタルヘルスデータ  
・遺伝子情報  

パターン認識 

分類 

異常検知 

未来予測 

AI（機械学習）の適用例 データ分析 ビッグデータ

 
・服薬情報  

疾病と生活環境との因果関係は？ 

個人に合わせた治療プラン、投薬プランは？ 

慢性病疾患のリスクの程度は？ 

個人に適したケアプランやサービスは？ 

個人に最適化した健康管理サービスは？ 

食事の写真からカロ
リーを計算 
自動画像診断支援 

会話データや生活習慣
からの認知症の早期発
見が可能 

疾病リスクを推定 

 
・診療情報  

生活習慣や日々のバイ
タルデータ、既往歴な
どから疾病リスクのパ
ターンを分類 
ライフスタイルに合わ
せた、生活習慣（食事、
運動、余暇）のアドバ
イス 

個人

周辺サービス事業者

介護事業者

保険者・健診機関

薬局

医療機関
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郵政省（当時）、外資系コンサル
ティングファームを経て現在に至
る。専門は、IT政策、電子政府
等の公共分野から、新規事業立
案支援、アウトソーシング、情報
システム構築に係る企業間取引、
IT人材育成まで多岐にわたる。
特に公共分野については、民間
経営と行政の基幹となる法律等
制度との接点に係るコンサルティ
ングを多数手がける。

１	
は
じ
め
に

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、U

ber

や
A
irbnb

等
、
P
2
P
で
行
政
が
介
入

せ
ず
に
、
宿
泊
、
タ
ク
シ
ー
配
車
等
を
中

心
に
市
場
の
裾
野
が
広
が
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
政
府
、
行
政
機
関
と
し
て

の
政
策
課
題
と
し
て
の
認
識
と
い
っ
た
点

で
は
ま
た
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

た
だ
し
、
民
泊
と
い
う
言
葉
が
一
定
の

市
民
権
を
得
て
利
用
者
数
が
広
が
る
に
伴

い
、
日
本
に
お
い
て
も
制
度
面
、
社
会
政

策
、
経
済
政
策
面
等
で
今
後
は
行
政
に

と
っ
て
軽
視
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
一
方
、
世
界
的
に
見
て
も
E
U
を

は
じ
め
、
政
策
課
題
と
し
て
技
術
、
社

会
福
祉
か
ら
経
済
政
策
面
ま
で
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
分
析
と
今
後
の
政
策

へ
の
示
唆
出
し
と
い
う
点
で
進
ん
だ
国
、

地
域
も
出
現
し
て
い
る
。

お
り
し
も
、
E
U
議
会
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
部
門
で
本
年
1
月
に
こ
う
し
た
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
行
政
、
政
策
面
で

の
対
応
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
。
同
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る"The 

C
ost of N

on-E
urope in the 

S
haring econom

y"

（
2
0
1
6

年
1
月
） 

で
の
課
題
認
識
、
検
討
内
容

を
ひ
も
解
き
つ
つ
、
今
後
の
日
本
の
政
府

あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
の
対

応
に
関
す
る
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た

い
。

（
1
）定
義

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
関
す
る一
般
的
な
定
義
を
ス
タ
ー

ト
台
と
し
つ
つ
、
公
共
政
策
面
で
の
示
唆

に
つ
い
て
の
言
及
を
付
加
的
に
考
慮
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
定
義
と
し
て
は
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
共
有
対
象
と
す
る
リ

ソ
ー
ス
は
、
人
的
資
源
か
ら
物
理
的
資
源

等
多
岐
に
わ
た
り
、
プ
ロ
セ
ス
面
で
も
生

産
、
流
通
、
取
引
、
消
費
に
い
た
る（
人

あ
る
い
は
組
織
の
）様
々
な
活
動
を
対
象

と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
形
態
を
と
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
交
換

特集レポート

10

シェア
リ
ン
グ
エコ
ノ
ミ
ー
が
も
た
ら
す

政
策
課
題（
E
U
に
学
ぶ
）

※1 http://www.europarl.europa.eu/RegData/etudes/STUD/2016/558777/EPRS_STU(2016)558777_EN.pdf
※2 http://www.europarl.europa.eu/RegData/etudes/BRIE/2015/568345/EPRS_BRI(2015)568345_EN.pdf
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（sw
apping

）、
共
同
購
入
、
共
同
消
費
、

共
同
所
有
、
交
換
、
レ
ン
タ
ル
そ
の
他
非

常
に
多
様
で
あ
り
、
ま
た
個
々
の
取
引
、

経
済
行
為
の
み
な
ら
ず
、
集
合
体
と
し
て

の
経
済
活
動
ま
で
含
め
て
お
り
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の一
形
態
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
も
そ
の一
種
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
従

来
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
で
は
十
分
な

定
義
を
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）効
果

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
効
果
と
し

て
は
、
従
来
の
所
有
等
に
伴
う
資
源
の

過
少
利
用
の
状
態
が
レ
ン
タ
ル
等
に
よ
っ

て
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
果
的
に
取

引
コ
ス
ト
の
削
減
や
よ
り
多
く
の
人
に
対

す
る
成
果
の
共
有
可
能
性
等
が
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

（
3
）対
象
と
な
る
財
、
資
源

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
適
用
さ
れ

る
代
表
的
な
財
、
資
源
に
つ
い
て
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

●	

宿
泊
、
収
容
施
設

●	

輸
送

●	

消
費
財

●	

労
働
、
人
的
資
源

●	

知
的
財
産

こ
れ
ら
の
う
ち
、
目
に
見
え
る
宿
泊
や

輸
送
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
あ
る
程

度
存
在
が
幅
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
労

働
・
人
的
資
源
の
取
引
、
知
的
財
産
等

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
し
て
の
裾
野
が
広
い

一
方
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
特
定
や
取
引
関

係
の
可
視
化
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な

い
。
特
に
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
と

き
に
は
、
課
税
や
既
存
の
法
制
度
と
の

整
合
性
と
い
っ
た
点
で
の
課
題
が
生
じ

る
。

（
4
）政
策
面
で
の
波
及

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
市
場
の
活
性
化
と
い
う
経

済
的
観
点
以
外
に
も
様
々
な
政
策
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
に

た
っ
て
い
る
。

●	

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

●	

経
済
活
動
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
高
度

化
●	
社
会
、
都
市
政
策

●	
マ
ク
ロ
経
済
上
の
波
及
効
果

●	（
雇
用
、
社
会
福
祉
等
）社
会
保
障
上

の
波
及

●	

環
境
保
護

E
U
加
盟
国
で
は
、
大
き
く
は
、
上

記
を
取
り
込
ん
だ
か
た
ち
で
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
に
前
向
き
に
取
り
組
む
国
も

あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
禁
止
的
、

抑
止
的
な
制
度
措
置
を
取
る
方
向
の
国

も
あ
る
。
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
が
正
し
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、（
分
野
、
業
種
等

で
の
）シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
展
開

を
見
定
め
た
う
え
で
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
同
レ
ポ
ー
ト
の
見
解
と
な
っ
て
い

る
。

２	

今
後
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
進
展
と
課
題

（
1
）今
後
へ
の
観
測

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
す
る
定

義
、
対
象
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
E
U

の
社
会
、
経
済
等
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ

ク
ト
が
も
た
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
整
理
し
て

い
る
。

●	

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
本
質
は
範

囲
、
規
模
の
成
長
に
伴
い
変
化
し
つ
づ
け

る
。
特
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
従

来
の
P
2
P
型（
個
人
対
個
人
）で
の
成

長
は
、（
経
済
全
体
に
占
め
る
）シ
ェ
ア
が

25
％
前
後
に
達
し
た
時
点
で
頭
打
ち
と
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は
E
U
の
主
要
国
で
は
早
け
れ
ば

2
0
1
8
年
ま
で
に
実
現
可
能
な
数
値

と
し
て
い
る

●	

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
効
果
を
発

揮
す
る
の
は
主
に（
人
が
集
積
す
る
）都

市
部
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
、
中
山

間
地
域
で
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

効
果
発
揮
に
つ
い
て
は
解
決
す
べ
き
課
題

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、（
無
形
サ
ー

ビ
ス
や
軽
い
も
の
と
比
べ
て
）重
い
消
費

財
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
難
し
く
、
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
適
不
適
が
あ
る

●	「
所
有
指
向
」が
レ
ン
タ
ル
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
等
の
普
及
の
支
障
と
な
る
ケ
ー
ス

（
例
：
自
動
車
、
不
動
産
）や
、
た
と

え
ば
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
、「
必
要

な
と
き
に
必
ず
手
に
入
ら
な
い
と
い
け

な
い
」財
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、（
必

要
な
と
き
に
必
ず
入
手
可
能
と
な
る
）

環
境
、基
盤
づ
く
り
が
必
要
と
な
る（
例

え
ば
、
緊
急
時
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
が（
他
が
利
用
中
で
あ
っ
て

も
）必
ず
い
ざ
と
い
う
と
き
に
利
用
可

能
な
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る

等
）。

●	

労
働
市
場
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
支
障
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
日
本
に
置
き
換
え
る
と
、
保
育
園

や
介
護
の
現
場
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な

賃
金
、
労
働
需
給
等
で
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

●	「
信
頼
の
連
鎖
」の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
を
小

口
で
レ
ン
タ
ル
、
購
入
し
よ
う
と
い
っ
た

場
合
に
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
が
所
定
の
価

格
で
確
実
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
信
用
と
、
安
心
し
て
提
供
さ
れ
る
環

境
・
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
と
な
る
。
今
後

は
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ど
の
よ

う
に
し
て
構
築
さ
れ
る
か
が
カ
ギ
と
な

り
、
信
用
で
き
る
保
険
機
能
、
ス
コ
ア
リ

ン
グ
等
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
整

備
と
普
及
が
不
可
欠
と
な
る

●	

取
引
に
伴
っ
て
発
生
す
る
所
得
の
適
切

な
把
握
に
基
づ
く
課
税
に
向
け
た
基
盤

構
築
が
税
制
上
は
必
要
と
な
る
。
一
方

で
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
す
る
国
際
経
済
の
下

で
、
例
え
ば
米
国
、
ア
ジ
ア
等
と
の
競

争
環
境
も
踏
ま
え
つ
つ
、
経
済
政
策
と

課
税
対
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
問
題
に
直
面
す
る（
図
１
）

総
じ
て
、
知
財
面
を
は
じ
め
従
来
の

規
制
、
制
度
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

上
の
事
業
者
等
に
全
面
的
に
適
用
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
国
境
を
越
え
た
取
引
が

る
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
は
限
定
的
に
と
ど

ま
る

●	

製
品
の
取
引
、
流
通
が
よ
り
小
口
化
、

付
加
価
値
基
準
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
特
に
小
口
の
発
注
や
製
造

に
対
応
で
き
な
い
業
種
、
企
業
に
お
い
て

は
、
生
産
能
力
過
剰
化
リ
ス
ク
が
高
ま

る
●	

社
会
の
不
平
等
化
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
両
論
あ
る
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
よ
り
、
財
へ
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性

が
増
え
れ
ば
、
格
差
解
消
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、（
流
通
等
の

小
口
化
の
進
展
に
よ
り
）資
源
の
過
少
利

用
状
態
の
解
消
が
実
現
す
れ
ば
、

5
7
2
0
億
ユ
ー
ロ
も
の
経
済
効
果
が

あ
る
と
し
て
い
る

（
2
）解
決
す
べ
き
課
題

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
社
会
に
対

し
て
も
た
ら
す
プ
ラ
ス
の
面
に
加
え
て
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
つ
き
つ
け
る

課
題
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

●	

デ
ジ
タ
ル
で
の
利
用
、
ア
ク
セ
ス
環
境
の

普
及
が
前
提
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
率
が
90
％
を
上
回
っ
た
時
に
、
デ

ジ
タ
ル
環
境
が
阻
害
要
因
で
な
く
な
る

と
し
て
い
る
。
な
お
、
90
％
の
普
及
率

特集レポート
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な
り
、
そ
の
後
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
全
体

を
事
業
者
の
出
現
に
伴
い
B
2
C
モ
デ

ル
に
変
化
す
る
と
い
う
観
測
で
あ
る

●	

消
費
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
価
格
の
低
下
と

品
質
の
向
上
と
い
う
恩
恵
を
受
け
る
。

市
民
個
人
向
け
の
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
マ
ス
・
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）が
実
現

す
る

●	

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
新
規
参
入

機
会
の
創
出
に
よ
り
、
個
人
事
業
主
に

と
っ
て
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
が
創
出

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
雇
用
型
の

よ
う
な（
福
利
厚
生
も
含
め
た
）恩
恵
が

も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

P
2
P
型（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
等
含
め
）で
自
立
で
き
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
ご
く
一
部
に
限
定
さ
れ
る

●	

従
来
型
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
上

で
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
市
場

で
の
競
争
が
激
化
す
る
が
、
土
地
や
道

路
と
い
っ
た
限
定
的
な
資
源
上
に
関
す



前
提
と
な
る
中
で
の
制
度
の
設
立
、
運
営

主
体
、
そ
し
て
監
視
機
関
の
あ
り
方
等
新

た
な
課
題
に
直
面
す
る
。
E
U
の
現
行
規

制
で
あ
る
E
U
指
令（E

-C
om

m
erce 

D
irective 

（2
0
0
0
/3

1
/E

C

）、

T
h
e

 S
e
rv

ic
e
s

 D
ire

c
tiv

e

（2
006/123/ec

）、
消
費
者
保
護
に

関
す
る
指
令
で
あ
るthe D

irective 

o
n

 

C
o
n
s
u
m

e
r 

R
ig

h
ts 

（2
011/83/E

C

）等
は
い
ず
れ
も
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
前
提
と
し
て
い
な

い
。

図1｜ シェアードエコノミーを支える基盤

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

資源効率
活用人の集積 信頼性

構築 労働需給

認証、
課金

スマート
フォン

プラット
フォーム サービス

知財税制 独占禁止 商取引

制度環境

ビジネス環境

IT 環境

基盤
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●	

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
事
前
登
録
の
な
い
短
期

の
住
居
貸
出
を
禁
止
し
、
当
局
に
よ
る

立
ち
入
り
検
査
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い

る
●	

ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
は（
集
合
住
宅
で
は
）、
ビ

ル
の
オ
ー
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
の

許
可
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

	

一
方
で
、規
制
が
緩
や
か
な
都
市
も
あ
り
、

パ
リ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
リ
ヨ
ン
等
の
フ
ラ
ン

ス
の
都
市
で
は
比
較
的
規
制
は
緩
や
か

で
、ロ
ン
ド
ン
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
発
展
を
損
な
わ

な
い
ゆ
る
や
か
な
制
度
を
探
っ
て
い
る
。

な
お
、
E
U
委
員
会
、
E
U
議
会
で
は

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
し
て
公
式

な
ス
タ
ン
ス
は
固
め
て
い
な
い

（
4
）プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
充
実
に

向
け
て

こ
う
し
た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
E
U

と
し
て（
加
盟
国
も
含
め
て
）講
じ
て
い

く
べ
き
対
応
策
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
。こ
れ
ら
の
中
に
は
I
C
T
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
言
及
も
あ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
国
家
横
断
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
く
か
、
注
目
さ

れ
る
。

（
3
）観
光
分
野
で
の
制
度
対
応
例

具
体
的
に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

政
策
面
で
活
用
し
て
い
る
E
U
の
事
例
と

し
て
、
観
光
産
業
を
紹
介
す
る 

。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
に
よ
っ
て
、
P
2
P
で
観
光（
宿

泊
、
食
事
、
観
光
地
等
）に
関
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
し
、
口
コ
ミ
を
経
由

し
て一つ
の
観
光
振
興
の
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
点
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
E
U
の

い
く
つ
か
の
都
市
で
は
、
短
期
間
の
家
の

貸
出
し
を
規
制
す
る
例
が
出
て
き
て
い

る
。
た
と
え
ば

●	

現
在
のe-C

om
m
erce D

irective

を

頂
点
と
す
る
法
制
度
、
規
制
の
見
直
し

が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
フ
ラ

イ
ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
制
度（
税
制
等
）

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
残
る
場
合
、
規
制
逃
れ
と

し
て
、
両
者
の
間
の
不
公
正
性
が
高
ま

り
、
規
制
の
差
異
が
抜
け
道
と
し
て
悪

用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
E
U

全
体
と
し
て
の
制
度
面
で
の
整
合
性
の

確
保
が
必
要
と
な
る

●	

税
制
面
の
整
備
に
加
え
て
、
個
人
情
報
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
取
扱
等
で
の
整
備
が
必
要

と
な
る
が
、
対
応
負
荷
が
ユ
ー
ザ
、
事

業
者
側
に
と
っ
て
大
き
く
な
れ
ば
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
成
長
が
損
な
わ
れ

る
リ
ス
ク
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
規
制
、
制
度
対
応
を
効
率
的
に

（cost efficient

）に
進
め
る
こ
と
が
課

題
と
な
る

●	

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら
排
除
さ
れ

た
人
、
地
域
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
る
。

（
提
供
者
、
利
用
者
に
対
す
る
）ス
コ
ア

リ
ン
グ
機
能
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
に
あ

た
っ
て
の
必
須
要
件
と
な
る
が
、
例
え

ば
悪
意
で（
外
部
か
ら
）低
い
ス
コ
ア
リ
ン

グ
評
価
を
受
け
た
場
合
に
参
加
が
排
除

さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
ま
た
、
支
配
的



●	

雇
用
面
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
成

長
に
伴
っ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
自
身
が

一つ
の
企
業
体
と
し
て
、
従
来
は
個
人
事

業
主
と
し
て
参
加
し
て
い
た
個
人
が
被

雇
用
者
に
近
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
見
方
が
あ
る

（
5
）今
後
の
対
応
策

こ
う
し
た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
E
U
と
し
て

（
加
盟
国
も
含
め
て
）講
じ
て
い
く
べ
き
対

応
策
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
I
C
T
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
言
及
も
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う

な
国
家
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん

で
い
く
か
今
後
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

我
々
と
し
て
も
、
今
後
こ
う
し
た
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が「
現
象
」か
ら「
経

済
」へ
と
ど
の
時
点
、
レ
ベ
ル
で
転
じ
る
の

か
を
見
定
め
た
う
え
で
、

●	
産
業
施
策
と
し
て
の
あ
り
方

●	

個
人
情
報
保
護
、
税
制
等
の
法
制
度

上
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
見
た「
フ
ィ
ッ
ト
ア

ン
ド
ギ
ャ
ッ
プ
」分
析
の
実
施

●	「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」化
を
前
提
に
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
・
競
争
環
境
・
独
占
禁
止
等

に
関
し
て
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
で
臨
む
か

●	

そ
し
て
I
C
T
基
盤
を
ど
こ
が
ど
の
よ

う
な
形
で
運
営
す
る
か
、
ま
た
そ
こ
へ

の
政
府
の
役
割
は
何
か

等
が
議
論
と
な
っ
て
こ
よ
う
。（
図
2
）

幸
い
、
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
番

号
カ
ー
ド
の
基
盤
の
構
築
が
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
公
的
個
人
認
証
に
つ
い
て
は

幅
広
い
分
野
で
の
利
活
用
拡
大
も
提
唱

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
単
に「
点
」と
し

て
の
取
組
に
終
わ
ら
ず
、
今
回
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
E
U
の
取

組
を
参
考
に
、
税
や
競
争
施
策
も
含
め

た
、
面
と
し
て
の
検
討
ま
で
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（dom
inant

）な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
当
該
事

業
者
の
判
断
如
何
で
疎
外
さ
れ
る
地

域
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
等
が
増
え
る
リ
ス
ク
が

あ
る
。
例
え
ば
ス
コ
ア
が
低
い
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
対
し
て
の
回
復
・
救
済
措
置
、
独
占

回
避
策（
競
争
促
進
策
）等
が
必
要
で
な

い
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
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図2｜ 政府、自治体等の役割
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多
く
の
企
業
で「
働
き
方
改
革
」へ
の

挑
戦
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
有
力
な

手
段
の
１
つ
が
テ
レ
ワ
ー
ク
。
I
C
T
を

活
用
し
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
仕
事
が

で
き
る
環
境
整
備
は
、
個
人
の
仕
事
・

生
活
の
充
実
と
企
業（
組
織
）の
持
続
的

な
成
長
を
実
現
す
る
。
そ
ん
な
価
値
共

有
が
民
間
企
業
の
み
な
ら
ず
中
央
官
庁
・

自
治
体
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、「
働
き
方
改
革
」の
意
義
を

確
認
し
た
上
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
・

拡
大
に
よ
る
全
員
参
加
型
社
会
へ
の
シ
ナ

リ
オ
を
描
き
、「
就
労
継
続
」「
活
躍
支

援
」へ
の
実
効
策
と
し
て
の
期
待
、
さ
ら
に

「
働
く
、
が
変
わ
る
」、
働
き
方
改
革
の

強
化
月
間
と
し
て
11
月
を
制
定
し
て
取

り
組
む
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
」に
つ
い
て
紹

介
を
行
う
。

１	

何
の
た
め
に「
働
き
方
改
革
」

を
行
う
の
か

本
年
6
月
2
日
に
発
表
さ
れ
た『
日
本

再
興
戦
略
2
0
1
6 

｜
第
４
次
産
業
革

命
に
向
け
て※

１

｜
』は
、
人
口
減
少
や
世
界

経
済
の
不
透
明
感
が
高
ま
る
な
か
、

G
D
P
6
0
0
兆
円
の
達
成
の
た
め
の

新
た
な
使
命
と
し
て
、
３
つ
の
課
題
①
新

た
な「
有
望
成
長
市
場
」の
戦
略
的
創

出
、
②
人
口
減
少
に
伴
う
供
給
制
約
や

人
手
不
足
を
克
服
す
る「
生
産
性
革

命
」、
③
新
た
な
産
業
構
造
を
支
え
る

「
人
材
強
化
」に
向
け
て
の
更
な
る
改
革

を
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
③
に
お
い
て
は「
成
長
制

約
打
破
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
、
多

様
な
働
き
手
の
参
画
」を
掲
げ
、「
働
き

方
改
革
」は
生
産
性
向
上
に
対
し
て
貢
献

で
き
る
と
説
く
。
そ
し
て
鍵
と
な
る
施

策
に
①
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た

取
組
強
化
と
②
女
性
の
活
躍
推
進
と
高

齢
者
の
活
躍
推
進
が
あ
る
。

弊
社
が
N
T
T
コ
ム
リ
サ
ー
チ
と
共
同

で
実
施
し
た
調
査「
働
き
方
変
革

2
0
1
6
」に
よ
る
と
、
働
き
方
変
革
に

取
り
組
む
企
業
は
3
割
を
超
え（
32
・

1
%
）、
前
年
調
査（
22
・
2
%
）よ
り
約

特集レポート
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テ
レワ
ー
ク
が
牽
引
す
る
働
き
方
改
革

～
全
員
参
加
型
社
会
へ
の
シ
ナ
リ
オ
～

※1 「日本再興戦略2016－第４次産業革命に向けて－」（2016年6月2日閣議決定）
 <http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/2016_hombun1.pdf>
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1
割
増
加
し
て
い
る※

２
。
で
は
、
何
の
た
め
に

「
働
き
方
改
革
」を
行
う
の
か
。
現
在
、
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
企
業
の
経
営
層
に

は
以
下
の
３
つ
の
課
題
意
識
が
あ
る
。

1	

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
、
多
様

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
従
業
員
の

価
値
観
や
思
考
を
事
業
の
根
幹
に
取
り

込
む「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」を
推
進

し
、
事
業
発
展
の
た
め
に
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限
に
発
揮
し

て
も
ら
う
た
め
の
環

境
づ
く
り
、「
働
き
方

改
革
」が
重
要
で
あ

る
。

2　
 「

生
産
性
の
向

上
」

労
働
力
人
口
の
減

少
と
と
も
に
、
確
実

に
到
来
す
る
労
務
構

成
の
変
化（
若
年
層

の
減
少
、
組
織
の
高

齢
化
）を
見
据
え
、

在
籍
す
る
一
人
一
人
の

従
業
員
の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
長
く
働

き
続
け
て
も
ら
う
柔

軟
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

を
実
践
し
て
総
戦
力
化
に
着
手
す
る
。

あ
わ
せ
て
現
在
非
労
働
力
化
し
て
い
る
女

性
、
高
齢
者
な
ど
を
労
働
力
化
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

3	

「
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）」

地
震
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
有

事
の
際
に
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）を

速
や
か
に
実
行
に
移
す
た
め
に
は
、
平
時

よ
り
I
C
T
を
徹
底
し
て
活
用
し
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
で
も
働
け
る
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
経
営
戦
略
の

一つ
と
し
て「
働
き
方
改
革
」が
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

２	

持
続
可
能
な
全
員
参
加
型
社

会
へ
の
シ
ナ
リ
オ

テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る「
働
き
方

改
革
」の
普
及
・
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

大
き
く（
1
）「
組
織
風
土
の
革
新
」（
2
）

「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
」（
3
）「
労
務
管

理
制
度
・
ル
ー
ル
の
整
備
」、
そ
し
て
、

そ
れ
を
支
え
る（
4
）「
情
報
通
信
環
境
の

整
備
」の
４
つ
の
要
素
が
重
要
で
あ
る
。

筆
者
は
そ
の
実
践
を
通
じ
て
個
人
の
持

続
的
な
成
長（
個
人
の
豊
か
な
人
生
の
実

現
）と
組
織
の
持
続
的
な
成
長（
企
業
の

競
争
力
の
確
保
・
発
展
）が
相
乗
効
果
を

も
た
ら
し
な
が
ら
全
員
参
加
型
経
営
、
ひ

い
て
は「
持
続
可
能
な
全
員
参
加
型
社

会
」が
実
現
で
き
る
と
考
え
る（
図
１
）。

（
1
）「
組
織
風
土
の
革
新
」

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」「
働
き
方
改

革
」の
鍵
は
、
ト
ッ
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

と
管
理
職
層
の
意
識
改
革
で
あ
る
。
管

理
職
層
の
意
識
が
変
わ
り
行
動
に
移
す
こ

と
で
、
一
般
社
員
の
自
律
性
・
主
体
性
が

根
づ
き
、
あ
わ
せ
て
性
別
や
国
籍
等
に
関

わ
ら
な
い
チ
ー
ム
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
。

一
方
、
就
労
継
続
に
影
響
を
与
え
る
様
々

な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
遭
遇
す
る
職
場
の

メ
ン
バ
に
対
し
て
は
、
個
別
の
状
況
を
理

解
し
、
他
者
配
慮
・
相
互
支
援
の
組
織

風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 （
2
） 「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
」

日
々
、
多
層
化
・
多
重
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、オ
フ
ィ
ス
勤
務
者
と
オ
フ
ィ

ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
勤
務
者
が

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

無
駄
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
削
減
や
短
縮
を

※２ 「働き方変革2016」弊社ニュースリリース（2016.0520）
 ＜http://www.keieiken.co.jp/aboutus/newsrelease/160520/supplementing01.html＞
 2016年3月16日～2016年3月28日に実施。前年調査「働き方変革2015年」は、2015年3月13日～2015年3月17日に実施。

図1｜ 持続可能な全員参加型社会へのシナリオ

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

個人の持続的な成長
（個人の豊かな人生の実現）

全員参加型経営の実現 

テレワークの普及拡大 

  

 

 

 

組織の持続的な成長 
（組織の競争力の確保・発展）

 

自律性・主体性の確立 

業務の可視化、知識・情報の共有 
 他者配慮・相互支援

の組織風土 

適正な人事評価・業績評価 

適正な勤怠管理 

業務プロセスの削減及び短縮

組織風土の革新 労務管理制度･ルールの整備 業務プロセスの革新 

テレワーク環境
 

（リモートアクセス方式）

情報通信環境の整備  

コミュニケーションツール 管理ツール デバイス 

 持続可能な
全員参加型社会の実現 

イノベーションの創出

生産性の向上

貴重な人的資源の確保・離職防止

コスト削減

育児・介護期だけでなくライフス
テージの様々な変化も対応できる

自己啓発の時間が増える

地方創生地域社会との連携が強化

過剰労働の抑止・健康維持・向上
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※３ (出典)国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査（夫婦調査）」
※4 総務省「労働力調査」2014
※５ 総務省「平成27年度テレワークモデル実証事業」における後半Webアンケート調査結果による。

「
働
き
方
改
革
」は
男
女
を
問
わ
ず
、

多
く
の
参
加
者
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

日
本
の
労
働
政
策
は
こ
れ
ま
で
労
働
者

保
護
の
観
点
と
長
期
的
な
就
労
継
続
へ
の

期
待
か
ら
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
、

看
護
休
業
制
度
な
ど
、
結
果
的
に
女
性

労
働
者
が
取
得
す
る
こ
と
に
な
る「
休
む

支
援
策
」に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ
約
6
割
の
女
性
が
出
産
・

育
児
に
よ
り
退
職
、
出
産
後
の
継
続
就

業
率
は
38
・
0
%
に
留
ま
る
と
い
う
状
況

か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い※

３
。
両
立
で
き
な
い

理
由
と
し
て
は「
勤
務
時
間
の
問
題
」「
両

立
支
援
の
雰
囲
気
の
な
さ
」が
上
位
に
あ

が
り
、
共
働
き
家
族
の
多
く
は
、
男
性
で

は
な
く
女
性
が
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
ま
た
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
先
進
国
の
な
か
で
韓
国
と
並
ん
で
極

端
に
低
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
離
職

に
よ
る
知
識
・
経
験
不
足
や
在
職
年
数
要

件
の
不
足
、
さ
ら
に「
女
性
が
希
望
し
な

い
」と
い
う
女
性
側
の
意
識
の
未
成
熟
も

あ
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
高
齢
社
会
を
迎
え
、
介
護
理
由

に
よ
る
離
職
者
は
16
万
人※

４

に
及
ぶ
と
い

う
。
年
代
で
は
40
～
50
代
、
企
業
に
お
け

る
男
性
の
管
理
職
層
で
も
介
護
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
。
こ
の
年
代
で
離
職
し
た
場
合
、
長
期

に
渡
る
経
済
的
な
困
難
や
再
就
職
の
難
し

さ
な
ど
、
そ
の
後
の
人
生
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

弊
社
が
担
当
し
た
総
務
省
委
託「
平
成

27
年
度
総
務
省
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
実
証

事
業
」で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
育
児
・

介
護
等
の
就
労
継
続
へ
の
効
果
の
認
識
を

尋
ね
て
い
る※

５
。「
育
児
休
職
か
ら
の
早
期
復

帰
」お
よ
び「
短
時
間
勤
務
制
度
等
特
別

勤
務
制
度
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
へ
の
早

期
復
帰
」に
つ
い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が「
早

期
復
帰
に
役
立
つ
と
思
う
」と
回
答
し
た

割
合
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
担
当
者
、
テ

レ
ワ
ー
ク
実
施
者
、
上
司
、
同
僚
、
そ
れ

ぞ
れ
6
割
以
上
を
占
め
た
。
一
方
、「
介
護

離
職
の
回
避
に
対
す
る
効
果
」に
対
し
て
、

「
離
職
の
回
避
に
役
立
つ
と
思
う
」と
回
答

し
た
割
合
は
こ
れ
を
上
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ

7
割
以
上
を
占
め
る
結
果
で
あ
っ
た
。

組
織
の
様
々
な
層
で
、
働
き
続
け
る
支

援
策
と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
価
値
が
共

有
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

我
々
は
、
職
業
人
生
の
な
か
で
、
就
労

継
続
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
遭
遇
す
る
。
出
産
・

育
児
、
配
偶
者
の
転
勤
、
老
親
・
配
偶

プ
ウ
エ
ア
等
情
報
共
有
ツ
ー
ル
が
あ
る
。

管
理
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
勤
怠
管
理
ツ
ー

ル
、在
席
管
理（
プ
レ
ゼ
ン
ス
管
理
）ツ
ー
ル
、

業
務
管
理（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
）ツ
ー
ル
が

あ
る
。 

こ
れ
ら
を
、自
社
に
あ
っ
た
ソ
リ
ュー
シ
ョ

ン
で
構
成
す
る
。

４
つ
の
要
素
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
企
業
に
対
し
て
は「
コ
ス
ト
削
減
」「
貴

重
な
人
的
資
源
の
確
保
・
離
職
防
止
」「
生

産
性
の
向
上
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」

に
効
果
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て

組
織
の
持
続
的
な
成
長（
組
織
の
競
争
力

の
確
保
・
発
展
）を
実
現
す
る
。

個
人
に
対
し
て
は
、「
過
剰
労
働
の
抑

止
・
健
康
維
持
・
向
上
」「
地
方
創
生
、

地
域
社
会
と
の
連
携
が
強
化
」「
自
己
啓

発
の
時
間
が
増
え
る
」「
育
児
・
介
護
期
だ

け
で
な
く
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
様
々
な
変

化
も
対
応
で
き
る
」等
が
期
待
で
き
、
こ

れ
ら
を
通
じ
て「
個
人
の
持
続
的
な
成
長

（
個
人
の
豊
か
な
人
生
の
実
現
）」に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

３	

テ
レ
ワ
ー
ク
は「
就
労
継
続
」

「
活
躍
支
援
」の
実
効
策
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行
い
、
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
業
務
の
可
視
化
、

知
識
・
情
報
の
共
有
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

（
3
）労
務
管
理
制
度
・
ル
ー
ル
の
整
備

オ
フ
ィ
ス
か
ら
離
れ
た
勤
務
者
が
オ
フ
ィ

ス
勤
務
者
と
比
べ
て
不
公
平
に
な
ら
な
い

よ
う
、
目
の
前
に
い
な
い
部
下
の
勤
怠
を

適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
働
き
す

ぎ
を
防
止
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
適
正
な
人
事
評
価
・
業
績
評
価
の

制
度
・
ル
ー
ル
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

管
理
職
層
も
部
下
も
安
心
し
て
、
仕
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）情
報
通
信
環
境
の
整
備

今
日
、（
1
）（
2
）（
3
）を
強
力
に
支
援

す
る
の
が
情
報
通
信
環
境
で
あ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境（
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス

方
式
）に
は
、
リ
モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
方

式
、
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
方
式
、
ク
ラ
ウ

ド
型
ア
プ
リ
方
式
、
会
社
P
C
の
持
ち
帰

り
方
式
な
ど
が
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
は
、
E

メ
ー
ル
、電
話
関
連
シ
ス
テ
ム
、チ
ャッ
ト（
イ

ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）、
T
V
会
議

シ
ス
テ
ム
、
W
e
b
会
議
ツ
ー
ル
や
グ
ル
ー



※6 テレワーク推進フォーラムは、テレワーク関係４省（総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省）の呼びかけにより設立され、産学官協働でテレワークの円滑
な導入に資する調査研究や普及等の活動を行うことにより、テレワークの一層の普及促進を図ることを目的としている。

※7 テレワーク月間の公式サイト<http://teleworkgekkan.org/>
※8 一般社団法人日本テレワーク協会編『テレワークで働き方が変わる』テレワーク白書2016、インプレスR&D
※9 総務省「働く、が変わる。TeleWork」テレワーク普及啓発動画<https://www.youtube.com/watch?v=DZZFDvVD-0E&noredirect=1>

者
の
介
護
等
々
。
男
女
を
問
わ
ず
就
労

を
継
続
し
、
活
躍
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
な
制
度
・
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

４	

『
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間 

ー
働
く
、

が
変
わ
る
』

産
官
学
連
携
の
テ
レ
ワ
ー
ク
普

及
推
進
の
国
民
的
運
動

図2｜ テレワーク月間の公式サイト

図3｜ テレワーク月間のロゴマーク

出所｜ http://teleworkgekkan.org/

出所｜ http://teleworkgekkan.org/
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議
論
す
る
、
③
応
援
す
る
、
協
力
す
る
、

の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
て
、
登
録

を
呼
び
か
け
、
活
動
の
主
体
や
活
動
の

内
容
の
見
え
る
化
を
行
っ
て
い
る
。

①	

「
試
み
る
、
実
践
す
る
」

テ
レ
ワ
ー
ク
強
化
月
間
と
し
て
、
普
段

以
上
の
頻
度
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
よ
う
な
取
組
み
で
、

多
く
の
企
業
・
自
治
体
で
登
録
が
行
わ
れ

た
。

②	

「
学
ぶ
、
議
論
す
る
」

勉
強
会
・
研
究
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
企
画
し
、
組
織
や
地
域

で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た

り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
す
る
取

組
み
で
あ
る
。

③	

「
応
援
す
る
、
協
力
す
る
」

2
0
1
5
年
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
わ

る
厚
生
労
働
省
や
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会

の
表
彰
制
度
、
厚
生
労
働
省
の
テ
レ
ワ
ー

ク
実
施
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援

事
業
や
職
場
環
境
改
善
助
成
金（
テ
レ

ワ
ー
ク
コ
ー
ス
）、
民
間
が
実
施
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
な
ど
が

登
録
さ
れ
た
。

2
0
1
6
年
、
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
活
動

は
2
年
目
と
な
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
わ

る
各
種
表
彰
や
、
普
及
啓
発
の
た
め
の

働
き
方
改
革
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
2
0
1
5
年
よ
り
、
産
官
学
で
構

成
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム※

６
の

主
唱
に
よ
り
、
11
月
が
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間

と
し
て
制
定
さ
れ
た

※
７
・
８（

図
2
）。

テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
で
は「
働
く
、
が
変

わ
る
」を
掲
げ
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
た

（
図
３
）。
国
民
一
人
一
人
が
未
来
に
つ
な
が

る
働
き
方
の
一つ
で
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
考
え
、
参
加
す
る
社
会
的
な
運
動

の
強
化
期
間
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

公
式
サ
イ
ト
で
は
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
手
持
ち
の
写
真
や
名
刺
に
ロ
ゴ
を

組
み
込
ん
だ
り
S
N
S
や
シ
ー
ル
な
ど
利

用
で
き
る
よ
う
、
ロ
ゴ
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

機
能
も
搭
載
し
て
い
る
。

公
式
サ
イ
ト
で
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
に
賛

同
す
る
企
業
・
団
体
の

取
組
み
を
①
試
み
る
、

実
践
す
る
、
②
学
ぶ
、

動
画
の
公
開※

９

も
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
見

て
、
実
践
し
、
実
感
す
る
年
と
し
て
多

様
な
取
組
み
が
拡
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
今
後
は
、
個
人
ベ
ー
ス
で
も「
遠

隔
介
護
を
し
て
い
る
従
業
員
が
金
曜
日
と

月
曜
日
を
実
家
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
践

し
、
介
護
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
仕
事
が
継

続
で
き
た
」「
地
方
の
自
宅
を
離
れ
て
東

京
に
単
身
赴
任
す
る
従
業
員
が
金
曜
日

と
月
曜
日
に
自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

家
族
と
楽
し
く
過
ご
し
、
絆
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」「
共
働
き
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
利
用
し

て
、
週
1
日
ず
つ
テ
レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤

務
）を
実
践
し
、
仕
事
と
育
児
・
家
事
が

楽
し
く
な
り
、
仕
事
も
生
産
性
が
上
が
っ

た
」「
生
活
習
慣
病
等
を
保
有
す
る
従
業

員
が
、
訪
れ
た
温
泉
地
に
設
置
さ
れ
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行

い
、
治
療
を
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
好
事
例
が
上
が
り
、
一

人
一
人
が
活
躍
の
場
が
拡
が
っ
て
い
く
こ
と

に
期
待
し
た
い
。



レポート

01

不
動
産
業
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、

不
動
産
テ
ッ
ク
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

R
eT
ech：

R
eal E

state T
ech

不
動
産
テ
ッ
ク（ReTech

）

の
大
き
な 
”
う
ね
り 

“

昨
今
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（FinTech

）と

同
様
、
不
動
産
分
野
の
不
動
産
テ
ッ
ク

（R
eTech:R

eal E
state Tech

）
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ン
ヌ
で
毎
年
3
月
に

開
催
さ
れ
て
い
る
世
界
最
大
の
不
動
産

見
本
市M

IP
IM

（
ミ
ピ
ム
）。
世
界
各

国
か
ら
約
2
万
人
を
超
え
る
参
加
者
が

集
ま
り
、
都
市
開
発
や
不
動
産
投
資
に

関
連
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
一
堂
に
会
す

る
国
際
会
議
で
あ
る
。
こ
のM

IP
IM

に

て
2
0
1
5
年
・
2
0
1
6
年
と
2
年

連
続
でR

eTech

が
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
米
国
を
中
心
と
し
た

海
外
で
は
、
既
にZillow

やTrulia

な

ど
の
老
舗
企
業
を
は
じ
め
、
様
々
な

R
eTech

ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

Y
ahoo!

不
動
産
×
ソ
ニ
ー
不
動
産
の

「
お
う
ち
ダ
イ
レ
ク
ト
」、
リ
ク
ル
ー
ト

住
ま
い
カ
ン
パ
ニ
ー
×
日
本
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の「B

ing

不
動
産
」、
ネ
ク
ス
ト

の「H
O
M
E
’S

プ
ラ
イ
ス
マ
ッ
プ
」、
リ

ブ
セ
ン
ス
の「IE

S
H
IL

」、
イ
タ
ン
ジ

の「N
om

ad.

」な
ど
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
系
のR

eTech
ビ
ジ
ネ
ス
に

加
え
、Q

rio

や
フ
ォ
ト
シ
ン
ス
、
ラ
イ

ナ
フ
な
ど
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
活
用
し

た
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
も
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
い
る
。

R
eT
ech

は
果
た
し
て
単
な
る

ブ
ー
ム
な
の
か
？

「
所
詮
は
、 

”
仲
介
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用 

“
で
は
な
い
か
？
」「
単
な

る 

”
マ
ッ
チ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス 

“
で
は
な

い
か
？
」と
考
え
る
人
は
、「R

eTech

は

一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
る
の
で
は
な

い
か
？
」と
見
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。
確
か
に
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
米
国
等
の
海
外
と
日
本
国
内
の
不

NTTデータ経営研究所　 
法人戦略コンサルティング部門　 
情報戦略コンサルティングユニット 
ビジネスソリューションコンサルティンググループ　 
マネージャー

川戸 温志
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大手SIerから某放送局グループ
会社を経て、2008年NTTデータ
経営研究所入社。 事業戦略立
案や新規事業開発、ＩＴグランドデ
ザインに関して、金融や通信、不
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動
画
の
公
開※

９

も
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
見

て
、
実
践
し
、
実
感
す
る
年
と
し
て
多

様
な
取
組
み
が
拡
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
今
後
は
、
個
人
ベ
ー
ス
で
も「
遠

隔
介
護
を
し
て
い
る
従
業
員
が
金
曜
日
と

月
曜
日
を
実
家
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
践

し
、
介
護
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
仕
事
が
継

続
で
き
た
」「
地
方
の
自
宅
を
離
れ
て
東

京
に
単
身
赴
任
す
る
従
業
員
が
金
曜
日

と
月
曜
日
に
自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

家
族
と
楽
し
く
過
ご
し
、
絆
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」「
共
働
き
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
利
用
し

て
、
週
1
日
ず
つ
テ
レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤

務
）を
実
践
し
、
仕
事
と
育
児
・
家
事
が

楽
し
く
な
り
、
仕
事
も
生
産
性
が
上
が
っ

た
」「
生
活
習
慣
病
等
を
保
有
す
る
従
業

員
が
、
訪
れ
た
温
泉
地
に
設
置
さ
れ
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行

い
、
治
療
を
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
好
事
例
が
上
が
り
、
一

人
一
人
が
活
躍
の
場
が
拡
が
っ
て
い
く
こ
と

に
期
待
し
た
い
。



発
・
売
却
・
資
金
回
収（
リ
タ
ー
ン
）の

責
任
を
持
つ
の
は
全
て
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

で
あ
る
た
め
、
自
ず
と
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

を
頂
点
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
出
来

上
が
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
米
国
は

A
M
や
P
M
の
も
と
水
平
分
業
で
役
割

分
担
が
な
さ
れ
て
お
り
、
M
L
S※

に
よ

る
情
報
基
盤
が
整
っ
て
い
る
環
境
の
後

押
し
も
あ
っ
て
、
不
動
産
の
開
発
や
販

売
、
管
理
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で

R
eTech

が
成
り
立
ち
易
い
。

一
方
、
日
本
の
不
動
産
業
界
は
不
動

産
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
お
い

て
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
構
造
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
立
し
得
な
い
ニ
ッ
チ
な
領

域
で
あ
れ
ばR

eTech

ベ
ン
チ
ャ
ー
の

展
開
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
程
度

の
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
のR

eTech

と
な
る

と
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
へ
の
本
業
へ
の
影
響

も
あ
る
た
め
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
黙
っ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
日
本
国
内
に
お
け
るR

eTech

の

今
後
の
広
が
り
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う（
図
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、「R

eTech
は
一
過

性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
る
の
で
は
な
い

動
産
市
場
の
特
徴
や
商
習
慣
・
国
民
性

は
異
な
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
盛
り
上

が
り
方
を
見
せ
る
わ
け
で
は
な
い
点
は

留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
中
古

住
宅
市
場
の
流
通
量
、
不
動
産
情
報
の

透
明
性
・
デ
ー
タ
量
、
合
理
主
義
vs
新

築
偏
重
主
義
、
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
ロ
ー
ン

vs
リ
コ
ー
ス
ロ
ー

ン
な
ど
の
点
は
米

国
と
日
本
で
は
大

き
く
異
な
る
。

加
え
て
、
不
動

産
業
界
の
事
業
構

造
の
違
い
が
あ
る

点
も
見
逃
せ
な

い
。
米
国
は
不
動

産
の
取
得
・
開
発
・

売
却
・
資
金
回
収

（
リ
タ
ー
ン
）の
責

任
を
持
つ
の
は
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー（
A
M
）も

し
く
は
プ
ロ
パ

テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー（
P
M
）で

あ
る
の
に
対
し

て
、
日
本
で
は
不

動
産
の
取
得
・
開

か
？
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
答
え
は 

”N
O

 

“
で
あ
る
。
日
本
国
内
の
マ
ク
ロ

環
境
を
鑑
み
る
と
、R

eTech

は
様
々

な
環
境
要
因
の
変
化
に
よ
っ
て 

”
生
ま

れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
た 

“
ト
レ
ン
ド

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
法
制
度

の
面
で
は
、
国
交
省
に
よ
る
中
古
住
宅

流
通
促
進
の
取
り
組
み
、不
動
産
の
ネ
ッ

ト
取
引
解
禁
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
業
界
サ
イ
ド
の
面
で
は
、
新
築

分
譲
の
減
少
ト
レ
ン
ド
に
よ
り
、
従
来

の 

”
売
り
切
り 

“
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

方
法
か
ら 

”O
ne to O

ne 

“
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
耐
震
強
度
偽
装
事
件
や
杭
問
題
に

よ
る
デ
ー
タ
重
視
・
内
部
統
制
強
化
の

動
き
、
業
界
の
慢
性
的
な
職
人
不
足
・

東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
に
よ
る
工

賃
の
高
騰
、
こ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
業
界
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
消
費
者
サ
イ
ド
の
面
で
は
、 

”
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る 

“ 

と
い
う
消
費
者
購
買
行
動
が
定
着
し
、

ネ
ッ
ト
購
入
・
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
利
用

へ
の
心
的
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
更
に
、

新
築
偏
重
主
義
か
ら
賃
貸
志
向
・
中
古

志
向
の
増
加
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
て
い

※MLS：Multiple Listing Services
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図1｜ 日米間における不動産業界の特徴比較

米国など海外では、“金流”と資金回収のキャッシュフロー
を生み出す資産を管理しているのはSPCから資産運用を
委託されたAMであり、様々な専門業者が役割を分担し
ている業界構造。
デベロッパーはあくまでも仕入・開発を担う役割であり、
投資家の厳しい監視・評価のもとで、AMやPMが資金
回収までを担っている。

不動産の取得・開発・売却・資金回収（リターン）
の責任を持つのはAMもしくはPM

不動産の取得・開発・売却・資金回収（リターン）
の責任を持つのは全てデベロッパー

“金流” と資金回収のキャッシュフローを生み出す資産を
全て握っているのはデベロッパーであるため、自ずとデベ
ロッパーを頂点するピラミッド構造が出来上がる。
他の業者にとっては、デベロッパーが “顧客” であり、
自分らが安定的に受注可能な業界構造や商習慣を変え
る必要性が少なかった。

米国 日本（従来）

デベ
デベロッパーがマネジメントSPC

AM（アセットマネージャー）
住宅

商業

オフィス

デベ
デベ

デベ

キャッシュ
フロー

管理者
（回収者） 物件

AM・PM 住宅

商業

オフィス

AM・PM

AM・PM
PM・BM販売・

仲介業者
アレンジャー
デューデリ
業者

キャッシュ
フロー

SPC：特別目的会社　　AM：アセットマネージャー　　PM：プロパティマネージャー　　BM：ビルマネージャー

管理者
（回収者） 物件

投資家 銀行

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成



ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
可
能
性
が
あ

り
、
既
存
事
業
や
自
社
の
優
位
性
を
揺

る
が
し
兼
ね
な
い
た
め
で
あ
る
。
で
は
、

逆
に
こ
う
し
た
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
直
面
す
る
不
動
産
業
界
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
と
っ
て
は
、R

eTech

は
ど
の

よ
う
に
向
き
合
え
ば
良
い
の
だ
ろ
う

か
？不

動
産
業
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
、

選
択
肢
と
し
て
大
き
く
３
つ
の
オ
プ

シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

①	

外
部
のReTech

企
業
と
積
極
的
に
協

力
・
連
携
す
る
こ
と
で
、
自
社
で
も

ReTech

の
活
用
や
新
規
事
業
化
す
る

方
向
性

②	

①
と
は
逆
に
そ
う
い
っ
たReTech

企
業

に
対
し
て
非
協
力
・
敵
対
す
る
方
向
性

③	ReTech

に
対
し
て
は
静
観
し
、
本
業

の
み
へ
注
力
す
る
方
向
性

果
た
し
て
、
読
者
は
ど
れ
を
選
択
す

る
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
見
識
の
高
い
白

眉
た
る
読
者
の
方
々
は
、
①
を
選
択
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
ジ
レ
ン
マ
」で
有
名
な
ク
レ
イ
ト
ン
・

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
教
授
も
、
本
業
が
健

全
な
う
ち
に
、
成
長
を
気
長
に
待
て
る

投
資
的
な
余
力
が
あ
る
う
ち
に
新
た
な

R
eT

ech

が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
土
壌

は
出
来
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、

こ
う
し
た
環
境
要
因
自
体
が
急
激
に
変

わ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、R

eTech

と

い
う
ト
レ
ン
ド
は
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で

終
わ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
発
展
性
の

大
小
や
加
速
度
合
い
は
あ
る
も
の
の
方

向
性
と
し
て
は
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
。

業
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

はReTech

と
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
？

現
在
、
日
本
国
内
で

R
eT

ech
ビ
ジ
ネ
ス

を
牽
引
し
て
い
る
の

は
、
主
に
不
動
産
業
界

以
外
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
。
不
動
産
業
界
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
取
り
組

み
が
遅
れ
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た

R
eT

ech

ビ
ジ
ネ
ス

は
、
従
来
の
業
界
構
造

や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
変
え
る
破
壊
的
イ
ノ

成
長
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
と
言
っ
て
い

る
。
言
い
換
え
る
と
、
成
長
の
エ
ン
ジ

ン
が
失
速
し
た
後
で
対
処
す
る
の
で
は

な
く
、
経
営
者
は
中
核
事
業
が
ま
だ
堅

調
に
成
長
し
て
い
る
間
に
、
新
成
長
事

業
を
定
期
的
に
立
ち
上
げ
る
か
、
買
収

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
も
早
く
小
さ
な
規
模

で
定
期
的
に
始
め
よ
と
。
つ
ま
り
、
①

を
選
択
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
既
存

事
業
の
強
化
で
は
な
く
、
新
た
な
成
長

事
業
と
し
て
早
く
小
さ
く
高
速
回
転
を

繰
り
返
す
べ
き
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
成
長
事
業（
破
壊
的
事
業
）

を
立
ち
上
げ
・
買
収
す
る
こ
と
で
、
持

続
的
に
成
長
し
た
企
業
の
典
型
例
と
し

て
は
、
コ
ダ
ッ
ク
vs
富
士
フ
イ
ル
ム
の

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
有
名
で
あ
ろ
う
。

詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
他
に
も
ジ
ョ

ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
G
E

が
好
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
、
そ
れ
が

頭
で
分
か
っ
て
い
な
が
ら
意
思
決
定
＆

実
行
に
移
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

現
在
のR

eTech

と
い
う
破
壊
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
直
面
す
る
不
動
産
業
界

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
、R

eTech

を
活
用
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る
。
こ
う
し
た
中
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
面
で
は
、ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
、I
o
T
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
普
及
が
拡
大
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
収
集
・
活
用
が
一
般
化
、
更
に
機

械
学
習
を
中
心
と
し
た
人
工
知
能
が
大

き
な
発
展
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
内
で
も

図2｜ デベロッパーにおけるReTechビジネス仮説案（一例）

✓ ビッグデータに基づく売却意欲の事前察知、または相続発生の事前
察知。企業移転の事前察知

✓ 不動産価格の可視化
✓ 住民の導線や人気エリアの可視化による開発最適値の定量評価
✓ オフィスのワークスペース効率化
✓ スマートロックによる建物管理代行・スマート内覧
・・・etc

✓ “稼ぐ住まい” …民泊（例：Airbnb）前
提の住まい

✓ 不動産クラウドファンディング
✓ 商業施設やオフィスのリーシングマッチング
✓ 建物をつくりたい人とデベロッパー・建設

会社とのマッチング
・・・etc

✓ 不動産データ販売ビジネス
✓ 商業施設の情報管理プラットフォーム
✓ ビッグデータに基づく売却意欲の高い物件

予測。企業移転の事前察知
・・・etc

デベロッパーにおけるReTechビジネス仮説案

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

ReTech

新規事業

新しい
不動産
ビジネス

不動産情報
ビジネス

既存事業
効率化・

強化



し
た
既
存
事
業
の
効
率
化
や
強
化
は
前

向
き
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
独
立

し
た
新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
る
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
一
段
も
二
段
も
高
い
の

が
実
情
で
あ
ろ
う
。

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
と
っ
て
のReTech

ビ
ジ
ネ
ス
仮
説
案

本
稿
の
前
述
に
お
い
て
、
日
本
国
内
に

お
け
るR

eTech

の
今
後
の
広
が
り
は
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
頂
点
に
君
臨
す
る
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
述
べ

た
。
で
は
、
例
え
ば
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
立

場
で
考
え
た
場
合
、R

eTech

ビ
ジ
ネ

ス
仮
説
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
自
社

の
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
踏
ま
え
た
上

で
、R

eTech

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
か
で
あ
る
。
選
択
肢
は
大
き
く
２
つ
。

１
つ
目
は
、 

”
既
存
事
業
の
効
率
化
・
強

化 

“
。
２
つ
目
は
、 

”
新
規
事
業 

“
。

新
規
事
業
に
関
し
て
は
、
更
に
大
き
く

２
つ
の
活
用
の
方
向
性
が
あ
る
。
１
つ
目

が
、 

”
新
し
い
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス 

“
。
２

つ
目
が 

”
不
動
産
情
報
ビ
ジ
ネ
ス 

“
で

あ
る（
図
2
）。

こ
こ
で
１
つ
留
意
が
必
要
だ
が
、
良

い
サ
ー
ビ
ス
ア
イ
デ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
仮

説
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
儲
か
る

ビ
ジ
ネ
ス
・
勝
て
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築

で
き
る
ほ
ど
甘
く
は
無
い
。
サ
ー
ビ
ス

コ
ン
セ
プ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
・
収

益
モ
デ
ル
・
差
別
化
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
全
体
の
設
計

の 

”
妙 

“
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
更

に
は
ニ
ー
ズ
や
料
金
価
格
帯
の
調
査
、

事
業
経
済
性
、
販
売
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
実
際
に
ビ

ジ
ネ
ス
が
実
現
す
る
ま
で
に
検
討
す
べ

き
こ
と
は
多
い
。
各R

eTech

ビ
ジ
ネ

ス
仮
説
案
の
説
明
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
に
つ
い
て
は
次
稿
に
譲
る
が
、

着
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
こ
こ
で
挙
げ

たR
eT

ech

ビ
ジ
ネ
ス
仮
説
案
の
殆
ど

が
、
不
動
産
に
関
連
す
る
情
報
・
デ
ー

タ
が
集
ま
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
ビ
ジ

ネ
ス
が
多
い
点
で
あ
る
。
拙
稿
の「
大
企

業
に
お
け
るxxTech

ビ
ジ
ネ
ス
の
新

規
事
業
立
案
の
要
諦（
上
/
下
）」で
も
述

べ
た
と
お
り
、
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
優

位
性
の
源
泉
は
情
報
・
デ
ー
タ
で
あ
る
。

勿
論
、R
eTech

は
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

だ
け
で
は
な
い
。
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の

よ
う
な
物
理
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
存
在

す
る
が
、
そ
の
多
く
が
情
報
・
デ
ー
タ

を
源
泉
と
す
る
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
こ
と
に
異
論
は
無
い
だ
ろ
う
。
従
っ

て
、
不
動
産
に
ま
つ
わ
る
情
報
・
デ
ー

タ
を
多
く
有
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

勝
つ
世
界
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

不
動
産
に
関
す
る
情
報
・
デ
ー
タ
を

多
く
有
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
勝
つ

R
eTech

ビ
ジ
ネ
ス
。で
は
、情
報
・
デ
ー

タ
を
現
時
点
で
は
有
し
て
い
な
い
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う

か
。
I
T
に
関
す
る
リ
ソ
ー
ス
を
有
し

て
い
な
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
だ
ろ
う
か
。
選
択
肢
の
１
つ
と
し

て
は
買
収
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
あ
る
。

例
え
ば
、ア
ラ
イ
ア
ン
ス
先
と
し
て
真
っ

先
に
浮
か
ぶ
I
T
業
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

も
ま
た
旧
態
依
然
と
し
た
業
界
の
中
で
、

ク
ラ
ウ
ド
等
の
脅
威
に
晒
さ
れ
、
従
来

の
請
負
型
の
人
月
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

苦
し
ん
で
い
る
。
不
動
産
業
界
と
い
う

の
は
、
他
業
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
見

る
と
参
入
が
困
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
魅

力
的
な
業
界
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景

を
持
っ
た
双
方
が
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、

業
界
へ
の
参
入
を
促
し
、
新
た
な
形
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

そ
こ
に
は
、
必
ず
双
方
の
潤
滑
油
・

接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し
、
新
規
事
業

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
が
必
要
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。
当
社
は
そ
う
し
た
役
割

で
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

マネジメントの復権 │ 第 04 回
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も
ま
た
旧
態
依
然
と
し
た
業
界
の
中
で
、

ク
ラ
ウ
ド
等
の
脅
威
に
晒
さ
れ
、
従
来

の
請
負
型
の
人
月
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

苦
し
ん
で
い
る
。
不
動
産
業
界
と
い
う

の
は
、
他
業
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
見

る
と
参
入
が
困
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
魅

力
的
な
業
界
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景

を
持
っ
た
双
方
が
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、

業
界
へ
の
参
入
を
促
し
、
新
た
な
形
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

そ
こ
に
は
、
必
ず
双
方
の
潤
滑
油
・

接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し
、
新
規
事
業

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
が
必
要
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。
当
社
は
そ
う
し
た
役
割

で
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

スタッフの管理指向を脱しよう

マネジメントの復権 │ 第 04 回

「
管
理
」の
仕
方
が
変
わ
る
？

海
外
の
あ
る
大
手
企
業
で
は
、
い
わ
ゆ

る
中
間
管
理
職
に
よ
る
人
事
評
価
・
考

課
が
人
的
稼
働
の
大
き
な
部
分
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
無
駄
を
取
り
や
め
て
要
員

を
削
減
す
る
と
昨
年
報
じ
ら
れ
た
。
個
々

の
担
当
者
に
つ
い
て
具
体
的
に
数
値
目
標

を
設
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る
達
成
／
未

達
の
程
度
を
も
と
に
評
価
を
行
う
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
直
接
的
に
ア
ウ
ト
カ

ム
の
設
定
と
評
価
が
可
能
に
な
り
、
人
事

評
価
関
連
の
コ
ス
ト
が
省
け
る
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
評
価
に
は
人
が
介
在
し
、
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
成
果
目
標
に

関
す
る
調
整
を
行
っ
た
り
、
結
果
に
つ
い

て
も
設
定
し
や
す
い
定
量
目
標
だ
け
で
は

な
く
、
メ
ン
バ
の
努
力
や
成
長
と
い
っ
た

定
性
的
な
評
価
を
含
め
た
り
し
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
取
組
み
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の

や
り
方
は
て
き
め
ん
に「
効
率
化
」さ
れ
た

企
業
運
営
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
評
価
の

仕
方
は
、
少
な
か
ら
ぬ
業
務
が「
規
準
化
」

さ
れ
定
量
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、ア
ウ
ト
カ
ム
の
評
価
を
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
を
前
提
と
し
て
可
能
に
な
っ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ま
で
企
業
組
織
の
運

営
の
効
率
性
を
得
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う

か
は
、
組
織（
体
内
）に
何
を
求
め
る
か
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ

る
。

ス
タ
ッ
フ
業
務
の
変
化

周
知
の
よ
う
に
以
前
か
ら
、
組
織
運
営

に
お
け
る
効
率
化
は
進
め
ら
れ
て
き
て
お

り
、
そ
の
一つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は

サ
ー
ビ
ス（
サ
ポ
ー
ト
）ス
タ
ッ
フ
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
化
の
流
れ
で
あ
る
。

ひ
と
頃
は
企
業
及
び
そ
の
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
間
接
業
務（
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
の

担
務
業
務
）を
シ
ェ
ア
ー
ド
化
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
。
今
日
の
B
P
O
（
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）へ
の
進

展
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
例
え
ば
E
R
P
の
導
入
が
進
ん
だ
こ

と
や
業
務
の
企
業
固
有
性
が
減
少
し
て

標
準
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響

が
少
な
く
な
い
。
ま
た
そ
の
当
時
導
入
さ

れ
て
い
っ
た
E
R
P
は
、
多
く
の
場
合
企

業
固
有
性
が
少
な
い
財
務
会
計
や
人
事
・

給
与
と
い
っ
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
中
心
に
な
っ

て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
業
務
を
中
心
に
、

今
日
に
至
る
ま
で
あ
る
程
度
の
標
準
化

と
集
約
化
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
企
業
経

営
そ
の
も
の
に
関
わ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
タ
ッ
フ

の
業
務
は
、
本
来
は
汎
化
さ
れ
に
く
い
も

の
と
し
て
、
多
く
の
企
業
で
そ
の
ま
ま
存

置
さ
れ
続
け
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
業
務
と
は
何
か

私
た
ち
は
ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
と
言
っ
た

り
す
る
も
の
の
、
ス
タ
ッ
フ
業
務
が
何
で

あ
る
か
を
み
よ
う
と
す
る
と
、
業
種
業
態

や
組
織
編
制
に
よ
っ
て
整
理
の
仕
方
が
異

な
っ
て
く
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
例
え

ば
以
下
の
よ
う
に
整
理
区
分
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

◆
ス
タ
ッ
フ
の
位
置
づ
け
と
期
待※
１

①
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
タ
ッ
フ
：

	

企
業
の
経
営
者
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

層
の
意
思
決
定
を
直
接
的
に
支
援
す
る

機
能
／
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
タ
ッ

フ

※1 仮に①~③のような区分をしてみたが、実際には事業ラインとコーポレートの両方にゼネラルスタッフが存在することもあり、またラインで多様なサポートがなされる（例えば経理
業務など）と共にコーポレートでも同じような業務のうち計数のルーティンを中心に扱う担当がいたりする。したがって組織の編制の仕方や規模などに応じて、様々な形で位置
づけられるといえる。
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NTTデータ経営研究所 
情報戦略コンサルティングユニット 

デジタルイノベーションコンサルティンググループ 
アソシエイトパートナー

四條 亨
S H I J O  T O R U

生産財、サービス財を中心とする
戦略的マーケティングが専門領
域。 企業ビジョンや戦略策定、
CS経営、営業マネジメント、ナレッ
ジマネジメント、組織とIT等のテー
マは、消費財メーカや金融機関
等にも広く経験を持つ。主な共著
は、『顧客ロイヤルティ戦略』（同
文舘出版）。

	

例
：
経
営
企
画
や
戦
略
財
務
な
ど

②
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
：

	

特
定
業
務
の
プ
ロ
と
し
て
の
要
件
が
求

め
ら
れ
る
人
事
、
法
務
、
経
理
財
務

な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
及
び
そ
の
部

門
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
作
業
を
担
務
す

る
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
も
併
存

③
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
：

	
ラ
イ
ン
の
業
務
支
援
等
の
サ
ポ
ー
ト
を

担
務
す
る
ス
タ
ッ
フ（
ラ
イ
ン
付
き
の
ス

タ
ッ
フ
な
ど
）

　◆
ス
タ
ッ
フ
の
要
員
特
性

①
専
業
的
な
ス
タ
ッ
フ※
２

：

	

専
門
機
能
や
能
力
に
基
づ
き
専
業
的
に

担
務
す
る
ス
タ
ッ
フ

例
え
ば
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
思

決
定
支
援
に
つ
い
て
は
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
能
力
や

技
能
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
担
務
す
る
こ
と

で
効
果
性
が
上
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一

方
で
専
門
性
と
自
立
性
か
ら
、
か
つ
て

G
E
が
エ
リ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
帝
国
と
化
し

た
よ
う
な
危
険
性
も
持
っ
て
い
る
。

②
時
限
的
な
ス
タ
ッ
フ※
３

：

	

企
業
内
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の一
貫
で
特

定
の
ス
タ
ッ
フ
を
担
務
す
る

そ
れ
ま
で
の
教
育
や
能
力
と
い
っ
た
背

景
が
あ
る
場
合
、
①
の
専
業
的
な
ス
タ
ッ

フ
と
同
様
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
業
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
組
織
に
閉
じ
な
い

た
め
、
そ
こ
で
の
経
験
を
ラ
イ
ン
業
務
に

持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
意
思
決
定
の
方
向
性
の
共
有
や
異
な

る
立
場
の
理
解
、
社
内
の
リ
ソ
ー
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
組
織
的
な
活
動
が
進
化
し
て
い
く

一
助
に
な
る
。
し
か
し
果
た
せ
る
専
門
能

力
が
充
分
で
な
い
場
合
や
頻
繁
に
人
が
入

れ
替
わ
る
場
合
は
、
施
策
や
そ
の
背
景
に

関
す
る
継
続
性
が
欠
如
す
る
こ
と
に
よ
る

問
題
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

③
ル
ー
テ
ィ
ン
的
な
ス
タ
ッ
フ※
４

：

	
様
々
な
管
理
の
た
め
の
ル
ー
テ
ィ
ン

ワ
ー
ク
を
遂
行
す
る
た
め
の
ス
タ
ッ
フ

実
務
的
な
習
熟
な
ど
か
ら
現
場
と
の

や
り
取
り
を
遂
行
・
差
配
し
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
も
少
な
く
な
い
。
企
業
の
業
務
固
有

性
が
残
れ
ば
意
味
が
あ
る
も
の
の
、
多
く

の
場
合
コ
ス
ト
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
対
象
に
な

り
が
ち
で
あ
る
。
か
つ
て
余
剰
人
員
対
応

の
た
め
に
管
理
間
接
部
門
に
配
置
さ
れ
た

ス
タ
ッ
フ
も
相
当
す
る
。

ス
タ
ッ
フ
活
動
の
陥か
ん
せ
い穽

本
稿
の
主
テ
ー
マ
か
ら
す
る
と
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
層
の
観
点
か
ら
特
に
留
意
が
求

め
ら
れ
る
の
は
、
直
接
的
な
接
点
が
多
く

役
割
上
か
ら
も
関
わ
り
が
多
い
ゼ
ネ
ラ
ル

ス
タ
ッ
フ
と
専
門（
サ
ー
ビ
ス
）ス
タ
ッ
フ
に

な
る
た
め
、
以
下
は
こ
れ
ら
を
中
心
に
触

れ
て
い
く
。
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
で
見
受
け

ら
れ
る
問
題
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
経
験
的

に
よ
く
見
受
け
ら
れ
た
3
点
に
つ
い
て
論

じ
て
み
よ
う
。

◆
第
一
と
し
て
は
、
現
場
感
を
持
た
ず
、

い
わ
ば
机
上
演
習
だ
け
で
ラ
イ
ン
に
成

否
を
押
し
付
け
る
こ
と

ス
タ
ッ
フ
が
現
場
・
現
実
感
を
踏
ま
え

ず
、
経
営
計
画
や
諸
戦
略
を
調
整
・
主

導
し
て
し
ま
う
。
そ
の
実
現
の
成
否
に
関

し
て
は
結
果
責
任
を
負
わ
ず
、
整
備
し

た
数
値
管
理
目
標
な
ど
に
基
づ
い
て
こ
と

の
成
否
を
ラ
イ
ン
に
押
し
付
け
て
し
ま
う

こ
と
は
、
問
題
が
あ
る
。
以
前
の
論
考
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、「
戦
略
課
題
」を
埋
没
※2 日本企業では経営企画部門にはあまり多くない印象があり、財務や人事などの専門機能において専業的な形が多いように見受けられる。
※3 いわゆるゼネラリスト育成の観点から、日本企業ではゼネラルスタッフや専門スタッフについても時限的スタッフが多い。本人のCDP（ｷｬﾘｱﾃﾞｨｳﾞｪﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ）にしかなっていないような場

合もあり、組織の役割機能として不十分さに出くわすこともある。 
※4 今日では企業のコスト管理や施策が厳密になることに伴って、このような余剰人員配置としての位置づけは減っているはずである。十数年前の経験になるが、ゼネラルスタッフ的な稼

働ができる企画スタッフが若手中堅2名に対して、情報を流通させるだけの中高齢のルーティン的なスタッフが十数名配置されている組織に出くわして驚いたことがある。実際のビジネス
上の稼働で知恵も時間も若手中堅に過負荷がかかっていたことは言うまでもない。

※5 私たちマネジメントコンサルタントのビジネスでは、課題対応期間に能力を尽くすことが求められる。例えば新事業が結果的に成功したとしても、それはクライアントの努力をもって多とするもの
であり、案出やプランニングを支援したことをもってその結果の果実を得るものではないと考えられている。しかしスタッフは同じ会社組織に長くいることからも、結果責任と果実をシェアすべき
ものであるはずである。それが外部のコンサルタントと協働することが多いせいか、コンサルタントのように結果責任を一切負わないのであれば無責任との誹りを免れないであろう。
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層
も
人
で
あ
る
か
ら
、
様
々
な
思
惑
や
価

値
意
識
を
も
っ
て
言
動
を
行
っ
て
い
る
。

時
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
言
動
に
対

し
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
何
等
か
の

諫か
ん
げ
ん言

が
必
要
と
見
ら
れ
る
と
き
も
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
当
該
企
業
と
い

う
組
織
に
殉
じ
て
、
そ
の
経
営
に
資
す
る

と
い
う
役
割
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
理
想

的
な
姿
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
実
際

的
に
は
ス
タ
ッ
フ
は「
主
君
」に
仕
え
る
か

の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
り
、
振
る
舞
っ
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ

る※
７

。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
復
権
の
た
め
に

ス
タ
ッ
フ
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
何
か

こ
れ
ま
で
ス
タ
ッ
フ
機
能
と
そ
こ
が
行

う
管
理
か
ら
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
、
触

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
ス
タ
ッ
フ
機
能
が
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
復
権
の
た
め
に
資
す
る
活
動

を
行
う
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
く
の
か
と
言
う
こ

と
を
以
下
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

◆
計
数
管
理
に
偏
し
な
い

財
務
の
よ
う
な
結
果
デ
ー
タ
に
せ
よ
、

経
営
企
画
の
よ
う
な
先
々
の
目
標
デ
ー
タ

に
せ
よ
、
ス
タ
ッ
フ
は
計
数
を
設
定
し
た

り
管
理
し
た
り
す
る
こ
と
に
傾
注
し
が
ち

で
あ
る
。
特
に
大
企
業
ほ
ど
、
社
全
体

を
見
渡
し
て
状
況
を
理
解
し
先
々
を
計

画
す
る
に
際
し
て
、
計
数
が
取
り
扱
う
中

心
に
な
っ
て
く
る
。
I
R
を
始
め
と
し
て
、

以
前
に
も
ま
し
て
計
数
の
把
握
と
管
理
は

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
計
数
管

理
に
傾
注
す
る
こ
と
は
、
計
数
の
責
任
を

（
実
現
の
手
段
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
）

ラ
イ
ン
に
押
し
付
け
、
そ
の
責
を
追
及
す

る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

実
は
筆
者
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
駆
け
出
し
の
頃
は
、
ス
タ
ッ
フ

は
様
々
な
デ
ー
タ
を
収
集
分
析
し
て
、
経

営
の
意
思
決
定
を
支
援
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
に
捉
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
様
々
な
企

業
と
取
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
学

ん
だ
こ
と
は
、
デ
ー
タ
や
計
数
の
管
理
の

大
事
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
起
し
つ

つ
あ
る
環
境
変
化
や
経
営
課
題
を
ど
の
よ

う
に
読
み
解
い
て
逸い

ち
は
や早

く
そ
れ
ら
に
適
確

に
対
応
す
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
あ
っ

た※
８

。
◆
ス
タ
ッ
フ（
特
に
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
タ
ッ
フ
）に

は
、
現
場
に
赴
き
課
題
実
態
を
把
握

当
や
所
掌
役
員
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
も
っ

て
、
前
例
を
否
定
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
よ
う
な
変
化
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、環
境
の
変
化
や
実
施
に
伴
っ

て
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
状
況
を
生

み
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
は
、

取
組
み
を
少
し
づ
つ
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
う
ま
い
ス

タ
ッ
フ
組
織
と
そ
う
で
な
い
組
織
の
差
が

大
き
く
生
じ
て
い
る
。

チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
う
ま
く
で
き
な
い
ス

タ
ッ
フ
組
織
、
特
に
そ
れ
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
型
の
場
合
、
部
門
長
以
下
担
当
ま
で

が
逐
次
入
れ
替
わ
る
た
め
、
取
組
み
の
思

想
や
求
め
ら
れ
る
行
動
が
う
ま
く
引
き
継

が
れ
て
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
施
策
取
組

み
は「
形
式
化
」を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る※
６

。
◆
第
三
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

層
の
指
示
通
り
に
唯い
い
だ
く
だ
く

々
諾
々
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
意
思
決
定
な
ど
を

支
援
す
る
と
い
う
役
割
か
ら
す
れ
ば
、
そ

の
指
示
を
受
け
て
あ
る
い
は
考
え
を
忖そ

ん
た
く度

し
て
、
ス
タ
ッ
フ
は
検
討
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
一
方
で
実
際
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

※6 例えば昔から筆者の経験でも、顧客満足度がスコア値を取ることになってしまったり、それを前期等の時系列や社内部門間で比較することを目的にしてしまう場面に会うことがある。
本来は顧客に向き合って自己の課題解決をしていくことによって、顧客との関係性を向上させるべき取組みのはずである。このような事象は、担務するスタッフやそれらの情報から打ち
手を講ずるべきマネジメント層が持つ認識によって、生じてしまう形式化ということができる。

※7 かつて不祥事を起こした企業で、そのようになる前に異議を提起したり、事後にボランタリーで適切にその解決を図ろうと粉身砕骨したりするスタッフや社員を傍らで支援をしたことがある。
その際に痛感したことは、本来マネジメント層は未然に問題を防ぎ、身を挺して不祥事解決を実施すべきである。そのような動きができていない時に、彼らに諫言することが如何に大
事かということであった。昨今話題になった企業の「チャレンジ」というイリーガルな取組みについても、それを諌めようとしたスタッフや他の社員もいたに違いないと筆者は考えている。

※8 特に大きな企業ではゼネラルスタッフが縦割りで業務細分化されてしまう結果、数値を整理収集し管理するグループ、マネジメント層からのリクエストに基づいてマーケットや競合を分析
検討するグループなどと機能分断がされている場合がある。そのような場合は、計数管理だけを目的とする組織が併存するため、スタッフ部門が組織機能を遂行することが計数管理を
加速させてしまう面があることにも留意が必要となる。
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さ
せ
た
ま
ま
ス
ト
レ
ッ
チ
目
標（
多
く
は
売

上
数
値
の
無
理
な
積
み
増
し
）を
行
う
な

ら
ば
、
一
見
す
る
と
積
上
げ
は
全
社
の
目

標
達
成
に
結
実
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
課
題
を
内
包
し
た
ま
ま
、
ラ
イ
ン
の

結
果
責
任
を
問
う
こ
と
は「
遂
行
と
結
果

の
責
任
管
理
」を
小
分
け
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
そ
れ
は
合
成
の
誤
謬
を
生
じ
た

り
、
中
長
期
的
な
リ
ソ
ー
ス
を
損
な
い
短

期
の
目
標
達
成
へ
の
傾
注
と
い
う
問
題
を

生
じ
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
割
か

ら
す
れ
ば
、
ラ
イ
ン
現
場
に
お
け
る
課
題

や
限
界
を
含
ん
で
、
全
社
組
織
的
あ
る
い

は
時
系
列
を
考
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ

た
経
営
を
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い※

５
。

◆
第
二
と
し
て
、
前
例
踏
襲
か
前
例
否

定
の
二
極
化
を
生
み
、
更
に
そ
の
内
実

を
形
式
化
さ
せ
て
い
く
こ
と

な
ん
ら
か
の
施
策
を
実
施
し
て
、
そ
れ

が
充
分
な
成
果
を
生
じ
た
場
合
、
そ
の

施
策
が
継
続
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
際
に
施

策
自
身
や
取
組
み
方
な
ど
を
見
直
さ
ず
、

前
例
と
し
て
変
え
な
い
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
短
期
的
に

は
効
率
性
を
高
め
て
い
く
。
あ
る
い
は
担



さ
せ
る

現
場
で
生
じ
て
い
る
現
象
は
、
掘
り
下

げ
て
い
く
と
経
営
課
題
に
結
実
す
る
よ
う

な
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
の

課
題
た
り
う
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ら
を
高
い
ア
ン
テ
ナ
感
度
で
拾
い
上
げ
て
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
気
づ
き
や
認
識
を
補

完
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
計
画
策

定
な
ど
で
筆
者
も
経
験
さ
せ
ら
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
が
、
現
場
課
題
は
ラ
イ
ン
か

ら
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
部
門
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
軽
重
を
判
断

す
る
だ
け
と
考
え
て
い
る
場
合
も
少
な
く

な
い
。
し
か
し
現
場
で
の
課
題
認
識
が
ど

の
よ
う
に
経
営
マ
タ
ー
に
結
実
す
る
も
の

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
本
来
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
観
点
で
あ
り
、
そ
の
現
場
課
題
の

解
決
を
ラ
イ
ン
に
押
し
付
け
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
し
て
の
筆
者
の
師
匠

は
、「
現
場
に
行
か
ず
に
自
席
で
分
析
や

※9 以前触れたことがあるように、そのマネジメントの仕組みは営業担当のみでなく顧客や製品サービスを統括する機能にもノルマを負わせて組織的な営業を促進するものであり、また個々
の案件と進捗を見える化して、顧客の購買意思決定の支援を行うと言うものであった。

CIOへのメッセージ │ 第 19 回

マネジメント
の復権

第04回

四條　亨
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◆
情
報
格
差
に
よ
る
個
別
の
利
益
を
排

除
す
る

ス
タ
ッ
フ
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
を
支
援
す

る
役
割
か
ら
、
様
々
な
情
報
に
接
し
社
内

の
固
有
デ
ー
タ
な
ど
を
知
る
こ
と
に
な

る
。
人
に
よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
情
報
を

自
身
の
力
の
源
泉
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
。
筆
者
が
か
つ
て
、
あ
る
大

手
企
業
で
B
2
B
の
営
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

変
革
に
入
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る※

９

。

ス
タ
ッ
フ
部
門
の
部
長
で
あ
る
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
責
任
者
は
、
あ
る
日
を
境
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
者
か
ら
非
協
力
的
で

動
か
な
い
方
向
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
理
解
を
背
景

に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
表
立
っ

て
は
邪
魔
は
し
て
こ
な
い
も
の
の
、
仕
組

み
を
作
り
上
げ
る
際
に「
当
社
の
固
有
事

情
か
ら
、
こ
れ
は
で
き
な
い
」「
営
業
等
の

現
場
が
変
え
ら
れ
る
部
分
は
、
営
業
出

身
で
あ
る
自
分
が
判
断
す
る
」と
言
っ
て
、

変
革
の
内
実
を
実
質
的
に
換か

ん
こ
つ
だ
っ
た
い

骨
奪
胎
す

る
よ
う
に
動
き
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
彼

が
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
へ
の
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
筆

者
は
力
及
ば
ず
50
点
程
度
ま
で
し
か
変

革
を
実
現
で
き
ず
、
忸じ

く
じ怩

た
る
思
い
を
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

調
整
・
報
告
だ
け
を
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
」と

喝か
っ
ぱ破

し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
現
場

の
実
態
課
題
を
起
点
と
し
て
分
析
や
検

討
を
行
う
こ
と
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

大
前
提
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
は
、
生
じ
て
く
る
環
境

の
変
化
に
対
応
し
経
営
手
段
を
用
意
す

る
観
点
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
が
経
営
の
課
題

に
つ
い
て
見
出
し
て
い
く
よ
う
に
、
ス
タ
ッ

フ
に
対
し
て
現
場
で
生
起
し
て
い
る
課
題

実
態
を
掘
り
に
行
く
よ
う
に
、
奨
励
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

◆
諫
言
を
受
け
入
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

度
量
と
諫
言
を
伝
え
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ

を
育
成
す
る

前
述
の
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
の
一つ

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
対
す
る
諫
言
を

す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

点
か
ら「
茶
坊
主
」は
否
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
し
、他
方
無
関
心
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ま
な
い
場
合
も
、
実
は

デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
層

が
諫
言
を
受
容
す
る
度
量
と
同
時
に
、

諫
言
を
伝
え
て
く
る
よ
う
な（
上
意
下
達

で
な
い
）ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
て
配
置
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
か
ら
悩
み
考
え
て
み

た
結
果
は
、
変
革
が
達
成
さ
れ
る
と
、
そ

の
責
任
者
の
社
内
的
な
力（
お
よ
び
立

場
）の
源
泉
で
あ
る
案
件
情
報（
新
規
の

ネ
タ
や
進
捗
な
ど
）が
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
も
見
え
る
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

気
付
い
た
た
め
、
そ
れ
を
防
ぎ
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ト
ッ
プ
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ノ
ル

マ
数
値
が
足
り
な
い
時
に
新
規
案
件
候
補

を
示
し
、
進
捗
問
題
の
有
無
を
先
駆
け

て
耳
に
入
れ
る
な
ど
の
動
き
方
を
し
て
信

頼
を
勝
ち
得
て
い
た
模
様
で
あ
り
、
そ
の

源
泉
は
情
報
格
差
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
例
は
い
さ
さ
か
極
端
で
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
本
来
の
役

割
機
能
で
あ
る
企
業
組
織
と
し
て
の
利

を
追
い
求
め
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
を
行

え
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
言
動
や
背
景

に
つ
い
て
も
目
配
り
を
し
て
い
く
こ
と
も
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な「
価
値
観
」を
共
有
す
る

ス
タ
ッ
フ
組
織
を
創
成
す
る
こ
と
は
、
管

理
指
向
を
脱
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
結
実

す
る
で
あ
ろ
う
。
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情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
30
年
の
変
遷

国
内
の
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
情

報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス

は
多
く
、
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
・ユ
ー
ザ
ー

協
会
の
I
T
動
向
調
査
2
0
1
5（
14

年
度
調
査
）に
よ
る
と
、
全
体
で
は
約
2

割
、
従
業
員
数
1
0
0
0
人
以
上
の
企

業
で
は
約
4
割
が
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社

を
保
有
し
て
い
る
。
野
村
総
合
研
究
所

（
以
下
、
N
R
I
）が
2
0
1
2
年
に
実

施
し
た「
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
機
能
の
在
り
方

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」に
よ
る
と
、

連
結
売
上
高
5
0
0
0
億
円
以
上
の
企

業
の
約
7
割
が
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
を

保
有
し
て
い
る
。
本
誌
読
者
の
中
に
も
、

情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
の
経
営
者
と
い
う

立
場
で
企
業
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
を
担
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
う
。

情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
古
く
は
1
9
8
0
年
代
後
半

に
、
I
T
部
門
の
機
能
子
会
社
と
し
て
、

コ
ス
ト
の
見
え
る
化
や
業
務
の
専
門
化
な

ど
を
目
的
と
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社

が
数
多
く
設
立
さ
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
化
な

ど
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
案
件
は
増
加
し
、
シ

ス
テ
ム
部
門
に
過
剰
な
負
担
が
強
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
や
グ
ル
ー
プ
事
業
の
多
角
化

に
伴
い
、
機
能
分
社
化
が
進
ん
だ
。

1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊

に
よ
り
、
親
会
社
か
ら
コ
ス
ト
削
減
の
要

求
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
外
へ
の
拡
販
に

よ
る
自
立
が
求
め
ら
れ
た
。
2
0
0
0

年
代
に
な
る
と
、
I
T
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
な
ど
の
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
積
極
的
に
活

用
す
る
ケ
ー
ス
や
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
が
情

報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
に
資
本
参
加
す
る

ケ
ー
ス
も
増
え
た
。
ま
た
、
親
会
社
と
子

会
社
で
人
材
交
流
し
な
が
ら（
キ
ャ
リ
ア

と
し
て
は
本
社
と
子
会
社
を
往
復
し
な
が

ら
）、
両
方
の
役
割
を
つ
と
め
る
人
材
育

成
が
始
ま
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

2
0
0
0
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
機
能
等
を
親
会
社

に
戻
す
傾
向
も
出
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

イ
ン
キ
世
界
最
大
手
の
D
I
C
（D

IC

 

C
orporation

）（
旧
社
名
：
大
日
本

イ
ン
キ
化
学
工
業
）は
2
0
1
2
年
に
情

報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
を
吸
収
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年
に
日
本
I
B
M
と
日
本

航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
以
下
、

J
A
L
）は
提
携
し
、
日
本
I
B
M
が

J
A
L
の
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
で
あ
る

J
A
L
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク（
以
下
、

J
I
T
）に
出
資（
出
資
比
率
：
日
本

I
B
M 

51
％
、
J
A
L 

41
％
、
そ
の
他

8
％
）。
J
A
L
は
J
I
T
に
シ
ス
テ
ム

開
発
や
運
用
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
。

こ
の
契
約
は
10
年
間
で
8
0
0
億
円
と

も
言
わ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。
2
0
1
0

年
1
月
の
J
A
L
の
経
営
破
た
ん
を
受

け
て
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
見
直
さ
れ
、

シ
ス
テ
ム
運
用
業
務
領
域
は
日
本

I
B
M
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
日
本
I
B
M
が

保
有
す
る
J
I
T
の
51
％
の
全
株
式
を

J
A
L
に
譲
渡
さ
れ
た
。
J
A
L
の
再

生
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
J
I
T
が
中

核
と
な
っ
て
J
A
L
本
体
の
I
T
部
門
と

と
も
に
シ
ス
テ
ム
刷
新
計
画
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
2
0
1
2
年
に
は
、
キ
リ
ン

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会

社
キ
リ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム（
K
B
S
）

の
発
行
済
み
株
式
の
49
％
を
N
T
T
デ
ー

タ
に
譲
渡
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
味
の
素

が
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
で
あ
る
味
の
素

シ
ス
テ
ム
テ
ク
ノ（
A
J
I
T
E
C
）の
発

行
済
み
株
式
の
51
％
を
N
R
I
に
譲
渡
。

経
営
権
保
有
の
有
無
の
違
い
は
あ
る
が
、

両
社
の
狙
い
は
共
に
、
I
T
人
材
の
技
術

力
強
化
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
変
遷
の
中
で
、
業
務
や
技
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NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 

情報戦略コンサルティングユニット 
ビジネスソリューション 

コンサルティンググループ 
シニアマネージャー

加藤 真由美

K A T O  M A Y U M I

NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 

情報戦略コンサルティングユニット 
ビジネスソリューション 

コンサルティンググループ 
マネージャー

坂本 太郎

S A K A M O T O  T A R O

大手SIer等を経て現職。
厚生労働省委託事業「働
きやすい職場環境形成事
業～パワーハラスメント予
防対策」、「テレワークモデ
ル事業」の実績の他、人
事制度改革、組織風土
改革、働き方変革、女性
活躍推進・高齢者活躍推
進、顧客ロイヤルティ分
析等の実績多数。

大学卒業後、NTTデータ
経営研究所入社。金融分
野・公共分野等のコンサ
ルティングに従事したのち、
NTTデータ人事部への出
向等を経て、現職。人事
制度の構築・改定支援や
従業員や顧客意識調査の
企画・分析、テレワークや
ダブルケア等を含めた新た
な働き方に関する調査研
究に従事。

術
の
専
門
家
集
団
と
し
て
位
置
付
け
た

も
の
の
、
日
々
の
運
用
保
守
を
確
実
に
こ

な
し
つ
つ
、
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ

る
中
、
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
に
所
属
す

る
技
術
者
の
処
遇
が
過
去
30
年
間
問
わ

れ
続
け
て
い
る
。

情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
別
途
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
情
報

シ
ス
テ
ム
子
会
社
が
親
会
社
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
役
割
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
な
人

事
制
度
を
構
築
し
た
ら
よ
い
か
を
考
察
し

て
い
く
。

情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
に
求
め
ら
れ
る

「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
」「
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
提
案
力
」

矢
野
経
済
研
究
所
が
行
っ
た「
情
報
シ

ス
テ
ム
子
会
社
の
経
営
実
態
に
関
す
る
法

人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
2
0
1
5
」に

よ
る
と
、「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
」「
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
力
」「
技
術
力
」「
サ

ポ
ー
ト
体
制
」「
コ
ス
ト
」「
対
応
ス
ピ
ー

ド
」の
6
項
目
で「
大
変
不
満
」は
な
い
も

の
の
、「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
力
」「
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
力
」に
つ
い
て
は
、
4
割
近
く

の
企
業
が「
不
満
」と
回
答
し
て
い
る
。

（
図
1
）

ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
に

は
人
事
戦
略
上
の
共
通
課
題
が
あ
る

弊
社
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
の
中

で
も
特
に
ユ
ー
ザ
ー
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部

門
が
I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
傘
下
で
独
立
し
た

企
業（
以
下
、
ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム

子
会
社
）の
人
事
制
度
改
定
を
お
手
伝
い

す
る
機
会
が
多
い
。
ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ

ス
テ
ム
子
会
社
は
、
親
会
社
の
業
種
が

図1｜ 親会社の情報システム子会社に対する現在の評価

出所｜ 矢野経済研究所　2015年3月31日付「情報システム子会社の経営実態に関する法人アンケート調査結果2015」
※1本調査における情報システム子会社とは、企業（親会社）の情報システム部門から分社化され、親会社のシステム業務（開発・
運用・保守など）を受託している情報サービス会社を指す。
※2調査時期；2014 年11 月～ 2015 年3 月、調査対象（集計対象）；日本国内の情報システム子会社を有する企業（親会社）
62 社（n=62）、調査方法；電話アンケート、各項目における単数回答
※3 いずれの項目にも「大変不満」の回答はなし

対応スピード 

コスト 

サポート体制 

技術力 

ソリューション提案力 

コンサルティング力 

0%

4.8% 56.5% 37.1% 1.6%

3.2% 56.5% 38.7% 1.6%

8.1% 64.5% 25.8% 1.6%

19.4% 75.8% 3.2% 0.6%

9.7% 61.3% 25.8% 3.2%

4.8% 66.1% 25.8% 3.2%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変満足 満足 不満 大変不満 不明 
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が
散
見
さ
れ
る
。
前
述
の
矢
野
経
済
研

究
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も「
提
案
力
」

に
親
会
社
は
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
従
業
員
へ
の
動
機
づ
け
が
重

要
に
な
る
。

（
2
）他
の
ど
の
I
T
ベ
ン
ダ
ー
よ
り
も
、

ユ
ー
ザ
ー
の
業
務
に
対
す
る
知
識
が

求
め
ら
れ
る

通
常
の
I
T
ベ
ン
ダ
ー
に
比
べ
、
I
T

ス
キ
ル
よ
り
も
ユ
ー
ザ
ー
の
業
務
に
対
す
る

深
い
知
識
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
評

価
や
昇
格
基
準
を
I
T
ス
キ
ル
の
み
と
す

る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の

業
務
知
識
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
比
重
を

置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
単
に

大
手
I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
人
事
制
度
を
真
似

す
る
こ
と
が
、
自
社
に
と
っ
て
最
適
な
制

度
の
構
築
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。

（
3
）親
会
社
の
人
事
制
度
を
踏
襲
し
て

い
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
自
社
に

合
っ
て
い
な
い

親
会
社
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
人
事
制
度

を
踏
襲
し
た
制
度
を
採
用
し
て
い
る
も
の

の
、
等
級
数
や
評
価
基
準
、
処
遇
体
系

が
必
ず
し
も
S
I
で
あ
る
自
社
に
合
致
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
は
ス
キ
ル
の
陳
腐
化
が
早
く
、
年
功

的
な
処
遇
体
系
と
の
相
性
が
よ
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
人
事
制

度
の
見
直
し
は
、「
等
級
体
系
の
再
構
築
」

「
新
規
性
・
高
い
目
標
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

促
す
評
価
体
系
の
整
備
」「
年
功
で
は
な

く
、
職
務
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
た
処

遇
体
系
の
構
築
」「
継
続
雇
用
制
度
の
整

備
」を
総
合
的
に
行
う
こ
と
が
多
い
。（
図

2
）

人
事
制
度
改
定
を
課
題
解
決
の一助
に

す
る
た
め
に
は
評
価
者
教
育
が
重
要

制
度
を
改
定
し
て
も
、
運
用
が
改
善

さ
れ
な
け
れ
ば
、
従
業
員
を
動
機
付
け
ら

れ
な
い
。
ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム
子

会
社
の
み
な
ら
ず
、
昨
今
は
従
業
員
の

能
力
発
揮
や
事
業
へ
の
貢
献
度
合
い
を
公

正
に
評
価
し
、
処
遇
・
育
成
に
反
映
し

て
い
く
か
が
評
価
制
度
の
論
点
と
な
っ
て

い
る
。「
評
価
」を「
目
標
設
定
」や「
日
常

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
含
め
た
一
連
の
シ
ス

テ
ム
と
捉
え
、
従
業
員
へ
の
振
り
返
り
面

談
・
評
価
の
納
得
性
向
上
・
次
期
取
り

組
み
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や

ナ
ー
」「
品
質
向
上
、
生
産
性
向
上
」「
親

会
社
の
成
長
に
向
け
た
採
用
競
争
力
の

強
化
」「
強
固
な
開
発
・
運
用
体
制
の
構

築（
要
員
確
保
）」「
コ
ス
ト
の
適
正
化
」

「
I
T
ガ
バ
ナ
ン
ス
」が
挙
が
る
。

人
事
戦
略
上
の
課
題
は
次
の
3
点
に

集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
3
つ
の
課
題
を
解

決
す
る
べ
く
取
り
組
み
に
着
手
す
る
こ
と

が
、
数
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ

ム
子
会
社
の
中
で
生
き
残
る
近
道
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
1
）積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
対
す
る
動
機
づ
け

が
弱
く
な
り
が
ち

ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
の

場
合
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
運
用
が
第
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
営
業
や
提
案
能
力
が
求

め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
新
規
性
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た

動
機
づ
け
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
運
用

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
あ
ま
り
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
ユ
ー

ザ
ー
が
事
業
の
成
長
に
向
け
積
極
的
な

I
T
投
資
を
行
う
場
合
、
提
案
能
力
の

な
い
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
は
対
応
で
き

な
い
、
と
い
う
形
で
顕
在
化
す
る
ケ
ー
ス
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違
っ
て
も
共
通
し
て
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
や

親
会
社
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
経
営
権
が
I
T
ベ
ン
ダ
ー

に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
親

会
社
に
対
し
て
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
新
し
い

提
案
を
行
い
、
付
加
価
値
の
向
上
と
と

も
に
生
産
効
率
を
高
め
て
委
託
さ
れ
る

範
囲
を
広
げ
、
長
期
的
に
発
展
可
能
な

組
織
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
に
、
必
要
な
人
材
像
を

明
ら
か
に
し
、
現
在
の
人
事
制
度
が
本
当

に
自
社
に
適
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か

検
証
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

現
場
の
開
発
要
員
が
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

行
動
す
る
事
へ
の
動
機
づ
け
と
そ
の
た
め

に
必
要
な
ス
キ
ル
の
向
上
を
可
能
と
す
る

人
事
制
度
、
す
な
わ
ち
現
場
の
開
発
要

員
に
魅
力
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提
示
し
、

主
体
的
な
行
動
を
動
機
づ
け
る
評
価
制

度
や
、
そ
れ
に
応
じ
て
処
遇
差
に
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
給
与
制
度
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム

子
会
社
の
場
合
、
そ
の
成
り
立
ち
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
対
応
が

十
分
と
は
い
い
難
い
ケ
ー
ス
の
方
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。（
図
2
）

ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会
社
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
と
事
業
戦
略
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
パ
ー
ト



図2｜ ＜ユーザー系情報システム子会社>事業戦略と人事制度の関係（例）

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

 

 

 

 
 

 

事業戦略におけるテーマ 人事戦略上の課題 人事制度見直し事例 

● 積極的なチャレンジや自
律的なキャリア形成に対
する動機づけが弱くなり
がち

● 他のどのITベンダより
も、ユーザーの業務に対
する知識が求められる

● 親会社（ユーザー）の人
事制度を踏襲しているも
の の 、必 ずしも自 社に
合っていない

● 等級体系の再構築

● 新規性・高い目標へ の
チャレンジを促す評価体
系の整備

● 年功ではなく、職務とパ
フォーマンスに応じた処
遇体系の構築

● 継続雇用制度の整備 

● オンリーワンパートナー

● 品質向上・生産性向上

● 親会社の成長に向けた採
用競争力の強化

● 強固な開発・運用体制の
構築（要員確保）

● コストの適正化

● ITガバナンス

図3｜ 良好な評価プロセス循環

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成
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体
的
に
結
び
付
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
場

（
研
修
）も
必
要
に
な
る
。（
図
3
）

最
後
に

改
善
・
成
長
を
図
る
営
み
を
評
価
者
が

十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。つ
ま
り
、

評
価
の
公
平
性
を
担
保
し
、
社
員
の
納

得
感
を
高
め
る
た
め
に
、
評
価
者
が
人

事
制
度
改
定
の
背
景
に
あ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
思
想
と
実
際
の
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
具

I
T
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
技

術
革
新
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
激
し
く
、
ス

キ
ル
が
陳
腐
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
増
し
て

い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会

社
も
例
外
で
は
な
い
。

日
本
国
内
で
は
2
0
1
5
年
あ
た
り

か
ら
急
激
に「FinTech

」が
取
り
上
げ

ら
れ
、
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
業
務
や
意

思
決
定
に
お
け
る
人
工
知
能
の
活
用
等
、

従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
の
登
場
に
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

自
社（
グ
ル
ー
プ
）の
業
務
に
精
通
す
る

立
場
か
ら
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
や
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
力
を
発
揮
す
る
役
割

は
高
ま
り
続
け
て
い
る
。「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

を
活
用
し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
で

き
る
こ
と
、そ
れ
が
で
き
る
人
材
を
確
保・

育
成
で
き
る
こ
と
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
子

会
社
に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
に
お
い
て
、
現
在
の

人
事
制
度
を
今
一
度
見
直
す
こ
と
で
、
社

員
に
対
し
て
事
業
戦
略
を
意
識
し
た
行

動
を
促
す
と
と
も
に
、
適
切
な
処
遇
の

実
現
が
親
会
社
へ
の
新
た
な
価
値
提
供
に

寄
与
す
る
こ
と
を
願
う
。



I
T
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
技

術
革
新
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
激
し
く
、
ス

キ
ル
が
陳
腐
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
増
し
て

い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
系
情
報
シ
ス
テ
ム
子
会

社
も
例
外
で
は
な
い
。

日
本
国
内
で
は
2
0
1
5
年
あ
た
り

か
ら
急
激
に「FinTech

」が
取
り
上
げ

ら
れ
、
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
業
務
や
意

思
決
定
に
お
け
る
人
工
知
能
の
活
用
等
、

従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
の
登
場
に
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

自
社（
グ
ル
ー
プ
）の
業
務
に
精
通
す
る

立
場
か
ら
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
や
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
力
を
発
揮
す
る
役
割

は
高
ま
り
続
け
て
い
る
。「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

を
活
用
し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
で

き
る
こ
と
、そ
れ
が
で
き
る
人
材
を
確
保・

育
成
で
き
る
こ
と
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
子

会
社
に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
に
お
い
て
、
現
在
の

人
事
制
度
を
今
一
度
見
直
す
こ
と
で
、
社

員
に
対
し
て
事
業
戦
略
を
意
識
し
た
行

動
を
促
す
と
と
も
に
、
適
切
な
処
遇
の

実
現
が
親
会
社
へ
の
新
た
な
価
値
提
供
に

寄
与
す
る
こ
と
を
願
う
。
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